
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１垂直期間前の映像データと現垂直期間の映像データとに基づいて、液晶表
示パネルへ供給する映像データを強調変換することにより、前記液晶表示パネルの光学応
答特性を補償する液晶表示装置であって、
　入力映像データがインターレース信号である場合、複数の変換方法のいずれかに従って
、該インターレース信号をプログレッシブ信 変換するＩ／Ｐ変換手段と、
　前記プログレッシブ信号における少なくとも１垂直期間前後の階調遷移を強調するよう
に、現垂直期間の映像データの強調変換を行う強調変換手段とを有し、
　前記複数の変換方法のいずれに従って変換するかに応じて、前記映像データに対する強
調変換度合いを可変制御することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　現垂直期間の映像データと１垂直期間前の映像データとから指定される強調変換パラメ
ータが格納されたテーブルメモリを備え、
　前記強調変換手段は、
　前記強調変換パラメータを用いて、前記映像データに強調演算を施す演算部と、
　前記強調演算による出力データに対し、前記複数の変換方法のいずれに従って変換する
かに応じて、異なる係数を乗算する乗算部とを有することを特徴とする請求項１に記載の
液晶表示装置。
【請求項３】
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　入力映像データが第１の変換方法で変換される場合に参照する、現垂直期間の映像デー
タと１垂直期間前の映像データとから指定される強調変換パラメータが格納されたテーブ
ルメモリと、
　入力映像データが第２の変換方法で変換される場合に参照する、現垂直期間の映像デー
タと１垂直期間前の映像データとから指定される強調変換パラメータが格納されたテーブ
ルメモリとを備え、
　前記強調変換手段は、前記複数の変換方法のいずれに従って変換するかに応じた前記テ
ーブルメモリから読み出される前記強調変換パラメータを用いて、前記変換された映像デ
ータに強調演算を施す演算部を有することを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　さらに、装置内温度を検出する温度検出手段を備え、
　前記強調変換手段は、前記装置内温度の検出結果に基づき、前記映像データに対する強
調変換度合いを可変することを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　現垂直期間の映像データと１垂直期間前の映像データとから指定される強調変換パラメ
ータが格納されたテーブルメモリを備え、
　前記強調変換手段は、前記強調変換パラメータを用いて、前記変換された映像データに
強調演算を施す演算部と、
　前記演算部の出力データに対し、前記複数の変換方法のいずれに従って変換するかと前
記装置内温度の検出結果とに応じて、異なる係数を乗算する乗算部とを有することを特徴
とする請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　入力映像データが第１の変換方法で変換される場合に参照する、現垂直期間の映像デー
タと１垂直期間前の映像データとから指定される強調変換パラメータが格納されたテーブ
ルメモリと、
　入力映像データが第２の変換方法で変換される場合に参照する、現垂直期間の映像デー
タと１垂直期間前の映像データとから指定される強調変換パラメータが格納されたテーブ
ルメモリとを備え、
　前記強調変換手段は、前記複数の変換方法のいずれに従って変換するかに応じて、前記
テーブルメモリから読み出される前記強調変換パラメータを用いて、前記変換された映像
データに強調演算を施す演算部と、
　前記強調演算の出力データに対し、前記装置内温度の検出結果に応じて異なる係数を乗
算する乗算部とを有することを特徴とする請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　入力映像データが第１の変換方法で変換される場合に参照する、複数の装置内温度毎に
対応した、現垂直期間の映像データと１垂直期間前の映像データとから指定される強調変
換パラメータが格納されたテーブルメモリと、
　入力映像データが第２の変換方法で変換される場合に参照する、複数の装置内温度毎に
対応した、現垂直期間の映像データと１垂直期間前の映像データとから指定される強調変
換パラメータが格納されたテーブルメモリとを備え、
　前記強調変換手段は、前記複数の変換方法のいずれに従って変換するかと前記装置内温
度の検出結果とに応じて、前記テーブルメモリから読み出される前記強調変換パラメータ
を用いて、前記変換された映像データに強調演算を施す演算部を有することを特徴とする
請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　複数の装置内温度毎に対応した、現垂直期間の映像データと１垂直期間前の映像データ
とから指定される強調変換パラメータが格納されたテーブルメモリを備え、
　前記強調変換手段は、前記複数の変換方法のいずれに従って変換するかによって定めら
れた切換温度と前記装置内温度の検出結果との比較結果に応じて、前記テーブルメモリか
ら読み出される前記強調変換パラメータを用いて、前記変換された映像データに強調演算
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を施す演算部を有することを特徴とする請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記装置内温度の検出結果である温度データに対して、前記複数の変換方法毎に定めら
れた所定の演算を施す演算部と、
　前記演算が施された温度データと、予め決められた所定の閾値温度データとを比較する
比較部と、
　前記比較の結果に応じて、前記強調変換パラメータを切り換え制御する切換制御信号を
生成する制御信号出力部とを有することを特徴とする請求項８に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記装置内温度の検出結果である温度データと、前記複数の変換方法毎に決められた所
定の閾値温度データとを比較する比較部と、
　前記比較の結果に応じて、前記強調変換パラメータを切り換え制御する切換制御信号を
生成する制御信号出力部とを有することを特徴とする請求項８に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　インタレースの映像信号をプログレッシブの映像信号へ変換する変換手段と、
　上記プログレッシブの映像信号における少なくとも１垂直期間前後の階調遷移を強調す
るように、現垂直期間の映像信号を補正する補正手段とを有する液晶表示装置の信号処理
装置において、
　上記変換手段は、複数の変換方法での変換が可能であり、
　上記変換手段における変換方法に応じて、上記補正手段による階調遷移強調の程度を変
更することを特徴とする液晶表示装置の信号処理装置。
【請求項１２】
　上記複数の変換方法には、フィールド間の動き検出を行う第１の変換方法と、フィール
ド間の動きの有無に拘わらず、一定の手順で変換する第２の変換方法とが含まれており、
　上記変換手段が上記第２の変換方法により変換している場合は、上記第１の変換方法に
より変換している場合よりも、上記補正手段における階調遷移強調の程度を弱く変更する
ことを特徴とする請求項１１記載の液晶表示装置の信号処理装置。
【請求項１３】
　上記複数の変換方法には、フィールド間の動きを予測して変換する第１の変換方法と、
フィールド間の動きに拘わらず、一定の手順で変換する第２の変換方法とが含まれており
、
　上記変換手段が上記第２の変換方法により変換している場合は、上記第１の変換方法に
より変換している場合よりも、上記補正手段における階調遷移強調の程度を弱く変更する
ことを特徴とする請求項１１記載の液晶表示装置の信号処理装置。
【請求項１４】
　上記複数の変換方法には、他のフィールドの映像信号を参照して変換する第１の変換方
法と、他のフィールドを参照せずに変換する第２の変換方法とが含まれており、
　上記変換手段が上記第２の変換方法により変換している場合は、上記第１の変換方法に
より変換している場合よりも、上記補正手段における階調遷移強調の程度を弱く変更する
ことを特徴とする請求項１１記載の液晶表示装置の信号処理装置。
【請求項１５】
　上記第２の変換方法は、あるフィールド内の映像信号を複写、あるいは、あるフィール
ド内の映像信号同士を平均または重みをつけて平均することによって、当該フィールドの
映像信号をプログレッシブの映像信号に変換する方法であることを特徴とする請求項１２
、１３または１４記載の液晶表示装置の信号処理装置。
【請求項１６】
　上記補正手段には、上記少なくとも１垂直期間前の映像信号と現垂直期間の映像信号と
から指定される強調変換パラメータを記憶したテーブルメモリが、複数設けられており、
　上記補正手段の参照するテーブルメモリを、上記変換手段による変換方法に応じて切り
換えることにより、上記階調遷移強調の程度を変更することを特徴とする請求項１１乃至
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１５の何れか１項に記載の液晶表示装置の信号処理装置。
【請求項１７】
　上記補正手段には、上記少なくとも１垂直期間前の映像信号と現垂直期間の映像信号と
から指定される強調変換パラメータを記憶したテーブルメモリと、
　上記テーブルメモリを参照して決定された、現垂直期間の映像信号に対する補正量を、
上記階調遷移強調の程度に応じて調整する調整手段とが設けられていることを特徴とする
請求項１１乃至１６の何れか１項に記載の液晶表示装置の信号処理装置。
【請求項１８】
　上記変換手段による変換方法に加え、装置内温度にも応じて、上記補正手段による階調
遷移強調の程度を変更することを特徴とする請求項１１乃至１７の何れか１項に記載の液
晶表示装置の信号処理装置。
【請求項１９】
　上記補正手段には、上記少なくとも１垂直期間前の映像信号と現垂直期間の映像信号と
から指定される強調変換パラメータを記憶したテーブルメモリが、複数設けられており、
　上記補正手段の参照するテーブルメモリを、上記変換手段による変換方法および装置内
温度に応じて切り換えることにより、上記階調遷移強調の程度を変更することを特徴とす
る請求項１８記載の液晶表示装置の信号処理装置。
【請求項２０】
　上記補正手段には、上記少なくとも１垂直期間前の映像信号と現垂直期間の映像信号と
から指定される強調変換パラメータを記憶したテーブルメモリが、上記複数設けられてお
り、
　上記補正手段は、さらに、上記テーブルメモリの何れかを参照して決定された、現垂直
期間の映像信号に対する補正量を調整する調整手段とを備え、
　装置内温度に応じて、上記調整手段による調整の程度を変更させると共に、上記補正手
段の参照するテーブルメモリを、上記変換手段による変換方法に応じて切り換えることに
より、上記階調遷移強調の程度を変更することを特徴とする請求項１８記載の液晶表示装
置の信号処理装置。
【請求項２１】
　上記補正手段には、上記少なくとも１垂直期間前の映像信号と現垂直期間の映像信号と
から指定される強調変換パラメータを記憶したテーブルメモリが、複数設けられており、
　上記複数のテーブルメモリの少なくとも一部は、上記変換手段による複数の変換方法の
間で共用されていると共に、
　上記補正手段の参照するテーブルメモリを装置内温度に応じて切り換えると共に、上記
各テーブルメモリを切り換える温度を、上記変換手段による変換方法に応じて変更するこ
とによって、上記階調遷移強調の程度を変更することを特徴とする請求項１８記載の液晶
表示装置の信号処理装置。
【請求項２２】
　上記複数のテーブルメモリのうちの一部が、上記変換手段が特定の変換方法で変換して
いるときのみ参照されるように、上記各テーブルメモリを切り換えることを特徴とする請
求項２１記載の液晶表示装置の信号処理装置。
【請求項２３】
　インタレースの映像信号をプログレッシブの映像信号へ変換する変換手段を備え、液晶
表示装置の各画素における階調遷移を強調するように、当該プログレッシブの映像信号を
変調する液晶表示装置の信号処理装置であって、
　上記変換手段は、複数の変換方法での変換が可能であり、
　上記変換手段における変換方法に応じて、上記階調遷移強調の程度を変更することを特
徴とする液晶表示装置の信号処理装置。
【請求項２４】
　請求項１１乃至２３の何れか１項に記載の液晶表示装置の信号処理装置を備えた液晶表
示装置。
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【請求項２５】
　入力映像データがインターレース信号である場合、複数の変換方法のいずれかに従って
、該インターレース信号をプログレッシブ信 変換するＩ／Ｐ変換手段を有する液晶表
示装置であって、
　当該液晶表示装置は、少なくとも１垂直期間前の映像データと現垂直期間の映像データ
とに基づいて、前記プログレッシブ信号における少なくとも１垂直期間前後の階調遷移を
強調するように液晶表示パネルへ供給する映像データを強調変換することにより、前記液
晶表示パネルの光学応答特性を補償すると共に、
　前記複数の変換方法のいずれに従って変換するかに応じて、前記映像データに対する強
調変換度合いを可変制御することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２６】
　入力映像データがインターレース信号である場合、複数の変換方法のいずれかに従って
、該インターレース信号をプログレッシブ信 変換するＩ／Ｐ変換手段と、
　前記プログレッシブ信号における少なくとも１垂直期間前後の階調遷移を強調するよう
に、現垂直期間の映像データの強調変換を行う強調変換手段とを有する液晶表示装置であ
って、少なくとも１垂直期間前の映像データと現垂直期間の映像データとに基づいて、前
記液晶表示パネルへ供給する映像データを強調変換することにより、前記液晶表示パネル
の光学応答特性を補償する液晶表示装置を制御するコンピュータに、
　前記複数の変換方法のいずれに従って変換するかに応じて、前記映像データに対する強
調変換度合いを可変制御する処理を実行させるプログラム。
【請求項２７】
　インタレースの映像信号をプログレッシブの映像信号へ変換する変換手段と、
　上記プログレッシブの映像信号における少なくとも１垂直期間前後の階調遷移を強調す
るように、現垂直期間の映像信号を補正する補正手段とを有し、上記変換手段は、複数の
変換方法での変換が可能であるコンピュータを、
　上記変換手段における変換方法に応じて、上記補正手段による階調遷移強調の程度を変
更するように動作させるプログラム。
【請求項２８】
　請求項２６または２７記載のプログラムが記録された記録媒体。
【請求項２９】
　少なくとも１垂直期間前の映像データと現垂直期間の映像データとに基づいて、液晶表
示パネルへ供給する映像データを強調変換することにより、前記液晶表示パネルの光学応
答特性を補償する液晶表示制御方法であって、
　入力映像データがインタレース信号である場合、複数の変換方法の何れかに従って、該
インタレース信号をプログレッシブ信 変換する工程と、
　前記プログレッシブ信号における少なくとも１垂直期間前後の階調遷移を強調するよう
に、現垂直期間の映像データの強調変換を行う工程とを有し、
　前記複数の変換方法の何れに従って変換するかに応じて、前記映像データに対する強調
変換度合いを可変制御することを特徴とする液晶表示制御方法。
【請求項３０】
　インタレースの映像信号をプログレッシブの映像信号へ変換する変換工程と、
　上記プログレッシブの映像信号における少なくとも１垂直期間前後の階調遷移を強調す
るように、現垂直期間の映像信号を補正する補正工程とを含んでいる液晶表示制御方法に
おいて、
　上記変換工程では、複数の変換方法での変換が可能であり、
　上記変換工程における変換方法に応じて、上記 による階調遷移強調の程度を変
更する制御工程を含んでいることを特徴とする液晶表示制御方法。
【請求項３１】
　インタレースの映像信号をプログレッシブの映像信号へ変換する変換工程を含み、液晶
表示装置の各画素における階調遷移を強調するように、当該プログレッシブの映像信号を
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変調する液晶表示制御方法であって、
　上記変換工程は、複数の変換方法での変換が可能であり、
　上記変換工程における変換方法に応じて、上記階調遷移強調の程度を変更することを特
徴とする液晶表示制御方法。
【請求項３２】
　入力映像データがインターレース信号である場合、複数の変換方法のいずれかに従って
、該インターレース信号をプログレッシブ信 変換するＩ／Ｐ変換工程を含み、少なく
とも１垂直期間前の映像データと現垂直期間の映像データとに基づいて、前記プログレッ
シブ信号における少なくとも１垂直期間前後の階調遷移を強調するように液晶表示パネル
へ供給する映像データを強調変換することにより、前記液晶表示パネルの光学応答特性を
補償する液晶表示制御方法であって、
　前記複数の変換方法のいずれに従って変換するかに応じて、前記映像データに対する強
調変換度合いを可変制御することを特徴とする液晶表示制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置の応答速度向上と当該液晶表示装置に表示される映像の品質の
向上との双方を実現可能な、液晶表示装置、液晶表示装置の信号処理装置、そのプログラ
ムおよび記録媒体、並びに、液晶表示制御方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、液晶表示装置（ Liquid Crystal Display：ＬＣＤ）は大型化、高精細化が進み、
表示される画像もパーソナルコンピュータやワードプロセッサ等に用いられる液晶表示装
置のように主として静止画像を扱うものから、ＴＶ等として用いられる液晶表示装置のよ
うに動画像を扱う分野にも普及しつつある。液晶表示装置は、陰極線管（ Cathode Ray Tu
be：以下、ＣＲＴという）を備えるＴＶに比べて薄型であり、場所をさほど占有せずに設
置することができるため、一般家庭へも普及しつつある。
【０００３】
　ただし、液晶表示装置は、ＣＲＴ（ Cathode-Ray Tube）などと比較すると、光学応答速
度が遅く、遷移階調によっては、通常のフレーム周波数（６０Ｈｚ）に対応した書き換え
時間（１６．７ｍｓｅｃ）で応答が完了しないこともあるため、前回から今回への階調遷
移を強調するように、駆動信号を変調して駆動する方法も採用されている（後述の特許文
献１参照）。
【０００４】
　例えば、前フレームＦＲ (k-1) から現フレームＦＲ (k) への階調遷移がライズ駆動の場
合、前回から今回への階調遷移を強調するように、具体的には、現フレームＦＲ (k) の映
像データＤ (i,j,k) が示す電圧レベルよりも高いレベルの電圧を画素へ印加する。
【０００５】
　この結果、階調が遷移するとき、現フレームＦＲ (k) の映像データＤ (i,j,k) が示す電
圧レベルを最初から印加する場合の輝度レベルと比較して、画素の輝度レベルは、より急
峻に増大し、より短い期間で、上記現フレームＦＲ (k) の映像データＤ (i,j,k) に応じた
輝度レベル近傍に到達する。これにより、液晶の応答速度が遅い場合であっても、液晶表
示装置の応答速度を向上できる。
【０００６】
　なお、本願明細書においては、以下の液晶駆動方法、すなわち、特許文献１に記載のよ
うに、１フレーム前の入力画像データと現フレームの入力画像データとの組み合わせに応
じて、予め決められた現フレームの入力画像データに対する階調電圧より高い（オーバー
シュートされた）駆動電圧或いはより低い（アンダーシュートされた）駆動電圧を液晶表
示パネルに供給する液晶駆動方法を、オーバーシュート（ＯＳ）駆動と称する。
【０００７】
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　また、液晶は、環境温度によって、応答速度が変化することが知られており、特に低温
下においては応答速度が遅くなるため、温度に応じて階調遷移を強調する液晶パネル駆動
装置も提案されている（後述の特許文献２参照）。
【０００８】
　さらに、後述の特許文献３では、ＭＵＳＥ（ Multiple sub-Nyquist Sampling Encoding
）信号における静止画部分のノイズ除去、ラインフリッカの除去、垂直解像度のアップ、
動画部分の滑らかな表示、パン、チルト、シーンチェンジやベースバンド信号に対する忠
実な高速表示を実現し、見やすく、高画質な液晶表示装置を実現するために、映像信号の
変化量よりも大きめの補正電圧を生成する応答速度補正回路のゲインを、画像内容や、ユ
ーザの好みに応じて調整する構成が開示されている。
【０００９】
　尚、特に、液晶表示装置では、インタレースの映像信号に基づいて、各画素を駆動する
際、インタレースの映像信号をプログレッシブの映像信号に変換して、全画素を線順次走
査駆動する駆動方法が採用されることが多い。
【００１０】
　以下では、使用環境温度に応じて、液晶表示パネルの光学応答特性を補償すべくオーバ
ーシュート駆動を行うものについて、図３１乃至図３４とともに詳細に説明する。ここで
、図３１は従来の液晶表示装置の要部構成を示すブロック図、図３２は制御ＣＰＵの概略
構成を示す機能ブロック図、図３３は装置内温度と参照テーブルメモリとの関係を示す説
明図、図３４は液晶に加える電圧と液晶の応答との関係を示す説明図である。
【００１１】
　図３１において、５０１ａ～５０１ｄは入力画像データの１フレーム期間前後における
階調遷移に応じたＯＳパラメータ（強調変換パラメータ）を、装置内温度毎に対応して格
納しているＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）、５１５は入力画像データを１フレーム分記憶
するフレームメモリ（ＦＭ）、５１４Ｈはこれから表示するＭ番目のフレームの入力画像
データ（ Current Data）と、フレームメモリ５１５に保存されたＭ－１番目のフレームの
入力画像データ (Previous Data )とを比較し、該比較結果（階調遷移）に対応するＯＳパ
ラメータをＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）５０１ａ～５０１ｄのいずれかより読み出して
、このＯＳパラメータに基づいてＭ番目のフレームの画像表示に要する強調変換データ（
書込階調データ）を決定する強調変換部である。
【００１２】
　また、５１６は強調変換部５１４Ｈからの強調変換データに基づいて、液晶表示パネル
５１７のゲートドライバ５１８及びソースドライバ５１９に液晶駆動信号を出力する液晶
コントローラ、５２０は当該装置内の温度を検出するための温度センサ、５１２Ｈは温度
センサ５２０で検出された装置内温度に応じて、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）５０１ａ
～５０１ｄのいずれかを選択参照して、画像データの強調変換に用いるＯＳパラメータを
切り換えるための切換制御信号を強調変換部５１４Ｈに出力する制御ＣＰＵである。
【００１３】
　ここで、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）５０１ａ～５０１ｄに格納されているＯＳパラ
メータＬＥＶＥＬ１～ＬＥＶＥＬ４は、それぞれ基準温度Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３、Ｔ４（Ｔ１
＜Ｔ２＜Ｔ３＜Ｔ４）の環境下における、液晶表示パネル５１７の光学応答特性の実測値
から予め得られるものであり、それぞれの強調変換度合いはＬＥＶＥＬ１＞ＬＥＶＥＬ２
＞ＬＥＶＥＬ３＞ＬＥＶＥＬ４の関係となっている。
【００１４】
　また、制御ＣＰＵ５１２Ｈは、図３２に示すように、温度センサ５２０による温度検出
データを、予め決められた所定の閾値温度データ値Ｔｈ１，Ｔｈ２，Ｔｈ３と比較する閾
値判別部５１２ａと、該閾値判別部５１２ａによる比較結果に応じて、ＯＳテーブルメモ
リ（ＲＯＭ）５０１ａ～５０１ｄのいずれかを選択し、ＯＳパラメータＬＥＶＥＬ１～Ｌ
ＥＶＥＬ４を切り換えるための切換制御信号を生成して出力する制御信号出力部５１２ｂ
とを有している。
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【００１５】
　ここでは、たとえば図３３に示すように、温度センサ５２０で検出された装置内温度が
切換閾値温度Ｔｈ１（＝１５℃）以下であれば、制御ＣＰＵ５１２Ｈは強調変換部５１４
Ｈに対し、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）５０１ａを選択して参照するように指示する。
これによって、強調変換部５１４ＨはＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）５０１ａに格納され
ているＯＳパラメータＬＥＶＥＬ１を用いて、入力画像データの強調変換処理を行う。
【００１６】
　また、温度センサ５２０で検出された装置内温度が切換閾値温度Ｔｈ１（＝１５℃）よ
り大きく且つ切換閾値温度Ｔｈ２（＝２５℃）以下であれば、制御ＣＰＵ５１２Ｈは強調
変換部５１４Ｈに対し、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）５０１ｂを選択して参照するよう
に指示する。これによって、強調変換部５１４ＨはＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）５０１
ｂに格納されているＯＳパラメータＬＥＶＥＬ２を用いて、入力画像データの強調変換処
理を行う。
【００１７】
　さらに、温度センサ５２０で検出された装置内温度が切換閾値温度Ｔｈ２（＝２５℃）
より大きく且つ切換閾値温度Ｔｈ３（＝３５℃）以下であれば、制御ＣＰＵ５１２Ｈは強
調変換部５１４Ｈに対し、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）５０１ｃを選択して参照するよ
うに指示する。これによって、強調変換部５１４ＨはＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）５０
１ｃに格納されているＯＳパラメータＬＥＶＥＬ３を用いて、入力画像データの強調変換
処理を行う。
【００１８】
　そしてまた、温度センサ５２０で検出された装置内温度が切換閾値温度Ｔｈ３（＝３５
℃）より大きければ、制御ＣＰＵ５１２Ｈは強調変換部５１４Ｈに対し、ＯＳテーブルメ
モリ（ＲＯＭ）５０１ｄを選択して参照するように指示する。これによって、強調変換部
５１４ＨはＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）５０１ｄに格納されているＯＳパラメータＬＥ
ＶＥＬ４を用いて、入力画像データの強調変換処理を行う。
【００１９】
　一般的に液晶表示パネルにおいては、ある中間調から別の中間調に変更させる時間は長
く、また低温時の入力信号に対する追従性が極端に悪くなり、応答時間が増大するため、
中間調を１フレーム期間（たとえば６０Ｈｚのプログレッシブスキャンの場合は１６．７
ｍｓｅｃ）内に表示することができず、残像が発生するだけでなく、中間調を正しく表示
することができないという課題があったが、上述のオーバーシュート駆動回路を用いて、
予め決められた１フレーム表示期間経過後に液晶表示パネル５１７が入力画像データの定
める目標階調輝度へ到達するように、入力画像データの階調レベルを階調遷移方向へ強調
変換することにより、図３４に示すように、目標の中間調を短時間（１フレーム期間内）
で表示することが可能となる。
【特許文献１】特開平４－３６５０９４号公報（公開日： 1992年１２月１７日）
【特許文献２】特開平４－３１８５１６号公報（公開日： 1992年１１月１０日）
【特許文献３】特開平６－１６５０８７号公報（公開日： 1994年６月１０日）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２０】
　しかしながら、表示装置がインタレース／プログレッシブ変換する際に複数の変換方法
を選択可能な構成の場合、上記特許文献１～３に記載の構成では、映像の品質低下を抑制
することが難しいという問題を生じる。
【００２１】
　より詳細には、インタレース／プログレッシブ変換の方法には、種々の変換方法が存在
するが、何れの変換方法が適切かは、入力されるインタレースの映像信号のＳ／Ｎ比や、
映像の内容だけではなく、ユーザの好みなどにも左右されるため、全ての状況下で常に最
適な変換方法は存在していない。
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【００２２】
　例えば、隣接するフィールド間の動き検出、動き予測補償などを行って、フィールド間
補間を行うような変換方法は、インタレースの映像信号のＳ／Ｎ比が十分に高いという条
件下では、ラインダブラなどのように単にあるフィールドを構成する水平ラインの画素へ
の映像信号を複写することによってプログレッシブの映像信号に変換する方法よりも映像
の品質を向上できる一方で、Ｓ／Ｎ比が想定していた範囲よりも低下すると、上記複写す
る方法よりもノイズが目立つこととなり、映像の品質が低下することがある。
【００２３】
　一方、ラインダブラなどのようにフィールド内のデータのみを用いてプログレッシブの
映像信号に変換する方法を用いた場合、空間解像度が低下するので、ノイズは目立たなく
なるが、特に静止画像の輪郭部などで１フレーム毎に不所望な輝度変化（フリッカ）が発
生しやすいという問題がある。
【００２４】
　ところが、上記特許文献１～３に記載の構成では、インタレース／プログレッシブ変換
の特性に応じて適切に階調遷移を強調することができないため、上述のような不所望な輝
度変化を強調してしまうことによって、静止画像の輪郭部などのちらつきが目立つように
なり、表示映像の品質を著しく低下させる虞れがある。
【００２５】
　より詳細には、Ｉ／Ｐ変換処理は、たとえば図３５に示すように、インターレース信号
の偶数フィールドと奇数フィールドのそれぞれに対しデータ補間し、偶数フィールドと奇
数フィールドのそれぞれを、図３６に示すように、それぞれ１フレーム分の画像データと
する処理である。
【００２６】
　これにより、３０フレーム／秒（６０フィールド／秒）のインターレース映像信号（Ｎ
ＴＳＣ放送方式の場合）から６０フレーム／秒の擬似的なプログレッシブ映像信号に変換
されるため、インターレース方式の映像信号をプログレッシブ方式で表示することが可能
となる。
【００２７】
　ところが、このようなＩ／Ｐ変換処理として、たとえばインターレース方式の偶数フィ
ールドと奇数フィールドのそれぞれのフィールド内のデータのみで補間を行った場合、図
３６の点線で示すように、本来は静止している輪郭位置がフィールド毎に変化してしまう
ことになり、ちらつきノイズ（偽信号）が発生したり、斜め線がギザギザのジャギー（明
暗段差）となって現れる。
【００２８】
　したがって、仮に、充分に高いＳ／Ｎ比のインタレース信号を動き適応Ｉ／Ｐ変換処理
した場合や、プログレッシブ信号が入力された場合と同一の強調度合いで、上述したオー
バーシュート駆動によって画像データの強調変換を行うとすると、このようなＩ／Ｐ変換
処理によって生じる不所望なちらつきノイズ（偽信号）や斜め線のジャギー（明暗段差）
が強調された画像が表示されることとなり、表示画像の画質劣化を招来してしまうという
問題がある。
【００２９】
　本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、液晶表示装置の応
答速度向上と、上記液晶表示装置に表示される映像の品質の向上との双方を実現可能な液
晶表示装置、液晶表示装置の信号処理装置、そのプログラムおよび記録媒体、並びに、液
晶表示制御方法を実現することにある。
【課題を解決するための手段】
【００３０】
　本発明に係る液晶表示装置は、上記課題を解決するために、少なくとも１垂直期間前の
映像データと現垂直期間の映像データとに基づいて、液晶表示パネルへ供給する映像デー
タを強調変換することにより、前記液晶表示パネルの光学応答特性を補償する液晶表示装
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置であって、入力映像データがインターレース信号である場合、複数の変換方法のいずれ
かに従って、該インターレース信号をプログレッシブ信 変換するＩ／Ｐ変換手段と、
前記プログレッシブ信号における少なくとも１垂直期間前後の階調遷移を強調するように
、現垂直期間の映像データの強調変換を行う強調変換手段とを有し、前記複数の変換方法
のいずれに従って変換するかに応じて、前記映像データに対する強調変換度合いを可変制
御することを特徴としている。
【００３１】
　尚、互いに異なる変換方法は、互いに同じインタレースの映像信号が入力されても、互
いに異なるプログレッシブの映像信号が出力される変換方法であって、例えば、互いに異
なるアルゴリズムを採用している場合や、互いに同じアルゴリズムであったとしても、パ
ラメータやフィルター特性などが異なる場合などが該当する。
【００３２】
　例えば、互いに異なる変換方法としては、 (1) 動き適応インタレース／プログレッシブ
変換、 (2) フィールド内内挿処理のみによるインタレース／プログレッシブ変換（１画面
を構成する全ての画素をフィールド内内挿処理）が挙げられる。
【００３３】
　また、垂直期間は、１フレーム（１コマ）の期間に相当し、例えば、映像信号のデータ
の１フレーム（１コマ）分の映像全体を、上記データの１フレーム期間に渡って書き込み
走査する場合、１垂直期間は１垂直表示期間と一致する。一方、黒挿入による擬似インパ
ルス駆動の場合で１フレーム（１コマ）の期間内に、映像表示期間とそれに続く黒表示期
間とを有するとき、上記１垂直期間は１垂直表示期間より長くなる。また、上記映像信号
の強調変換は、画素単位で行なわれる。
【００３４】
　また、少なくとも１垂直期間前の映像信号および現垂直期間の映像信号は、ある画素へ
輝度を示す信号が繰り返し入力され、それぞれに基づいて、画素の状態が変更されるとき
に、少なくとも１垂直期間前の階調輝度を示す画素データと、現垂直期間の階調輝度を示
す画素データであって、液晶表示装置の各画素が、１垂直期間周期で書き換えられる場合
は、１垂直期間（６０Ｈｚのプログレッシブスキャンの場合、１６．７ｍｓｅｃ）毎に与
えられるデータに対応する。
【００３５】
　上記構成によれば、Ｉ／Ｐ変換手段が、複数の変換方法でインタレースの映像信号をプ
ログレッシブの映像信号へ変換できる。したがって、例えば、映像信号源からの映像信号
の種類やＳ／Ｎ比、ユーザの好み、あるいは、要求される画質などに応じた適切な変換方
法でプログレッシブの映像信号に変換（順次走査変換）すると共に、変換後の映像信号を
液晶表示装置へ表示させることができる。
【００３６】
　また、上記構成では、強調変換手段が、例えば、前記液晶表示パネルが所定期間内にお
いて前記映像データの定める透過率となるように、前記変換された映像データを強調変換
するなどして、前記プログレッシブ信号における少なくとも１垂直期間前後の階調遷移を
強調するように、現垂直期間の映像データの強調変換を行って、前記液晶表示パネルの光
学応答特性を補償している。
【００３７】
　さらに、上記構成では、上記Ｉ／Ｐ変換手段における変換方法に応じて、上記前記映像
データに対する強調変換度合いを可変制御するので、上記Ｉ／Ｐ変換手段が何れの変換方
法で、プログレッシブの映像信号を生成する場合であっても、強調変換手段は、常時、適
切な度合いで映像信号を強調変換できる。
【００３８】
　これらの結果、上記液晶表示装置の応答速度向上と、上記液晶表示装置に表示される映
像の品質の向上との双方を実現できる。
【００３９】
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　また、上記構成に加えて、現垂直期間の映像データと１垂直期間前の映像データとから
指定される強調変換パラメータが格納されたテーブルメモリを備え、前記強調変換手段は
、前記強調変換パラメータを用いて、前記映像データに強調演算を施す演算部と、前記強
調演算による出力データに対し、前記複数の変換方法のいずれに従って変換するかに応じ
て、異なる係数を乗算する乗算部とを有していてもよい。
【００４０】
　上記構成では、演算部がテーブルメモリに格納された強調変換パラメータを用いて、前
記映像データに強調演算を施すと共に、当該強調演算による出力データに対して、変換方
法に応じた係数を乗算する。これにより、比較的小規模な回路で、比較的高精度に、強調
変換度合いを変更できる。
【００４１】
　さらに、上記構成に加えて、入力映像データが第１の変換方法で変換される場合に参照
する、現垂直期間の映像データと１垂直期間前の映像データとから指定される強調変換パ
ラメータが格納されたテーブルメモリと、入力映像データが第２の変換方法で変換される
場合に参照する、現垂直期間の映像データと１垂直期間前の映像データとから指定される
強調変換パラメータが格納されたテーブルメモリとを備え、前記強調変換手段は、前記複
数の変換方法のいずれに従って変換するかに応じた前記テーブルメモリから読み出される
前記強調変換パラメータを用いて、前記変換された映像データに強調演算を施す演算部を
有していてもよい。
【００４２】
　当該構成では、各変換方法に応じて、強調変換手段が参照するテーブルメモリを変更で
きるので、各変換方法に適した強調変換パラメータ同士の相関が余りない場合であっても
、各変換方法に適した強調変換度合いで、前記映像データを強調変換できる。
【００４３】
　また、上記構成に加えて、さらに、装置内温度を検出する温度検出手段を備え、前記強
調変換手段は、前記装置内温度の検出結果に基づき、前記映像データに対する強調変換度
合いを可変してもよい。
【００４４】
　当該構成では、変換方法だけではなく、装置内温度に応じても強調変換度合いを可変す
るので、使用環境温度によって、適切な強調変換度合いが変化する場合であっても、適切
な度合いで強調変換できる。この結果、強調変換度合いを、装置内温度に拘わらず、一定
に保つ場合よりも、液晶表示装置へ表示される映像の品質を向上できる。
【００４５】
　さらに、上記構成に加えて、現垂直期間の映像データと１垂直期間前の映像データとか
ら指定される強調変換パラメータが格納されたテーブルメモリを備え、前記強調変換手段
は、前記強調変換パラメータを用いて、前記変換された映像データに強調演算を施す演算
部と、前記演算部の出力データに対し、前記複数の変換方法のいずれに従って変換するか
と前記装置内温度の検出結果とに応じて、異なる係数を乗算する乗算部とを有していても
よい。
【００４６】
　上記構成では、強調変換手段は、テーブルメモリを用いて決定された演算部の出力デー
タへ、変換方法と装置内温度の検出結果とに応じた係数を乗算して、強調変換度合いを可
変する。したがって、変換方法と装置内温度の検出結果との組み合わせが互いに異なって
いる状況間で、テーブルメモリを共用でき、より回路規模の小さな液晶表示装置を実現で
きる。
【００４７】
　また、上記構成に加えて、入力映像データが第１の変換方法で変換される場合に参照す
る、現垂直期間の映像データと１垂直期間前の映像データとから指定される強調変換パラ
メータが格納されたテーブルメモリと、入力映像データが第２の変換方法で変換される場
合に参照する、現垂直期間の映像データと１垂直期間前の映像データとから指定される強
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調変換パラメータが格納されたテーブルメモリとを備え、前記強調変換手段は、前記複数
の変換方法のいずれに従って変換するかに応じて、前記テーブルメモリから読み出される
前記強調変換パラメータを用いて、前記変換された映像データに強調演算を施す演算部と
、前記強調演算の出力データに対し、前記装置内温度の検出結果に応じて異なる係数を乗
算する乗算部とを有していてもよい。
【００４８】
　上記構成では、変換方法に応じたテーブルメモリから読み出された強調変換パラメータ
を用いて決定された強調演算の出力データを、装置内温度の検出結果に応じた乗算係数で
乗算することによって、強調変換手段が強調変換度合いを可変する。したがって、各温度
間で、テーブルメモリを共用できる。また、変換方法に応じて、テーブルメモリが切り換
えられるので、変換方法に適した強調変換パラメータ同士の相関が余りない場合であって
も、強調変換手段は、それぞれに適した度合いで強調変換できる。
【００４９】
　したがって、温度および変換方法の組み合わせ毎にテーブルメモリを設ける構成よりも
回路規模を縮小できると共に、各温度および変換方法の組み合わせ間で、テーブルメモリ
を共用する構成よりも、適切な度合いで強調変換できる。これらの結果、回路規模の縮小
と、液晶表示装置へ表示される映像の品質向上とのバランスの取れた液晶表示装置を実現
できる。
【００５０】
　さらに、上記構成に加えて、入力映像データが第１の変換方法で変換される場合に参照
する、複数の装置内温度毎に対応した、現垂直期間の映像データと１垂直期間前の映像デ
ータとから指定される強調変換パラメータが格納されたテーブルメモリと、入力映像デー
タが第２の変換方法で変換される場合に参照する、複数の装置内温度毎に対応した、現垂
直期間の映像データと１垂直期間前の映像データとから指定される強調変換パラメータが
格納されたテーブルメモリとを備え、前記強調変換手段は、前記複数の変換方法のいずれ
に従って変換するかと前記装置内温度の検出結果とに応じて、前記テーブルメモリから読
み出される前記強調変換パラメータを用いて、前記変換された映像データに強調演算を施
す演算部を有していてもよい。
【００５１】
　上記構成では、変換方法および装置内温度に応じて、演算部が強調演算を施す際に用い
られる強調変換パラメータを読み出すテーブルメモリが変更されるので、変換方法および
温度に適した強調変換パラメータ同士の相関が余りない場合であっても、強調変換手段は
、それぞれに適した度合いで、強調変換でき、液晶表示装置へ表示される映像の品質を向
上できる。
【００５２】
　また、上記構成に加えて、複数の装置内温度毎に対応した、現垂直期間の映像データと
１垂直期間前の映像データとから指定される強調変換パラメータが格納されたテーブルメ
モリを備え、前記強調変換手段は、前記複数の変換方法のいずれに従って変換するかによ
って定められた切換温度と前記装置内温度の検出結果との比較結果に応じて、前記テーブ
ルメモリから読み出される前記強調変換パラメータを用いて、前記変換された映像データ
に強調演算を施す演算部を有していてもよい。
【００５３】
　さらに、上記構成に加えて、前記装置内温度の検出結果である温度データに対して、前
記複数の変換方法毎に定められた所定の演算を施す演算部と、前記演算が施された温度デ
ータと、予め決められた所定の閾値温度データとを比較する比較部と、前記比較の結果に
応じて、前記強調変換パラメータを切り換え制御する切換制御信号を生成する制御信号出
力部とを有していてもよい。
【００５４】
　また、上記構成に加えて、前記装置内温度の検出結果である温度データと、前記複数の
変換方法毎に決められた所定の閾値温度データとを比較する比較部と、前記比較の結果に
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応じて、前記強調変換パラメータを切り換え制御する切換制御信号を生成する制御信号出
力部とを有していてもよい。
【００５５】
　こららの構成では、テーブルメモリを切り換える温度が変換方法に応じて変更されるの
で、上記テーブルメモリの少なくとも一部が互いに異なる変換方法の間で共用されている
にも拘わらず、上記乗算部を設けることなく、強調変換度合いを変更できる。この結果、
乗算部を設ける場合よりも回路規模を削減できる。
【００５６】
　本発明に係る液晶表示装置の信号処理装置は、上記課題を解決するために、インタレー
スの映像信号をプログレッシブの映像信号へ変換する変換手段と、上記プログレッシブの
映像信号における少なくとも１垂直期間前後の階調遷移を強調するように、現垂直期間の
映像信号を補正する補正手段とを有する液晶表示装置の信号処理装置において、上記変換
手段は、複数の変換方法での変換が可能であり、上記変換手段における変換方法に応じて
、上記補正手段による階調遷移強調の程度を変更することを特徴としている。
【００５７】
　尚、互いに異なる変換方法は、互いに同じインタレースの映像信号が入力されても、互
いに異なるプログレッシブの映像信号が出力される変換方法であって、例えば、互いに異
なるアルゴリズムを採用している場合や、互いに同じアルゴリズムであったとしても、パ
ラメータやフィルター特性などが異なる場合などが該当する。
【００５８】
　例えば、互いに異なる変換方法としては、 (1) 動き適応インタレース／プログレッシブ
変換、 (2) フィールド内内挿処理のみによるインタレース／プログレッシブ変換（１画面
を構成する全ての画素をフィールド内内挿処理）が挙げられる。
【００５９】
　また、垂直期間は、１フレーム（１コマ）の期間に相当し、例えば、映像信号のデータ
の１フレーム（１コマ）分の映像全体を、上記データの１フレーム期間に渡って書き込み
走査する場合、１垂直期間は１垂直表示期間と一致する。一方、黒挿入による擬似インパ
ルス駆動の場合で１フレーム（１コマ）の期間内に、映像表示期間とそれに続く黒表示期
間とを有するとき、上記１垂直期間は１垂直表示期間より長くなる。また、上記映像信号
の強調変換は、画素単位で行なわれる。
【００６０】
　また、少なくとも１垂直期間前の映像信号および現垂直期間の映像信号は、ある画素へ
輝度を示す信号が繰り返し入力され、それぞれに基づいて、画素の状態が変更されるとき
に、少なくとも１垂直期間前の階調輝度を示す画素データと、現垂直期間の階調輝度を示
す画素データであって、液晶表示装置の各画素が、１垂直期間周期で書き換えられる場合
は、１垂直期間（６０Ｈｚのプログレッシブスキャンの場合、１６．７ｍｓｅｃ）毎に与
えられるデータに対応する。
【００６１】
　上記構成によれば、変換手段が、複数の変換方法でインタレースの映像信号をプログレ
ッシブの映像信号へ変換できる。したがって、例えば、映像信号源からの映像信号の種類
やＳ／Ｎ比、ユーザの好み、あるいは、要求される画質などに応じた適切な変換方法でプ
ログレッシブの映像信号に変換（順次走査変換）すると共に、変換後の映像信号を液晶表
示装置へ表示させることができる。
【００６２】
　また、上記構成では、補正手段が、プログレッシブの映像信号における、少なくとも１
垂直期間前後の階調遷移を強調するように、現垂直期間の映像信号を補正するので、表示
画素の応答速度を向上させて、液晶表示装置の光学応答特性を補償することができる。
【００６３】
　さらに、上記構成では、上記変換手段における変換方法に応じて、上記補正手段による
階調遷移強調の程度を変更するので、上記変換手段が何れの変換方法で、プログレッシブ
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の映像信号を生成する場合であっても、補正手段は、常時、適切な程度で階調遷移を強調
するよう、映像信号の補正を行うことができる。
【００６４】
　これらの結果、上記液晶表示装置の応答速度向上と、上記液晶表示装置に表示される映
像の品質の向上との双方を実現できる。
【００６５】
　また、上記構成に加えて、上記複数の変換方法には、フィールド間の動き検出を行う第
１の変換方法と、フィールド間の動きの有無に拘わらず、一定の手順で変換する第２の変
換方法とが含まれており、上記変換手段が上記第２の変換方法により変換している場合は
、上記第１の変換方法により変換している場合よりも、上記補正手段における階調遷移強
調の程度を弱く変更してもよい。
【００６６】
　さらに、上記構成に加えて、上記複数の変換方法には、フィールド間の動きを予測して
変換する第１の変換方法と、フィールド間の動きに拘わらず、一定の手順で変換する第２
の変換方法とが含まれており、上記変換手段が上記第２の変換方法により変換している場
合は、上記第１の変換方法により変換している場合よりも、上記補正手段における階調遷
移強調の程度を弱く変更してもよい。
【００６７】
　また、上記構成に加えて、上記複数の変換方法には、他のフィールドの映像信号を参照
して変換する第１の変換方法と、他のフィールドを参照せずに変換する第２の変換方法と
が含まれており、上記変換手段が上記第２の変換方法により変換している場合は、上記第
１の変換方法により変換している場合よりも、上記補正手段における階調遷移強調の程度
を弱く変更してもよい。
【００６８】
　さらに、上記構成に加えて、上記第２の変換方法は、あるフィールド内の映像信号を複
写、あるいは、あるフィールド内の映像信号同士を平均または重みをつけて平均すること
によって、当該フィールドの映像信号をプログレッシブの映像信号に変換する方法であっ
てもよい。
【００６９】
　ここで、上記各第１の変換方法は、他のフィールドの映像信号を参照して、プログレッ
シブ変換しているため、第２の変換方法に比べて、映像信号のＳ／Ｎ比が十分に高ければ
、比較的高品質なプログレッシブの映像信号を生成できる。したがって、プログレッシブ
変換に起因する、画素の不所望な輝度変化が発生しにくい。ただし、Ｓ／Ｎ比が予め想定
された値よりも低い場合には、ノイズが目立つプログレッシブの映像信号を生成しやすく
なる。
【００７０】
　一方、第２の変換方法は、空間解像度が低下することとなるので、Ｓ／Ｎ比が比較的低
いときには、第１の変換方法を選択したときよりも、ノイズが目立たないプログレッシブ
の映像信号を生成できる場合があるが、特に静止画像の輪郭部などで不所望な輝度変化（
フリッカ）が発生しやすい。
【００７１】
　尚、何れの変換方法の場合であっても、変換手段が生成したプログレッシブの映像信号
は、補正手段によって、階調遷移が強調されるが、特に、第２の変換方法によって生じる
不所望な輝度変化（フリッカ）が過強調されると、例えば静止画像の輪郭部でのちらつき
が目立ち、映像の品質を大きく低下させる虞れがある。
【００７２】
　これに対して、上記構成においては、第２の変換方法でプログレッシブ変換を行った場
合、補正手段による階調遷移強調の程度を弱く変更するので、第２の変換方法により、画
像輪郭部分などで不所望な輝度変化（フリッカ）が発生しても、当該輝度変化が余り強調
されず、映像の品質の低下を抑制できる。
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【００７３】
　さらに、上記構成に加えて、上記補正手段には、上記少なくとも１垂直期間前の映像信
号と現垂直期間の映像信号とから指定される強調変換パラメータを記憶したテーブルメモ
リが、複数設けられており、上記補正手段の参照するテーブルメモリを、上記変換手段に
よる変換方法に応じて切り換えることにより、上記階調遷移強調の程度を変更してもよい
。尚、強調変換パラメータは、補正後の映像信号を求めるためのデータであって、例えば
、補正後の映像信号（階調値）自体や、補正前の映像信号に対する加減量などが挙げられ
る。これは、液晶表示装置の光学応答特性を実測することにより求められる。
【００７４】
　当該構成では、各変換方法に応じて、補正手段の参照するテーブルメモリを変更できる
ので、各変換方法に適した強調変換パラメータ同士の相関が余りない場合であっても、補
正手段は、各変換方法に適した程度で、階調遷移を強調でき、液晶表示装置へ表示される
映像の品質を向上できる。
【００７５】
　また、上記構成に加えて、上記補正手段には、上記少なくとも１垂直期間前の映像信号
と現垂直期間の映像信号とから指定される強調変換パラメータを記憶したテーブルメモリ
と、上記テーブルメモリを参照して決定された、現垂直期間の映像信号に対する補正量を
、上記階調遷移強調の程度に応じて調整する調整手段とが設けられていてもよい。
【００７６】
　当該構成において、例えば、変換方法により特定される階調遷移強調の程度や、変換方
法と温度との組み合わせから特定される階調遷移強調の程度に応じて、調整手段は、テー
ブルメモリを参照して決定された補正量を調整する。
【００７７】
　したがって、例えば、互いに異なる変換方法同士、あるいは、互いに異なる上記組み合
わせ同士など、階調遷移強調の程度が互いに異なる状況間で、テーブルメモリを共用でき
、より回路規模の小さな液晶表示装置を実現できる。
【００７８】
　尚、一般には、上記各状況間で、強調変換パラメータ同士が、ある程度相関しているこ
とが多いので、上記調整手段の回路規模を余り増大させることなく、比較的高精度に、階
調遷移強調の程度を適切な程度に設定できる。したがって、回路規模を増大させることな
く、液晶表示装置へ表示される映像の品質の低下を抑制できる。
【００７９】
　さらに、上記構成に加えて、上記変換手段による変換方法に加え、装置内温度にも応じ
て、上記補正手段による階調遷移強調の程度を変更してもよい。当該構成では、変換方法
だけではなく、装置内温度に応じても階調遷移強調の程度を変更するので、使用環境温度
によって、適切な階調遷移強調の程度が変化する場合であっても、適切な程度で階調遷移
を強調できる。この結果、階調遷移強調の程度を、装置内温度に拘わらず、一定に保つ場
合よりも、液晶表示装置へ表示される映像の品質を向上できる。
【００８０】
　また、上記構成に加えて、上記補正手段には、上記少なくとも１垂直期間前の映像信号
と現垂直期間の映像信号とから指定される強調変換パラメータを記憶したテーブルメモリ
が、複数設けられており、上記補正手段の参照するテーブルメモリを、上記変換手段によ
る変換方法および装置内温度に応じて切り換えることにより、上記階調遷移強調の程度を
変更してもよい。
【００８１】
　当該構成では、変換方法および装置内温度に応じて、補正手段の参照するテーブルメモ
リを変更できるので、変換方法および温度に適した強調変換パラメータ同士の相関が余り
ない場合であっても、補正手段は、それぞれに適した程度で、階調遷移を強調でき、液晶
表示装置へ表示される映像の品質を向上できる。
【００８２】
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　さらに、上記構成に加えて、上記補正手段には、上記少なくとも１垂直期間前の映像信
号と現垂直期間の映像信号とから指定される強調変換パラメータを記憶したテーブルメモ
リが、上記複数設けられており、上記補正手段は、さらに、上記テーブルメモリの何れか
を参照して決定された、現垂直期間の映像信号に対する補正量を調整する調整手段とを備
え、装置内温度に応じて、上記調整手段による調整の程度を変更させると共に、上記補正
手段の参照するテーブルメモリを、上記変換手段による変換方法に応じて切り換えること
により、上記階調遷移強調の程度を変更してもよい。
【００８３】
　上記構成では、装置内温度に応じて、テーブルメモリを参照して決定された補正量が調
整手段により調整されるので、各温度間で、現垂直期間の映像信号に対する補正量を決定
する際に参照するテーブルメモリを共用できる。また、変換方法に応じて、テーブルメモ
リが切り換えられるので、変換方法に適した強調変換パラメータ同士の相関が余りない場
合であっても、補正手段は、それぞれに適した程度で、階調遷移を強調できる。
【００８４】
　したがって、温度および変換方法の組み合わせ毎にテーブルメモリを設ける構成よりも
回路規模を縮小できると共に、各温度および変換方法の組み合わせ間で、テーブルメモリ
を共用し、上記組み合わせに応じて補正量を調整する構成よりも、適切な程度に階調遷移
を強調できる。これらの結果、回路規模の縮小と、液晶表示装置へ表示される映像の品質
向上とのバランスの取れた液晶表示装置を実現できる。
【００８５】
　さらに、上記構成に加えて、上記補正手段には、上記少なくとも１垂直期間前の映像信
号と現垂直期間の映像信号とから指定される強調変換パラメータを記憶したテーブルメモ
リが、複数設けられており、上記複数のテーブルメモリの少なくとも一部は、上記変換手
段による複数の変換方法の間で共用されていると共に、上記補正手段の参照するテーブル
メモリを装置内温度に応じて切り換えると共に、上記各テーブルメモリを切り換える温度
を、上記変換手段による変換方法に応じて変更することによって、上記階調遷移強調の程
度を変更してもよい。
【００８６】
　上記構成では、テーブルメモリを切り換える温度が変換方法に応じて変更されるので、
上記複数のテーブルメモリの少なくとも一部が互いに異なる変換方法の間で共用されてい
るにも拘わらず、上記調整手段を設けることなく、階調遷移強調の程度を変更できる。こ
の結果、調整手段を設ける場合よりも回路規模を削減できる。
【００８７】
　一例として、温度が高い程、適切な階調遷移強調の程度が弱くなる場合は、階調遷移強
調の程度を弱く設定すべき変換方法である程、装置内温度がより低い時点で、より高い温
度範囲に対応するテーブルメモリへ切り換えることによって、同じ温度同士で比較すると
、より階調遷移強調の程度を弱く設定すべき変換方法における階調遷移強調の程度を、よ
り強く設定すべき変換方法における階調遷移強調の程度と同じか、より弱く設定できる。
【００８８】
　ところで、上記複数のテーブルメモリの全てが互いに異なる変換方法の間で共用されて
いてもよいが、回路規模の削減要求が比較的弱く、液晶表示装置へ表示される映像の品質
向上が比較的強く求められる場合には、上記複数のテーブルメモリのうちの一部が、上記
変換手段が特定の変換方法で変換しているときのみ参照されるように、上記各テーブルメ
モリを切り換える方が望ましい。
【００８９】
　当該構成では、互いに異なる変換方法の間で、各温度に対応するテーブルメモリの一部
が共用されているので、共用しない構成よりも、回路規模を縮小できる。一方、全てのテ
ーブルメモリを共用すると、少なくとも、ある温度においては、適切に階調遷移を強調で
きないような、特定の変換方法が存在している場合であっても、テーブルメモリの中には
、上記変換手段が特定の変換方法で変換しているときのみ参照されるテーブルメモリも存
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在しているので、当該特定の変換方法で変換している場合であっても、適切に階調遷移を
強調できる。これらの結果、回路規模の縮小と、液晶表示装置へ表示される映像の品質向
上とのバランスの取れた液晶表示装置を実現できる。
【００９０】
　さらに、本発明に係る液晶表示装置の信号処理装置は、上記課題を解決するために、イ
ンタレースの映像信号をプログレッシブの映像信号へ変換する変換手段を備え、液晶表示
装置の各画素における階調遷移を強調するように、当該プログレッシブの映像信号を変調
する液晶表示装置の信号処理装置であって、上記変換手段は、複数の変換方法での変換が
可能であり、上記変換手段における変換方法に応じて、上記階調遷移強調の程度を変更す
ることを特徴としている。
【００９１】
　上記構成によれば、インタレース／プログレッシブ変換の変換方法に応じて、プログレ
ッシブ変換された映像信号に対する階調遷移強調の程度を変更するので、何れの変換方法
でプログレッシブの映像信号が生成される場合であっても、常時、適切な程度で、階調遷
移強調が可能になる。したがって、上記液晶表示装置の応答速度向上と、上記液晶表示装
置に表示される映像の品質の向上との双方を実現できる。
【００９２】
　また、本発明に係る液晶表示装置は、上記課題を解決するために、上記各構成の液晶表
示装置の信号処理装置の何れかを備えていることを特徴としている。したがって、上記液
晶表示装置の信号処理装置と同様に、上記液晶表示装置の応答速度向上と、上記液晶表示
装置に表示される映像の品質の向上との双方を実現できる。
【００９３】
　さらに、本発明に係る液晶表示装置は、入力映像データがインターレース信号である場
合、複数の変換方法のいずれかに従って、該インターレース信号をプログレッシブ信
変換するＩ／Ｐ変換手段を有する液晶表示装置であって、当該液晶表示装置は、少なくと
も１垂直期間前の映像データと現垂直期間の映像データとに基づいて、前記プログレッシ
ブ信号における少なくとも１垂直期間前後の階調遷移を強調するように液晶表示パネルへ
供給する映像データを強調変換することにより、前記液晶表示パネルの光学応答特性を補
償すると共に、前記複数の変換方法のいずれに従って変換するかに応じて、前記映像デー
タに対する強調変換度合いを可変制御することを特徴としている。
【００９４】
　上記構成によれば、インタレース／プログレッシブ変換の変換方法に応じて、プログレ
ッシブ変換された映像信号に対する強調変換度合いを変更するので、何れの変換方法でプ
ログレッシブの映像信号が生成される場合であっても、常時、適切な度合いで、強調変換
が可能になる。したがって、上記液晶表示装置の応答速度向上と、上記液晶表示装置に表
示される映像の品質の向上との双方を実現できる。
【００９５】
　ところで、上記各手段は、ハードウェアのみによって実現してもよいが、ソフトウェア
をコンピュータに実行させることによって実現してもよい。すなわち、本発明に係るプロ
グラムは、入力映像データがインターレース信号である場合、複数の変換方法のいずれか
に従って、該インターレース信号をプログレッシブ信 変換するＩ／Ｐ変換手段と、前
記プログレッシブ信号における少なくとも１垂直期間前後の階調遷移を強調するように、
現垂直期間の映像データの強調変換を行う強調変換手段とを有する液晶表示装置であって
、少なくとも１垂直期間前の映像データと現垂直期間の映像データとに基づいて、前記液
晶表示パネルへ供給する映像データを強調変換することにより、前記液晶表示パネルの光
学応答特性を補償する液晶表示装置を制御するコンピュータに、前記複数の変換方法のい
ずれに従って変換するかに応じて、前記映像データに対する強調変換度合いを可変制御す
る処理を実行させるプログラムである。また、本発明に係る他のプログラムは、インタレ
ースの映像信号をプログレッシブの映像信号へ変換する変換手段と、上記プログレッシブ
の映像信号における少なくとも１垂直期間前後の階調遷移を強調するように、現垂直期間
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の映像信号を補正する補正手段とを有し、上記変換手段は、複数の変換方法での変換が可
能であるコンピュータを、上記変換手段における変換方法に応じて、上記補正手段による
階調遷移強調の程度を変更するように動作させるプログラムである。さらに、本発明に係
る記録媒体には、これらのプログラムのいずれかが記録されている。
【００９６】
　上記強調変換度合いを可変するプログラムが上記コンピュータによって実行されると、
当該コンピュータによって制御される液晶表示装置は、上述の液晶表示装置として動作す
る。また、上記階調強調の程度を変更するプログラムが上記コンピュータによって実行さ
れると、当該コンピュータは、上述の液晶表示装置の信号処理装置として動作する。した
がって、上記液晶表示装置および液晶表示装置の信号処理装置と同様に、これらの結果、
上記液晶表示装置の応答速度向上と、上記液晶表示装置に表示される映像の品質の向上と
の双方を実現できる。
【００９７】
　一方、本発明に係る液晶表示制御方法は、上記課題を解決するために、少なくとも１垂
直期間前の映像データと現垂直期間の映像データとに基づいて、液晶表示パネルへ供給す
る映像データを強調変換することにより、前記液晶表示パネルの光学応答特性を補償する
液晶表示制御方法であって、入力映像データがインタレース信号である場合、複数の変換
方法の何れかに従って、該インタレース信号をプログレッシブ信 変換する工程と、前
記プログレッシブ信号における少なくとも１垂直期間前後の階調遷移を強調するように、
現垂直期間の映像データの強調変換を行う工程とを有し、前記複数の変換方法の何れに従
って変換するかに応じて、前記映像データに対する強調変換度合いを可変制御することを
特徴としている。
【００９８】
　また、本発明に係る液晶表示制御方法は、上記課題を解決するために、インタレースの
映像信号をプログレッシブの映像信号へ変換する変換工程と、上記プログレッシブの映像
信号における少なくとも１垂直期間前後の階調遷移を強調するように、現垂直期間の映像
信号を補正する補正工程とを含んでいる表示装置の駆動方法において、上記変換工程では
、複数の変換方法での変換が可能であり、上記変換工程における変換方法に応じて、上記

による階調遷移強調の程度を変更する制御工程を含んでいることを特徴としてい
る。
【００９９】
　さらに、本発明に係る液晶表示制御方法は、上記課題を解決するために、インタレース
の映像信号をプログレッシブの映像信号へ変換する変換工程を含み、液晶表示装置の各画
素における階調遷移を強調するように、当該プログレッシブの映像信号を変調する液晶表
示制御方法であって、上記変換工程は、複数の変換方法での変換が可能であり、上記変換
工程における変換方法に応じて、上記階調遷移強調の程度を変更することを特徴としてい
る。
【０１００】
　また、本発明に係る液晶表示制御方法は、上記課題を解決するために、入力映像データ
がインターレース信号である場合、複数の変換方法のいずれかに従って、該インターレー
ス信号をプログレッシブ信 変換するＩ／Ｐ変換工程を含み、少なくとも１垂直期間前
の映像データと現垂直期間の映像データとに基づいて、前記プログレッシブ信号における
少なくとも１垂直期間前後の階調遷移を強調するように液晶表示パネルへ供給する映像デ
ータを強調変換することにより、前記液晶表示パネルの光学応答特性を補償する液晶表示
制御方法であって、前記複数の変換方法のいずれに従って変換するかに応じて、前記映像
データに対する強調変換度合いを可変制御することを特徴としている。
【０１０１】
　これらの液晶表示制御方法では、変換方法に応じて、上記強調変換度合いまたは上記階
調遷移強調の程度が変更されるので、何れの変換方法で、プログレッシブ信号（プログレ
ッシブの映像信号）が生成される場合であっても、常に適切な度合いで強調変換したり、
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常に適切な程度で階調遷移を強調したりできる。
【０１０２】
　この結果、これらの方法においては、上記液晶表示装置の応答速度向上と、上記表示装
置に表示される映像の品質の向上との双方を実現できる。
【発明の効果】
【０１０３】
　本発明によれば、インタレース／プログレッシブ変換の変換方法に応じて、プログレッ
シブ変換された映像信号に対する階調遷移強調の程度または強調変換度合いを変更するの
で、何れの変換方法でプログレッシブの映像信号が生成される場合であっても、常時、適
切な程度（度合い）で、階調遷移強調（強調変換）が可能になるという効果を奏する。し
たがって、上記液晶表示装置の応答速度向上と、上記液晶表示装置に表示される映像の品
質の向上との双方を実現でき、液晶テレビジョン受像機や液晶モニタをはじめとして、種
々の液晶表示装置の実現に好適に使用できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０１０４】
　〔第１の実施形態〕
　図１は本発明の液晶表示装置の第１の実施形態を説明するための図、図２は図１のＯＳ
テーブルメモリ（ＲＯＭ）を参照して得られるＯＳパラメータと、入力信号種別に応じて
与えられる乗算係数とを用いて、液晶表示パネルに供給する強調変換データを求める場合
を説明するための図である。また、以下の説明においては、各実施形態における強調変換
部による強調変換が異なるため、それぞれの実施形態においては強調変換部に符号１１４
Ａ～１１４Ｆのいずれかを付している。同様に、各実施形態における制御ＣＰＵによる制
御も異なるため、それぞれの実施形態では符号１１２Ａ～１１２Ｇのいずれかを付してい
る。
【０１０５】
　図１に示す第１の実施形態の液晶表示装置は、入力画像データがプログレッシブ信号で
ある場合は無変換のままで、入力画像データがインターレース信号である場合は、プログ
レッシブ信号に、複数種類のＩ／Ｐ変換方法のいずれかによってＩ／Ｐ変換した上で、液
晶表示パネルの光学応答速度を改善するために、画像データに対する強調変換処理を施す
ものであり、その際、Ｉ／Ｐ変換処理された画像データに対する強調変換度合いを、Ｉ／
Ｐ変換方法に応じて可変制御するものであって、映像信号種別検出部１１０、Ｉ／Ｐ変換
部１１１、制御ＣＰＵ１１２Ａ、強調変換部１１４Ａ、フレームメモリ１１５、液晶コン
トローラ１１６、液晶表示パネル１１７を備えている。
【０１０６】
　信号種別検出手段としての映像信号種別検出部１１０は、入力画像データがインターレ
ース信号であるかプログレッシブ信号であるかの信号種別を検出する。その際、水平周波
数をカウントし、信号フォーマットを判別するような検出方法を用いることができる。
【０１０７】
　Ｉ／Ｐ変換手段としてのＩ／Ｐ変換部１１１は、図３５で説明したように、インターレ
ース信号の偶数フィールドと奇数フィールドのそれぞれに対しデータ補間し、偶数フィー
ルドと奇数フィールドのそれぞれを、図３６に示したように、それぞれ１フレーム分の画
像データとする変換を行う。これにより、３０フレーム／秒（６０フィールド／秒）のイ
ンターレース映像信号（ＮＴＳＣ放送方式の場合）から６０フレーム／秒の擬似的なプロ
グレッシブ映像信号に変換される。
【０１０８】
　本実施形態に係るＩ／Ｐ変換部１１１は、インタレース信号を、複数のＩ／Ｐ変換方法
のいずれかで、プログレッシブ信号に変換できる。一例として、本実施形態に係るＩ／Ｐ
変換部１１１は、動き適応Ｉ／Ｐ変換方法でも、フィールド内内挿処理のみによる変換方
法でも、Ｉ／Ｐ変換方法できる。
【０１０９】
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　制御手段としての制御ＣＰＵ１１２Ａは、映像信号種別検出部１１０によってインター
レース信号が検出されたとき、Ｉ／Ｐ変換部１１１に対して、複数のＩ／Ｐ変換方法のい
ずれかでＩ／Ｐ変換処理を行わせたり、Ｉ／Ｐ変換部１１１がいずれのＩ／Ｐ変換方法で
Ｉ／Ｐ変換するかに応じて強調変換部１１４Ａによる強調変換処理を制御したりする。
【０１１０】
　したがって、液晶表示装置は、例えば、映像信号源からの映像信号の種類やＳ／Ｎ比、
ユーザの好み、あるいは、要求される画質などに応じて、自動或いはユーザ手動により適
切な変換方法を選択できる。ユーザ手動により適切な変換方法を選択することは、Ｓ／Ｎ
比が悪い映像信号に対する映像処理によって、表示映像にノイズが目立つとユーザが目視
により判断して、ユーザがＩ／Ｐ変換部１１１によるＩ／Ｐ変換方法を、ある方法から他
の方法へ切替選択可能に構成することを含む。
【０１１１】
　強調変換手段としての強調変換部１１４Ａは、制御ＣＰＵ１１２Ａによる制御（本実施
形態では、制御ＣＰＵ１１２Ａの出力する係数切換制御信号の値）により、これから表示
する現フレームの画像データ（現垂直期間の画像データ）と、フレームメモリ１１５に格
納された１フレーム前の画像データ（１垂直期間前の画像データ）とを比較し、その比較
結果である階調遷移パターンに応じたＯＳパラメータ（強調変換パラメータ）をＯＳテー
ブルメモリ（ＲＯＭ）１１３から読み出し、この読み出したＯＳパラメータに基づいて、
これから表示する現フレームの画像表示に要する強調変換データ（書込階調データ）を求
め、液晶コントローラ１１６に出力する。ここで、強調変換部１１４Ａには、入力画像デ
ータがプログレッシブ信号の場合、そのまま無変換の画像データが入力され、入力画像デ
ータがインターレース信号の場合、複数のＩ／Ｐ変換方法のいずれかで、Ｉ／Ｐ変換処理
された後の画像データが入力される。
【０１１２】
　この場合、図２に示すように、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３を参照して得られ
るＯＳパラメータと、Ｉ／Ｐ変換部１１１が、いずれのＩ／Ｐ変換方法で変換するかに応
じて与えられる乗算係数とを用いることで、液晶表示パネル１１７に供給する強調変換デ
ータを求めることができる。すなわち、演算部１１４ｄにより、これから表示するＭ番目
のフレームの入力画像データ（ Current Data）と、フレームメモリ１１５に格納されたＭ
－１番目のフレームの入力画像データ (Previous Data )とを比較し、その比較結果（階調
遷移）に対応する（すなわち、その比較結果により指定される）ＯＳパラメータをＯＳテ
ーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３から読み出し、線形補完等の演算を施すことにより、強調
演算データを出力する。
【０１１３】
　そして、減算器１１４ａによって現フレームの画像データからその強調演算データを減
算して差分データを求め、乗算器１１４ｂによってその差分データに対し制御ＣＰＵ１１
２Ａからの係数切換制御信号により切り換えられる乗算係数α 1 又はβ 1 を乗算し、加算
器１１４ｃによってその乗算係数が乗算された差分データを現フレームの画像データに加
算し、その加算したデータを強調変換データとして液晶コントローラ１１６に与える。こ
れにより、液晶画素が所定期間内において入力画像データの定める透過率となるように駆
動表示される。ここで、所定期間とは１フレーム画像の表示期間（画素書き換え周期）で
あり、通常のホールド型表示の場合、１フレーム期間（たとえば６０Ｈｚのプログレッシ
ブスキャンの場合は１６．７ｍｓｅｃ）であり、たとえば１フレーム期間の５０％の期間
に黒表示を行う擬似インパルス型表示とした場合には、画像表示期間は１／２フレーム期
間（たとえば６０Ｈｚのプログレッシブスキャンの場合は８．３ｍｓｅｃ）となる。
【０１１４】
　また、入力画像データが動き適応Ｉ／Ｐ変換方法でＩ／Ｐ変換される場合の乗算係数は
α 1 ＝１とし、入力画像データがフィールド内内挿処理のみによる変換方法でＩ／Ｐ変換
される場合の乗算係数はβ 1 ＜１としている。これにより、入力画像データが動き適応Ｉ
／Ｐ変換方法でＩ／Ｐ変換される場合には、乗算係数α 1 （＝１）が選択されて、液晶画
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素が所定期間内において入力画像データの定める透過率となるように、画像データの強調
変換を行うことにより、残像や尾引きが発生しない高画質の画像表示が行われる。一方、
入力画像データがフィールド内内挿処理のみによる変換方法でＩ／Ｐ変換される場合は、
乗算係数β１（＜１）が選択されて、強調変換度合いをより小さくすることができ、当該
Ｉ／Ｐ変換処理によって表示画像の輪郭部等に発生する不所望なちらつきノイズやジャギ
ー等の過強調による画質劣化が防止される。
【０１１５】
　なお、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３には、表示データ数が８ビットの２５６階
調である場合、２５６の全ての階調に対するＯＳパラメータ（実測値）を持たせてもよい
が、たとえば図２１に示したように、３２階調毎の９つの代表階調についての９×９のＯ
Ｓパラメータ（実測値）のみを記憶しておき、その他の階調に対する強調変換データは、
上記実測値から線形補完等の演算で求めるように構成することで、ＯＳテーブルメモリ（
ＲＯＭ）１１３の記憶容量を抑制することができる。
【０１１６】
　フレームメモリ１１５は、１フレーム分の画像データを格納することができるものであ
って、これから表示される現フレームの画像データに対し、１フレーム前の画像データが
格納されている。液晶コントローラ１１６は、強調変換部１１４Ａからの強調変換データ
に基づき、ゲートドライバ１１８及びソースドライバ１１９を駆動し、液晶表示パネル１
１７に対し画像表示を行わせる。液晶表示パネル１１７は、上述した非線形素子（スイッ
チング素子）であるＴＦＴ（ Thin Film Transistor）を有し、ゲートドライバ１１８及び
ソースドライバ１１９の駆動により画像表示を行う。
【０１１７】
　次に、上述した第１の実施形態での入力画像データの強調変換による液晶表示制御方法
について説明する。
【０１１８】
　まず、インタレース信号の入力画像データがあると、Ｉ／Ｐ変換部１１１は、制御ＣＰ
Ｕ１１２Ａによる制御に従って、動き適応Ｉ／Ｐ変換方法またはフィールド内内挿処理の
みによる変換方法のいずれかで、当該入力画像データをＩ／Ｐ変換して、擬似的なプログ
レッシブ信号を生成し、当該信号を強調変換部１１４Ａへ入力する。
【０１１９】
　ここで、制御ＣＰＵ１１２Ａにより、動き適応Ｉ／Ｐ変換方法でのＩ／Ｐ変換がＩ／Ｐ
変換部１１１に指示されている場合、Ｉ／Ｐ変換部１１１は、動き適応Ｉ／Ｐ変換処理を
行って、擬似的なプログレッシブ信号を生成し、当該信号を強調変換部１１４Ａへ入力す
る。
【０１２０】
　このとき、制御ＣＰＵ１１２Ａにより強調変換部１１４Ａに対して、動き適応Ｉ／Ｐ変
換処理された画像データに対する強調変換処理が指示される。この場合、上述したように
、演算部１１４ｄにより、これから表示するＭ番目のフレームの入力画像データ（ Curren
t Data）と、フレームメモリ１１５に格納されたＭ－１番目のフレームの入力画像データ
(Previous Data )とが比較され、その比較結果（階調遷移）に対応するＯＳパラメータが
ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３から読み出され、強調演算データが求められる。な
お、この強調演算データは、液晶表示パネル１１７が所定期間内においてこれから表示す
るＭ番目のフレームの入力画像データにより定められる透過率に到達可能なデータである
。減算器１１４ａによってその強調演算データとこれから表示するＭ番目のフレームの入
力画像データとの差分データが求められる。
【０１２１】
　ここで、制御ＣＰＵ１１２Ａによって、動き適応Ｉ／Ｐ変換処理の場合の乗算係数α 1 
（＝１）が選択されるため、乗算器１１４ｂによって減算器１１４ａによる差分データに
対し乗算係数α 1 （＝１）が乗算され（すなわち、差分データがそのまま出力され）、加
算器１１４ｃによってその乗算されたデータとこれから表示するＭ番目のフレームの入力
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画像データとが加算され、その加算されたデータが強調変換データとして液晶コントロー
ラ１１６に与えられる（従って、この場合、液晶表示パネル１１７に供給される強調変換
データは、演算部１１４ｄによる強調演算データと等しい）。これにより、入力画像デー
タが動き適応Ｉ／Ｐ変換方法によってＩ／Ｐ変換される場合には、液晶画素が所定期間内
において入力画像データの定める透過率となるように表示駆動されるので、液晶表示パネ
ル１１７の光学応答特性を補償して、残像や尾引きのない高画質の画像表示が行われる。
【０１２２】
　これに対し、制御ＣＰＵ１１２Ａにより、フィールド内内挿処理のみによる変換方法が
Ｉ／Ｐ変換部１１１に指示されている場合、Ｉ／Ｐ変換部１１１は、フィールド内内挿処
理のみによる変換処理を行って、擬似的なプログレッシブ信号を生成し、当該信号を強調
変換部１１４Ａへ入力する。
【０１２３】
　また、このとき、制御ＣＰＵ１１２Ａにより強調変換部１１４Ａに対して、フィールド
内内挿処理のみにより変換処理された画像データに対する強調変換処理が指示される。こ
の場合、上述したように、演算部１１４ｄにより、これから表示するＭ番目のフレームの
入力画像データ（ Current Data）と、フレームメモリ１１５に格納されたＭ－１番目のフ
レームの入力画像データ (Previous Data )とが比較され、その比較結果（階調遷移）に対
応するＯＳパラメータがＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３から読み出され、強調演算
データが求められる。なお、この強調演算データは、液晶表示パネル１１７が所定期間内
においてこれから表示するＭ番目のフレームの入力画像データにより定められる透過率に
到達可能なデータである。減算器１１４ａによってその強調演算データとこれから表示す
るＭ番目のフレームの入力画像データとの差分データが求められる。
【０１２４】
　ここで、制御ＣＰＵ１１２Ａによりフィールド内内挿処理のみによるＩ／Ｐ変換処理の
場合の乗算係数β 1 （＜１）が選択されるため、乗算器１１４ｂによって減算器１１４ａ
による差分データに対し乗算係数β 1 が乗算され（すなわち、差分データが低減されて出
力され）、加算器１１４ｃによってその乗算されたデータとこれから表示するＭ番目のフ
レームの入力画像データとが加算され、その加算されたデータが強調変換データとして液
晶コントローラ１１６に与えられる（従って、この場合、液晶表示パネル１１７に供給さ
れる強調変換データは、演算部１１４ｄによる強調演算データより強調変換度合いが小さ
い）。これにより、入力画像データがフィールド内内挿処理のみにより変換処理される場
合には、液晶表示パネル１１７の光学応答特性を補償して、残像や尾引きの発生を抑えつ
つ、Ｉ／Ｐ変換処理によって発生する不所望な偽信号が強調されることによる画質劣化を
抑制して、高画質の画像表示が行われる。
【０１２５】
　以上のように、第１の実施形態では、入力画像データがＩ／Ｐ変換部１１１によって動
き適応Ｉ／Ｐ変換方法でＩ／Ｐ変換される場合、強調変換部１１４Ａにより現フレームの
入力画像データと１フレーム前の入力画像データとの比較結果（階調遷移）に対応するＯ
ＳパラメータをＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３から読み出し、その読み出したＯＳ
パラメータに基づいて得られた強調演算データを強調変換データとして液晶コントローラ
１１６に出力するようにしたので、液晶画素が所定期間内において入力画像データの定め
る透過率となるように表示駆動することができ、残像や尾引きのない高画質の画像表示を
行うことが可能である。
【０１２６】
　これに対し、入力画像データがＩ／Ｐ変換部１１１によってフィールド内内挿処理のみ
による変換方法でＩ／Ｐ変換される場合、強調変換部１１４Ａにより現フレームの入力画
像データと１フレーム前の入力画像データとの比較結果（階調遷移）に対応するＯＳパラ
メータをＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３から読み出し、その読み出したＯＳパラメ
ータに基づいて得られた強調演算データより強調変換度合いを小さくして、強調変換デー
タとして液晶コントローラ１１６に出力するようにしたので、液晶の応答速度を改善して
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残像や尾引きの発生を抑制するとともに、インターレース信号を上記のＩ／Ｐ変換方法で
Ｉ／Ｐ変換処理する際に画像輪郭部等で生じる偽信号による画質劣化を抑えることができ
、高画質の画像表示を行うことが可能となる。
【０１２７】
　〔第２の実施形態〕
　図３は入力画像データが動き適応Ｉ／Ｐ変換処理される場合に、画像データの強調変換
に用いるＯＳパラメータが格納されたＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）と、入力画像データ
がフィールド内内挿処理のみにより変換処理される場合に、画像データの強調変換に用い
るＯＳパラメータが格納されたＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）とを個別に設けた場合の第
２の実施形態を示す図である。なお、以下に説明する図において、図１と共通する部分に
は同一符号を付し重複する説明を省略する。
【０１２８】
　図３に示す液晶表示装置では、入力画像データが動き適応Ｉ／Ｐ変換処理される場合に
参照するＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ａと、入力画像データがフィールド内内挿
処理のみにより変換処理される場合に参照するＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ｂと
を備え、Ｉ／Ｐ変換部１１１がＩ／Ｐ変換する際のＩ／Ｐ変換方法に応じてＯＳテーブル
メモリ（ＲＯＭ）１１３ａ，１１３ｂのいずれかを切り換え参照して、画像データの強調
変換処理を行うようにしている。
【０１２９】
　また、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ｂ内のＯＳパラメータは、ＯＳテーブルメ
モリ（ＲＯＭ）１１３ａ内のＯＳパラメータより小さい値である。これは、上述したよう
に、インターレース信号をフィールド内内挿処理のみにより変換処理した場合に画像輪郭
部で生じる偽信号が強調されて目立つことを抑制するために、入力画像データがインター
レース信号である場合には、入力画像データが動き適応Ｉ／Ｐ変換処理される場合に比べ
て、画像データに対する強調変換度合いを小さくする必要があるためである。
【０１３０】
　なお、ここでは、それぞれのＯＳパラメータを、それぞれ個別に設けられたＯＳテーブ
ルメモリ（ＲＯＭ）１１３ａ，１１３ｂに格納しているが、単一のＯＳテーブルメモリ（
ＲＯＭ）の異なるテーブル領域にそれぞれのＯＳパラメータを格納しておき、制御ＣＰＵ
１１２Ｂからの切換制御信号に応じて、参照するテーブル領域を適応的に切り換えること
により、ＯＳパラメータを切換選択して、強調変換データを求めるように構成してもよい
。
【０１３１】
　このような構成では、制御ＣＰＵ１１２Ｂにより、たとえば、動き適応Ｉ／Ｐ変換方法
でのＩ／Ｐ変換がＩ／Ｐ変換部１１１に指示されている場合、Ｉ／Ｐ変換部１１１は、動
き適応Ｉ／Ｐ変換処理を行って、擬似的なプログレッシブ信号を生成し、当該信号を強調
変換部１１４Ｂへ入力する。
【０１３２】
　このとき、制御ＣＰＵ１１２Ｂにより強調変換手段としての強調変換部１１４Ｂに対し
て、動き適応Ｉ／Ｐ変換処理された画像データに対する強調変換処理が指示される。この
場合、強調変換部１１４Ｂは、これから表示するＭ番目のフレームの入力画像データ（ Cu
rrent Data）と、フレームメモリ１１５に格納されたＭ－１番目のフレームの入力画像デ
ータ (Previous Data )との比較結果（階調遷移）に対応する（すなわち、その比較結果に
より指定される）ＯＳパラメータを、入力画像データを動き適応Ｉ／Ｐ変換処理する場合
に参照するＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ａから読み出し、このＯＳパラメータを
用いて線形補完等の演算を施すことで、液晶コントローラ１１６に出力する強調変換デー
タが求められる。なお、この強調変換データは、液晶表示パネル１１７が所定期間内にお
いてこれから表示するＭ番目のフレームの入力画像データにより定められる透過率に到達
可能なデータである。
【０１３３】
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　これにより、入力画像データを動き適応Ｉ／Ｐ変換処理する場合には、液晶画素が所定
期間内において入力画像データの定める透過率となるように表示駆動されるので、液晶表
示パネル１１７の光学応答特性を補償して、残像や尾引きのない高画質の画像表示が行わ
れる。
【０１３４】
　これに対し、制御ＣＰＵ１１２ＢによりＩ／Ｐ変換部１１１へフィールド内内挿処理の
みによる変換処理が指示されている場合、Ｉ／Ｐ変換部１１１は、フィールド内内挿処理
のみによる変換処理を行って、擬似的なプログレッシブ信号を生成し、当該信号を強調変
換部１１４Ｂへ入力する。
【０１３５】
　またこのとき、制御ＣＰＵ１１２Ｂにより強調変換部１１４Ｂに対して、Ｉ／Ｐ変換処
理された画像データに対する強調変換処理が指示される。この場合、強調変換部１１４Ｂ
は、これから表示するＭ番目のフレームの入力画像データ（ Current Data）と、フレーム
メモリ１１５に格納されたＭ－１番目のフレームの入力画像データ (Previous Data )との
比較結果（階調遷移）に対応する（すなわち、その比較結果により指定される）ＯＳパラ
メータを、入力画像データがインターレース信号である場合に参照するＯＳテーブルメモ
リ（ＲＯＭ）１１３ｂから読み出し、このＯＳパラメータを用いて線形補完等の演算を施
すことで、液晶コントローラ１１６に出力する強調変換データが求められる。なお、この
強調変換データは、入力画像データがプログレッシブ信号である場合に、ＯＳテーブルメ
モリ（ＲＯＭ）１１３ａを参照して求められた強調変換データに比べて、その強調変換度
合いが小さくなっている。
【０１３６】
　これにより、入力画像データをフィールド内内挿処理のみにより変換処理する場合には
、液晶表示パネル１１７の光学応答特性を補償して、残像や尾引きの発生を抑えつつ、当
該Ｉ／Ｐ変換処理によって発生する不所望な偽信号が強調されることによる画質劣化を抑
制して、高画質の画像表示が行われる。
【０１３７】
　このように、第２の実施形態では、入力画像データが動き適応Ｉ／Ｐ変換処理される場
合に用いるＯＳパラメータが格納されたＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ａと、入力
画像データがフィールド内内挿処理のみにより変換処理される場合に用いるＯＳパラメー
タが格納されたＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ｂとを備え、ＯＳテーブルメモリ（
ＲＯＭ）１１３ｂ内のＯＳパラメータを、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ａ内のＯ
Ｓパラメータより小さい値とし、前記検出されたプログレッシブ信号又はインターレース
信号に応じてＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ａ，１１３ｂのいずれかより読み出さ
れたＯＳパラメータを用いて、強調変換データを求めるようにしたので、入力画像データ
に対するＩ／Ｐ変換方法に応じた適切な強調変換処理を画像データに施すことができる。
【０１３８】
　〔第３の実施形態〕
　図４は図１の構成に温度センサを追加し、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３を参照
して得られるＯＳパラメータと、Ｉ／Ｐ変換方法及び装置内温度に応じた乗算係数を用い
て、画像データに対する強調変換処理を行わせる場合の第３の実施形態を示す図である。
【０１３９】
　図４に示す液晶表示装置では、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３に、上記同様に、
入力画像データが動き適応Ｉ／Ｐ変換処理される場合に最適化されたＯＳパラメータ（強
調変換パラメータ）が格納されており、Ｉ／Ｐ変換部１１１によるＩ／Ｐ変換方法と温度
検出手段としての温度センサ１２０による温度検出データとに応じた後述の乗算係数α１
～α４、β１～β４を用いて入力画像データに対する強調変換を行わせるようにしている
。
【０１４０】
　ここで、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３には、上述したように、表示データ数が

10

20

30

40

50

(24) JP 3717917 B2 2005.11.16



８ビットの２５６階調である場合、２５６の全ての階調に対するＯＳパラメータ（実測値
）を持っていてもよいが、たとえば図２１に示したように、３２階調毎の９つの代表階調
についての９×９のＯＳパラメータ（実測値）のみを記憶しておき、その他の階調に対す
る強調変換データは、上記実測値から線形補完等の演算で求めるように構成することで、
ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３の記憶容量を抑制することができる。
【０１４１】
　本実施形態の強調変換部１１４Ｃは、図２と同様の構成により実現され、ＯＳテーブル
メモリ（ＲＯＭ）１１３から読み出されたＯＳパラメータと、信号種別及び液晶表示パネ
ル１１７の温度に応じた乗算係数α１～α４、β１～β４とを用いて、液晶表示パネル１
１７の温度依存特性を含む光学応答特性を補償するための強調変換データを求めて、液晶
コントローラ１１６に出力することができる。ここで、入力画像データを動き適応Ｉ／Ｐ
変換処理する場合の乗算係数はα１～α４とし、入力画像データをフィールド内内挿処理
のみにより変換処理する場合の乗算係数はβ１～β４とする。ただし、β１＜α１、β２
＜α２、β３＜α３、β４＜α４である。
【０１４２】
　すなわち、温度センサ１２０からの温度検出データを、たとえば１５℃以下、１５℃よ
り大きく２５℃以下、２５℃より大きく３５℃以下、３５℃より大きい場合の４段階の温
度範囲に分けて、入力画像データがプログレッシブ信号であるとき、たとえば装置内温度
が１５℃以下である場合は乗算係数α１（＞α２）、１５℃より大きく２５℃以下である
場合は乗算係数α２（＞α３）、２５℃より大きく３５℃以下である場合は乗算係数α３
（＞α４）、３５℃より大きい場合は乗算係数α４（＝１）とし、入力画像データがイン
ターレース信号であるとき、たとえば装置内温度が１５℃以下である場合は乗算係数β１
（＞β２）、１５℃より大きく２５℃以下である場合は乗算係数β２（＞β３）、２５℃
より大きく３５℃以下である場合は乗算係数β３（＞β４）、３５℃より大きい場合は乗
算係数β４（＜１）とするものについて説明するが、乗算係数は３段階以下或いは５段階
以上の温度範囲に対応したものとしてもよいことは言うまでもない。
【０１４３】
　なお、これらの乗算係数α１～α４、β１～β４は、液晶表示パネル１１７の光学応答
特性の実測値から予め得られたものである。これにより、入力画像データがフィールド内
内挿処理のみにより変換処理される場合は、動き適応Ｉ／Ｐ変換処理される場合よりも小
さな強調変換度合いで画像データの強調変換を行うことができ、フィールド内内挿処理の
みによるＩ／Ｐ変換処理によって発生する不所望な偽信号が強調されることによる画質劣
化を抑制しつつ、液晶表示パネル１１７の光学応答特性（温度依存特性を含む）を補償し
て、残像や尾引きのない高品位な画像表示を行うことが可能となる。
【０１４４】
　また、温度センサ１２０は、その本来の目的から液晶表示パネル１１７内に設けること
が望ましいが、これは構造上困難であるため、液晶表示パネル１１７にできる限り近い場
所に設置すればよい。また、温度センサ１２０は、１個に限らず複数個とし、液晶表示パ
ネル１１７の各部位に対応して配置させるようにしてもよい。複数の温度センサ１２０を
設けた場合には、それぞれの温度センサ１２０からの検出結果を平均した値を温度検出デ
ータとして用いてもよいし、変化の大きい、いずれかの温度センサ１２０からの検出結果
を温度検出データとして用いてもよい。
【０１４５】
　このような構成では、制御ＣＰＵ１１２Ｃにより、たとえば、動き適応Ｉ／Ｐ変換方法
でのＩ／Ｐ変換がＩ／Ｐ変換部１１１に指示されている場合、Ｉ／Ｐ変換部１１１は、動
き適応Ｉ／Ｐ変換処理を行って、擬似的なプログレッシブ信号を生成し、当該信号を強調
変換部１１４Ｃへ入力する。
【０１４６】
　このとき、制御ＣＰＵ１１２Ｃにより強調変換手段としての強調変換部１１４Ｃに対し
て、動き適応Ｉ／Ｐ変換処理された入力画像データに対する強調変換処理が指示される。
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この場合、上述したように、演算部１１４ｄにより、これから表示するＭ番目のフレーム
の入力画像データ（ Current Data）と、フレームメモリ１１５に格納されたＭ－１番目の
フレームの入力画像データ (Previous Data )とが比較され、その比較結果（階調遷移）に
対応する（すなわち、その比較結果により指定される）ＯＳパラメータがＯＳテーブルメ
モリ（ＲＯＭ）１１３から読み出されて強調演算データが求められる。そして、減算器１
１４ａによってその強調演算データとこれから表示するＭ番目のフレームの入力画像デー
タとの差分データが求められる。
【０１４７】
　このとき、制御ＣＰＵ１１２Ｃには温度センサ１２０からの温度検出データが取り込ま
れており、制御ＣＰＵ１１２Ｃによりその温度検出データに応じた乗算係数α１～α４の
いずれかが切り換え選択される。ここで、温度検出データがたとえば１５℃以下である場
合は乗算係数α１（＞α２）となり、１５℃より大きく２５℃以下である場合は乗算係数
α２（＞α３）となり、２５℃より大きく３５℃以下である場合は乗算係数α３（＞α４
）となり、３５℃より大きい場合は乗算係数α４（＝１）となる。
【０１４８】
　温度検出データに応じて、これらの乗算係数α１～α４のいずれかが制御ＣＰＵ１１２
Ｃにより切り換えられると、乗算器１１４ｂにより前記差分データに対していずれかの乗
算係数α１～α４が乗算され、加算器１１４ｃによってその乗算されたデータとこれから
表示するＭ番目のフレームの入力画像データとが加算され、その加算されたデータが強調
変換データとして液晶コントローラ１１６に与えられる。これにより、入力画像データが
プログレッシブ信号の場合には、液晶表示パネル１１７の温度が変化しても、液晶表示パ
ネル１１７の光学応答特性（温度依存特性を含む）を補償して、残像や尾引きのない高画
質の画像表示が行われる。
【０１４９】
　これに対し、制御ＣＰＵ１１２ＣによりＩ／Ｐ変換部１１１へフィールド内内挿処理の
みによる変換処理が指示されている場合、Ｉ／Ｐ変換部１１１は、フィールド内内挿処理
のみによる変換処理を行って、擬似的なプログレッシブ信号を生成し、当該信号を強調変
換部１１４Ｃへ入力する。
【０１５０】
　またこのとき、制御ＣＰＵ１１２Ｃにより強調変換部１１４Ｃに対して、Ｉ／Ｐ変換処
理された画像データに対する強調変換処理が指示される。この場合、上述したように、演
算部１１４ｄにより、これから表示するＭ番目のフレームの入力画像データ（ Current Da
ta）と、フレームメモリ１１５に格納されたＭ－１番目のフレームの入力画像データ (Pre
vious Data )とが比較され、その比較結果（階調遷移）に対応する（すなわち、その比較
結果により指定される）ＯＳパラメータがＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３から読み
出されて強調演算データが求められる。そして、減算器１１４ａによってその強調演算デ
ータとこれから表示するＭ番目のフレームの入力画像データとの差分データが求められる
。
【０１５１】
　このとき、制御ＣＰＵ１１２Ｃには温度センサ１２０からの温度検出データが取り込ま
れており、制御ＣＰＵ１１２Ｃによりその温度検出データに応じた乗算係数β１～β４の
いずれかが切り換え選択される。ここで、温度検出データがたとえば１５℃以下である場
合は乗算係数β１（＞β２）となり、１５℃より大きく２５℃以下である場合は乗算係数
β２（＞β３）となり、２５℃より大きく３５℃以下である場合は乗算係数β３（＞β４
）となり、３５℃より大きい場合は乗算係数β４（＜１）となる。
【０１５２】
　温度検出データに応じて、これらの乗算係数β１～β４のいずれかが制御ＣＰＵ１１２
Ｃにより切り換えられると、乗算器１１４ｂにより前記差分データに対していずれかの乗
算係数β１～β４が乗算され、加算器１１４ｃによってその乗算されたデータとこれから
表示するＭ番目のフレームの入力画像データとが加算され、その加算されたデータが強調
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変換データとして液晶コントローラ１１６に与えられる。
【０１５３】
　ここで、入力画像データがインターレース信号の場合には、β１＜α１、β２＜α２、
β３＜α３、β４＜α４であるため、液晶表示パネル１１７の温度が変化しても、液晶表
示パネル１１７の光学応答特性（温度依存特性を含む）を補償して、残像や尾引きの発生
を抑えつつ、Ｉ／Ｐ変換処理によって発生する不所望な偽信号が強調されることによる画
質劣化を抑制して、高画質の画像表示が行われる。
【０１５４】
　このように、第３の実施形態では、温度センサ１２０による温度検出データに応じた、
入力画像データを動き適応Ｉ／Ｐ変換処理する場合の乗算係数α１～α４と、フィールド
内内挿処理のみにより変換処理する場合の乗算係数β１～β４とを用いて、画像データに
対する強調変換度合いを可変制御するようにしたので、入力画像データに対するＩ／Ｐ変
換方法及び装置内温度に応じた適切な強調変換処理を画像データに施すことが可能となり
、高画質の画像表示を行わせることができる。
【０１５５】
　〔第４の実施形態〕
　図５は図４のＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）を、入力画像データが動き適応Ｉ／Ｐ変換
処理される場合に参照する、画像データの強調変換に用いるＯＳパラメータが格納された
ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）と、入力画像データがフィールド内内挿処理のみにより変
換処理される場合に参照する、画像データの強調変換に用いるＯＳパラメータが格納され
たＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）とを個別に設けた構成とし、装置内温度に応じた乗算係
数を用いて画像データに対する強調変換度合いを可変する場合の実施形態（第４の実施形
態）を示す図、図６は図５のＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）を参照して得られるＯＳパラ
メータと温度センサによる温度検出データに応じた乗算係数とを用いて強調変換データを
求める場合を説明するための図である。
【０１５６】
　図５に示す液晶表示装置では、入力画像データが動き適応Ｉ／Ｐ変換処理される場合に
参照するＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ａと、入力画像データがフィールド内内挿
処理のみにより変換処理される場合に参照するＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ｂと
を備え、Ｉ／Ｐ変換部１１１によるＩ／Ｐ変換方法に応じてＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ
）１１３ａ，１１３ｂのいずれかを切り換え参照するとともに、温度センサ１２０による
温度検出データに応じた後述の乗算係数α１～α４を用いて入力画像データに対する強調
変換を行わせるようにしている。
【０１５７】
　また、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ｂ内のＯＳパラメータは、ＯＳテーブルメ
モリ（ＲＯＭ）１１３ａ内のＯＳパラメータより小さい値である。これは、上述したよう
に、フィールド内内挿処理のみによるＩ／Ｐ変換処理後の画像データに対する強調変換に
よって、表示画像の輪郭部で生じるちらつきノイズ（偽信号）等が強調されて目立つのを
抑制するために、入力画像データがフィールド内内挿処理のみにより変換処理される場合
には、画像データに対する強調変換度合いを、入力画像データが動き適応Ｉ／Ｐ変換処理
される場合よりも小さくする必要があるためである。
【０１５８】
　なお、ここでは、それぞれのＯＳパラメータを、それぞれ個別に設けられたＯＳテーブ
ルメモリ（ＲＯＭ）１１３ａ，１１３ｂに格納しているが、単一のＯＳテーブルメモリ（
ＲＯＭ）の異なるテーブル領域にそれぞれのＯＳパラメータを格納しておき、制御ＣＰＵ
１１２Ｄからの切換制御信号に応じて、参照するテーブル領域を適応的に切り換えること
により、ＯＳパラメータを切換選択して、強調変換データを求めるように構成してもよい
。
【０１５９】
　また、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ａ，１１３ｂには、上述したように、表示
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データ数が８ビットの２５６階調である場合、２５６の全ての階調に対するＯＳパラメー
タ（実測値）を持っていてもよいが、たとえば図２１に示したように、３２階調毎の９つ
の代表階調についての９×９のＯＳパラメータ（実測値）のみを記憶しておき、その他の
階調に対する強調変換データは、上記実測値から線形補完等の演算で求めるように構成す
ることで、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３の記憶容量を抑制することができる。
【０１６０】
　本実施形態の強調変換部１１４Ｄは、図２と同様の構成により実現され、Ｉ／Ｐ変換部
１１１によるＩ／Ｐ変換方法に応じてＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ａ，１１３ｂ
のいずれかより読み出されたＯＳパラメータと、液晶表示パネル１１７の温度に応じた乗
算係数はα１～α４とを用いて、液晶表示パネル１１７の温度依存特性を含む光学応答特
性を補償するための強調変換データを求めて、液晶コントローラ１１６に出力することが
できる。
【０１６１】
　すなわち、温度センサ１２０からの温度検出データを、たとえば１５℃以下、１５℃よ
り大きく２５℃以下、２５℃より大きく３５℃以下、３５℃より大きい場合の４段階の温
度範囲に分けて、たとえば装置内温度が１５℃以下である場合は乗算係数α１（＞α２）
、１５℃より大きく２５℃以下である場合は乗算係数α２（＞α３）、２５℃より大きく
３５℃以下である場合は乗算係数α３（＞α４）、３５℃より大きい場合は乗算係数α４
（＝１）とするものについて説明するが、乗算係数は３段階以下或いは５段階以上の温度
範囲に対応したものとしてもよいことは言うまでもない。
【０１６２】
　なお、これらの乗算係数α１～α４は、液晶表示パネル１１７の光学応答特性の実測値
から予め得られたものである。これにより、入力画像データがフィールド内内挿処理のみ
により変換処理される場合は、動き適応Ｉ／Ｐ変換処理される場合よりも小さな強調変換
度合いで画像データの強調変換を行うことができ、フィールド内内挿処理のみによるＩ／
Ｐ変換処理によって発生する不所望な偽信号が強調されることによる画質劣化を抑制しつ
つ、液晶表示パネル１１７の光学応答特性（温度依存特性を含む）を補償して、残像や尾
引きのない高品位な画像表示が行われる。
【０１６３】
　また、温度センサ１２０は、その本来の目的から液晶表示パネル１１７内に設けること
が望ましいが、これは構造上困難であるため、液晶表示パネル１１７にできる限り近い場
所に設置すればよい。また、温度センサ１２０は、１個に限らず複数個とし、液晶表示パ
ネル１１７の各部位に対応して配置させるようにしてもよい。複数の温度センサ１２０を
設けた場合には、それぞれの温度センサ１２０からの検出結果を平均した値を温度検出デ
ータとして用いてもよいし、変化の大きいいずれかの温度センサ１２０からの検出結果を
温度検出データとして用いてもよい。
【０１６４】
　このような構成では、制御ＣＰＵ１１２Ｄにより、たとえば、動き適応Ｉ／Ｐ変換方法
でのＩ／Ｐ変換がＩ／Ｐ変換部１１１に指示されている場合、Ｉ／Ｐ変換部１１１は、動
き適応Ｉ／Ｐ変換処理を行って、擬似的なプログレッシブ信号を生成し、当該信号を強調
変換部１１４Ｄへ入力する。
【０１６５】
　このとき、制御ＣＰＵ１１２Ｄにより強調変換手段としての強調変換部１１４Ｄに対し
て、動き適応Ｉ／Ｐ変換処理された入力画像データに対する強調変換処理が指示される。
この場合、図６に示すように、制御ＣＰＵ１１２Ｄからのパラメータ切換制御信号により
ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ａを参照するように指示される。そして、演算部１
１４ｄにより、これから表示するＭ番目のフレームの入力画像データ（ Current Data）と
、フレームメモリ１１５に格納されたＭ－１番目のフレームの入力画像データ (Previous 
Data )との比較結果（階調遷移）に対応する（すなわち、その比較結果により指定される
）ＯＳパラメータがＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ａから読み出されて強調演算デ
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ータが求められる。そして、減算器１１４ａによってその強調演算データとこれから表示
するＭ番目のフレームの入力画像データとの差分データが求められる。
【０１６６】
　このとき、制御ＣＰＵ１１２Ｄには温度センサ１２０からの温度検出データが取り込ま
れており、制御ＣＰＵ１１２Ｄによりその温度検出データに応じた乗算係数α１～α４の
いずれかを切り換え選択するための係数切換制御信号が強調変換部１１４Ｄに与えられる
。ここで、温度検出データがたとえば１５℃以下である場合は乗算係数α１（＞α２）と
なり、１５℃より大きく２５℃以下である場合は乗算係数α２（＞α３）となり、２５℃
より大きく３５℃以下である場合は乗算係数α３（＞α４）となり、３５℃より大きい場
合は乗算係数α４（＝１）となる。
【０１６７】
　温度検出データに応じて、これらの乗算係数α１～α４のいずれかが制御ＣＰＵ１１２
Ｄからの係数切換制御信号により切り換えられると、乗算器１１４ｂにより前記差分デー
タに対していずれかの乗算係数α１～α４が乗算され、加算器１１４ｃによってその乗算
されたデータとこれから表示するＭ番目のフレームの入力画像データとが加算され、その
加算されたデータが強調変換データとして液晶コントローラ１１６に与えられる。これに
より、入力画像データが動き適応Ｉ／Ｐ変換処理される場合には、液晶表示パネル１１７
の温度が変化しても、液晶表示パネル１１７の光学応答特性（温度依存特性を含む）を補
償して、残像や尾引きのない高画質の画像表示が行われる。
【０１６８】
　これに対し、制御ＣＰＵ１１２ＤによりＩ／Ｐ変換部１１１へフィールド内内挿処理の
みによる変換処理が指示されている場合、Ｉ／Ｐ変換部１１１は、フィールド内内挿処理
のみによる変換処理を行って、擬似的なプログレッシブ信号を生成し、当該信号を強調変
換部１１４Ｄへ入力する。
【０１６９】
　またこのとき、制御ＣＰＵ１１２Ｄにより強調変換部１１４Ｄに対して、フィールド内
内挿処理のみによりＩ／Ｐ変換処理された画像データに対する強調変換処理が指示される
。この場合、制御ＣＰＵ１１２Ｄからのパラメータ切換制御信号によりＯＳテーブルメモ
リ（ＲＯＭ）１１３ｂを参照するように指示される。そして、演算部１１４ｄにより、こ
れから表示するＭ番目のフレームの入力画像データ（ Current Data）と、フレームメモリ
１１５に格納されたＭ－１番目のフレームの入力画像データ (Previous Data)との比較結
果（階調遷移）に対応する（すなわち、その比較結果により指定される）ＯＳパラメータ
がＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ｂから読み出されて強調演算データが求められる
。そして、減算器１１４ａによってその強調演算データとこれから表示するＭ番目のフレ
ームの入力画像データとの差分データが求められる。
【０１７０】
　このとき、制御ＣＰＵ１１２Ｄには温度センサ１２０からの温度検出データが取り込ま
れており、制御ＣＰＵ１１２Ｄからはその温度検出データに応じた乗算係数α１～α４の
いずれかを切り換え選択するための係数切換制御信号が強調変換部１１４Ｄに与えられる
。ここで、温度検出データがたとえば１５℃以下である場合は乗算係数α１（＞α２）と
なり、１５℃より大きく２５℃以下である場合は乗算係数α２（＞α３）となり、２５℃
より大きく３５℃以下である場合は乗算係数α３（＞α４）となり、３５℃より大きい場
合は乗算係数α４（＝１）となる。
【０１７１】
　温度検出データに応じてこれらの乗算係数α１～α４のいずれかが制御ＣＰＵ１１２Ｄ
からの係数切換制御信号により切り換えられると、乗算器１１４ｂにより前記差分データ
に対していずれかの乗算係数α１～α４が乗算され、加算器１１４ｃによってその乗算さ
れたデータとこれから表示するＭ番目のフレームの入力画像データとが加算され、その加
算されたデータが強調変換データとして液晶コントローラ１１６に与えられる。
【０１７２】
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　ここで、入力画像データをフィールド内内挿処理のみにより変換処理する場合には、上
述したように、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ｂ内のＯＳパラメータがＯＳテーブ
ルメモリ（ＲＯＭ）１１３ａ内のＯＳパラメータより小さい値であるため、液晶表示パネ
ル１１７の温度が変化しても、液晶表示パネル１１７の光学応答特性（温度依存特性を含
む）を補償して、残像や尾引きの発生を抑えつつ、フィールド内内挿処理のみによるＩ／
Ｐ変換処理によって発生する不所望な偽信号が強調されることによる画質劣化を抑制して
、高画質の画像表示が行われる。
【０１７３】
　このように、第４の実施形態では、入力画像データを動き適応Ｉ／Ｐ変換処理する場合
に参照するＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ａと、入力画像データをフィールド内内
挿処理のみによる変換処理する場合に参照するＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ｂと
を備え、前記Ｉ／Ｐ変換部１１１によるＩ／Ｐ変換方法に応じてＯＳテーブルメモリ（Ｒ
ＯＭ）１１３ａ，１１３ｂのいずれかより読み出されたＯＳパラメータを用いるとともに
、温度センサ１２０による温度検出データに応じた乗算係数α１～α４を用いて入力画像
データに対する強調変換度合いを可変制御するようにしたので、入力画像データに対する
Ｉ／Ｐ変換方法及び装置内温度に応じた適切な強調変換処理を画像データに施すことが可
能となり、高画質の画像表示を行わせることができる。
【０１７４】
　〔第５の実施形態〕
　図７は入力画像データが動き適応Ｉ／Ｐ変換処理される場合に参照する、複数の温度範
囲のそれぞれに対応したＯＳパラメータが格納されたＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）と、
入力画像データがフィールド内内挿処理のみにより変換処理される場合に参照する、複数
の温度範囲のそれぞれに対応したＯＳパラメータが格納されたＯＳテーブルメモリ（ＲＯ
Ｍ）とを個別に設けた構成とした場合の第５の実施形態を示す図、図８は図７の制御ＣＰ
Ｕの詳細を説明するための図、図９は図７のＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）を入力画像デ
ータに対するＩ／Ｐ変換方法及び装置内温度に応じて切り換え選択する動作を説明するた
めの図である。
【０１７５】
　図７に示すように、第５の実施形態では、入力画像データを動き適応Ｉ／Ｐ変換処理す
る場合に参照するＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３１～１１３４と、入力画像データ
をフィールド内内挿処理のみにより変換処理する場合に参照するＯＳテーブルメモリ（Ｒ
ＯＭ）１１３５～１１３８とを設けている。そして、入力画像データに対するＩ／Ｐ変換
方法と温度センサ１２０からの温度検出データによって得られる装置内温度とに応じて、
ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３１～１１３８のいずれかを切り換え参照し、画像デ
ータに対する強調変換処理を行うようにしている。
【０１７６】
　ここで、入力画像データをフィールド内内挿処理のみにより変換処理する場合に参照す
るＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３５～１１３８内のＯＳパラメータは、入力画像デ
ータを動き適応Ｉ／Ｐ変換処理する場合に参照するＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３
１～１１３４内のＯＳパラメータより小さい値である。これは、上述したように、フィー
ルド内内挿処理のみによるＩ／Ｐ変換処理後の画像データに対する強調変換によって、表
示画像の輪郭部で生じるちらつきノイズ（偽信号）等が強調されて目立つのを抑制するた
めに、入力画像データがフィールド内内挿処理のみにより変換処理される場合には、入力
画像データが動き適応Ｉ／Ｐ変換処理される場合よりも、画像データに対する強調変換度
合いを小さくする必要があるためである。
【０１７７】
　なお、ここでは、それぞれのＯＳパラメータを、それぞれ個別に設けられたＯＳテーブ
ルメモリ（ＲＯＭ）１１３１～１１３８に格納しているが、単一のＯＳテーブルメモリ（
ＲＯＭ）の異なるテーブル領域にそれぞれのＯＳパラメータを格納しておき、制御ＣＰＵ
１１２Ｅからの切換制御信号に応じて、参照するテーブル領域を適応的に切り換えること
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により、ＯＳパラメータを切換選択して、強調変換データを求めるように構成してもよい
。
【０１７８】
　また、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３１～１１３８には、上述したように、表示
データ数が８ビットの２５６階調である場合、２５６の全ての階調に対するＯＳパラメー
タ（実測値）を持っていてもよいが、たとえば図２１に示したように、３２階調毎の９つ
の代表階調についての９×９のＯＳパラメータ（実測値）のみを記憶しておき、その他の
階調に対する強調変換データは、上記実測値から線形補完等の演算で求めるように構成す
ることで、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３１～１１３８の記憶容量を抑制すること
ができる。
【０１７９】
　さらに、温度センサ１２０は、その本来の目的から液晶表示パネル１１７内に設けるこ
とが望ましいが、これは構造上困難であるため、液晶表示パネル１１７にできる限り近い
場所に設置すればよい。また、温度センサ１２０は、１個に限らず複数個とし、液晶表示
パネル１１７の各部位に対応して配置させるようにしてもよい。複数の温度センサ１２０
を設けた場合には、それぞれの温度センサ１２０からの検出結果を平均した値を温度検出
データとして用いてもよいし、変化の大きいいずれかの温度センサ１２０からの検出結果
を温度検出データとして用いてもよい。
【０１８０】
　ここで、各ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３１～１１３８は、図９に示すように、
温度センサ１２０からの温度検出データに応じて切り換え参照されるようになっている。
ここでは、装置内温度がたとえば１５℃以下、１５℃より大きく２５℃以下、２５℃より
大きく３５℃以下、３５℃より大きい場合の４段階の温度範囲に対応させて、各ＯＳテー
ブルメモリ（ＲＯＭ）１１３１～１１３８を設けた構成としているが、３段階以下或いは
５段階以上の温度範囲に対応したＯＳパラメータを用意してもよいことは言うまでもない
。
【０１８１】
　このような温度センサ１２０の温度検出データに応じて各ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ
）１１３１～１１３８の切り換え選択を指示する制御ＣＰＵ１１２Ｅの構成を、図８によ
り説明する。すなわち、制御手段としての制御ＣＰＵ１１２Ｅは、閾値判別部１１２ａ、
制御信号出力部１１２ｃ、Ｉ／Ｐ変換方法指定部１１２ｋを有している。なお、これら制
御ＣＰＵ（１１２Ｅ、あるいは、後述する制御ＣＰＵ１１２Ｆ～１１２Ｇ）内の部材は、
制御ＣＰＵなどの内に設けられた互いに異なるハードウェアブロックであってもよいが、
以下の実施形態では、制御ＣＰＵなどが図示しないメモリに格納されたプログラムを実行
することによって実現される機能ブロックである。なお、これらの部材のうち、記憶部は
、制御ＣＰＵ内のメモリであってもよいが、制御ＣＰＵの外部のメモリであってもよい。
【０１８２】
　Ｉ／Ｐ変換方法指定部１１２ｋは、上述した種々の方法で、Ｉ／Ｐ変換部１１１へ指示
すべきＩ／Ｐ変換方法を決定し、決定されたＩ／Ｐ変換方法を示す信号を出力する。
【０１８３】
　閾値判別部１１２ａは、温度センサ１２０からの温度検出データを受け取ると、たとえ
ば予め決められた所定の切換温度（閾値温度）Ｔｈ１、Ｔｈ２、Ｔｈ３とを比較する。こ
こでは、切換温度（閾値温度）Ｔｈ１、Ｔｈ２、Ｔｈ３はたとえば１５℃、２５℃、３５
℃であり、装置内温度が１５℃以下であるか、１５℃より大きく２５℃以下であるか、２
５℃より大きく３５℃以下であるか、３５℃より大きいかの判別結果を出力する。
【０１８４】
　制御信号出力部１１２ｃは、Ｉ／Ｐ変換方法指定部１１２ｋにより指定されるＩ／Ｐ変
換方法と、閾値判別部１１２ａによる判別結果とに応じた切換制御信号を出力する。すな
わち、Ｉ／Ｐ変換方法指定部１１２ｋにより指定されるＩ／Ｐ変換方法と閾値判別部１１
２ａによる判別結果とを受け取ると、そのＩ／Ｐ変換方法と温度検出データとに応じて、
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ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３１～１１３８のいずれを参照させるかを切換制御信
号で指示する。
【０１８５】
　この場合、制御信号出力部１１２ｃは、たとえば入力画像データが動き適応Ｉ／Ｐ変換
処理される場合「０」、フィールド内内挿処理のみにより変換処理される場合「１」とす
る識別データと、たとえば温度センサ１２０からの温度検出データが１５℃以下の場合「
００」、１５℃より大きく２５℃以下の場合「０１」、２５℃より大きく３５℃以下の場
合「１０」、３５℃より大きい場合「１１」とする識別データとを組み合わせることによ
り、３ビットの切換制御信号で８個の各ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３１～１１３
８のいずれを参照して、画像データの強調変換を行うかの指示を行うことができる。
【０１８６】
　このような構成では、上述したように、Ｉ／Ｐ変換方法指定部１１２ｋによりたとえば
動き適応Ｉ／Ｐ変換処理すると決定された場合、Ｉ／Ｐ変換方法指定部１１２ｋによりＩ
／Ｐ変換部１１１へ、動き適応Ｉ／Ｐ変換処理を示す信号が出力される。この場合には、
Ｉ／Ｐ変換部１１１は、動き適応Ｉ／Ｐ変換処理を行って、擬似的なプログレッシブ信号
を生成し、当該信号を強調変換部１１４Ｅへ入力する。
【０１８７】
　このとき、制御ＣＰＵ１１２Ｅにより強調変換手段としての強調変換部１１４Ｅに対し
て、動き適応Ｉ／Ｐ変換処理された入力画像データに対する強調変換処理が指示される。
この場合、閾値判別部１１２ａからの温度検出データが１５℃以下であるか、１５℃より
大きく２５℃以下であるか、２５℃より大きく３５℃以下であるか、３５℃より大きいか
の判別結果に応じて、制御信号出力部１１２ｃにより、入力画像データが動き適応Ｉ／Ｐ
変換処理される場合に参照するＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１３１～１３４のいずれか
を選択指示するための切換制御信号が出力される。
【０１８８】
　ここで、温度センサ１２０からの温度検出データがたとえば１５℃以下である場合、Ｏ
Ｓテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３１を参照するように指示され、１５℃より大きく２５
℃以下である場合、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３２を参照するように指示され、
２５℃より大きく３５℃以下である場合、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３３を参照
するように指示され、３５℃より大きい場合、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３４を
参照するように指示される。
【０１８９】
　そして、その指示を受けた強調変換部１１４Ｅにより、これから表示するＭ番目のフレ
ームの入力画像データ（ Current Data）と、フレームメモリ１１５に格納されたＭ－１番
目のフレームの入力画像データ (Previous Data )との比較結果（階調遷移）に対応する（
すなわち、その比較結果により指定される）ＯＳパラメータが、前記選択指示されたＯＳ
テーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３１～１１３４のいずれかから読み出され、その読み出さ
れたＯＳパラメータに基づいて強調変換データが求められ、液晶コントローラ１１６に与
えられる。これにより、入力画像データを動き適応Ｉ／Ｐ変換処理する場合には、液晶表
示パネル１１７の温度が変化しても、液晶表示パネル１１７の光学応答特性（温度依存特
性を含む）を補償して、残像や尾引きのない高画質の画像表示が行われる。
【０１９０】
　これに対し、Ｉ／Ｐ変換方法指定部１１２ｋにより、フィールド内内挿処理のみによる
変換処理が選択された場合、Ｉ／Ｐ変換方法指定部１１２ｋによりＩ／Ｐ変換部１１１へ
、フィールド内内挿処理のみによる変換処理を示す信号が出力される。この場合には、Ｉ
／Ｐ変換部１１１は、フィールド内内挿処理のみによる変換処理を行って、擬似的なプロ
グレッシブ信号を生成し、当該信号を強調変換部１１４Ｅへ入力する。
【０１９１】
　またこのとき、上述したように、閾値判別部１１２ａからの温度検出データが１５℃以
下であるか、１５℃より大きく２５℃以下であるか、２５℃より大きく３５℃以下である
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か、３５℃より大きいかの判別結果に応じて、制御信号出力部１１２ｃにより、入力画像
データがフィールド内内挿処理のみにより変換処理される場合に参照するＯＳテーブルメ
モリ（ＲＯＭ）１１３５～１１３８のいずれかを選択指示するための切換制御信号が出力
される。
【０１９２】
　ここで、温度センサ１２０からの温度検出データがたとえば１５℃以下である場合、Ｏ
Ｓテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３５を参照するように指示され、１５℃より大きく２５
℃以下である場合、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３６を参照するように指示され、
２５℃より大きく３５℃以下である場合、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３７を参照
するように指示され、３５℃より大きい場合、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３８を
参照するように指示される。
【０１９３】
　そして、その指示を受けた強調変換部１１４Ｅにより、これから表示するＭ番目のフレ
ームの入力画像データ（ Current Data）と、フレームメモリ１１５に格納されたＭ－１番
目のフレームの入力画像データ (Previous Data )との比較結果（階調遷移）に対応する（
すなわち、その比較結果により指定される）ＯＳパラメータが、前記選択指示されたＯＳ
テーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３５～１１３８のいずれかから読み出され、その読み出さ
れたＯＳパラメータに基づいて強調変換データが求められ、液晶コントローラ１１６に与
えられる。
【０１９４】
　ここで、入力画像データがフィールド内内挿処理のみにより変換処理される場合には、
上述したように、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３５～１１３８内のＯＳパラメータ
が、対応するＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３１～１１３４内のＯＳパラメータより
小さい値であるため、液晶表示パネル１１７の温度が変化しても、液晶表示パネル１１７
の光学応答特性（温度依存特性を含む）を補償して、残像や尾引きの発生を抑えつつ、フ
ィールド内内挿処理のみによるＩ／Ｐ変換処理によって発生する不所望な偽信号が強調さ
れることによる画質劣化を抑制して、高画質の画像表示が行われる。
【０１９５】
　このように、第５の実施形態では、入力画像データが動き適応Ｉ／Ｐ変換処理される場
合に参照する、温度センサ１２０からの温度検出データに応じた複数のＯＳテーブルメモ
リ（ＲＯＭ）１１３１～１１３４と、入力画像データがインターレース信号である場合に
参照する、温度センサ１２０からの温度検出データに応じた複数のＯＳテーブルメモリ（
ＲＯＭ）１１３５～１１３８とを設け、入力画像データに対するＩ／Ｐ変換方法と、温度
センサ１２０からの温度検出データによって得られる装置内温度とに応じて、ＯＳテーブ
ルメモリ（ＲＯＭ）１１３１～１１３８のいずれかを切り換え参照し、画像データに対す
る強調変換を行うようにしたので、Ｉ／Ｐ変換方法及び装置内温度に対応した適切な強調
変換処理を画像データに施すことが可能となり、高画質の画像表示を行わせることができ
る。
【０１９６】
　〔第６の実施形態〕
　図１０は入力画像データが動き適応Ｉ／Ｐ変換処理される場合とフィールド内内挿処理
のみにより変換処理される場合とでＯＳパラメータを共用した場合の第６の実施形態を示
す図、図１１は図１０の制御ＣＰＵの詳細を示す図、図１２は図１０のＯＳテーブルメモ
リ（ＲＯＭ）を入力画像データに対するＩ／Ｐ変換方法及び装置内温度に応じて切り換え
選択する動作を説明するための図である。
【０１９７】
　図１０に示すように、第６の実施形態では、図７に示したＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ
）１１３１～１１３８のうち、たとえば入力画像データを動き適応Ｉ／Ｐ変換処理する場
合に参照する４個のＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３１～１１３４を、入力画像デー
タをフィールド内内挿処理のみにより変換処理する場合にも参照できるようにし、Ｉ／Ｐ

10

20

30

40

50

(33) JP 3717917 B2 2005.11.16



変換部１１１によるＩ／Ｐ変換方法及び温度センサ１２０による装置内温度に応じて、Ｏ
Ｓテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３１～１１３４のいずれかを切り換え参照し、画像デー
タに対する強調変換処理を行うようにしている。
【０１９８】
　このように、入力画像データに対するＩ／Ｐ変換方法及び装置内温度の検出データに応
じて、参照するＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３１～１１３４の切り換え制御を行う
制御ＣＰＵ１１２Ｆは、図１１に示す構成となっている。すなわち、制御ＣＰＵ１１２Ｆ
は、閾値判別部１１２ａ、制御信号出力部１１２ｂ、演算式格納部１１２ｅ、演算部１１
２ｆ、Ｉ／Ｐ変換方法指定部１１２ｋを有している。
【０１９９】
　閾値判別部１１２ａは、演算部１１２ｆにより演算が施された温度データと、予め決め
られた所定の切換温度（閾値温度）Ｔｈ１，Ｔｈ２，Ｔｈ３とを比較する。ここで、Ｔｈ
１，Ｔｈ２，Ｔｈ３は、たとえば１５℃、２５℃、３５℃である。制御信号出力部１１２
ｂは、閾値判別部１１２ａによる比較結果に応じて、強調変換手段としての強調変換部１
１４Ｆに対しいずれのＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３１～１１３４を選択して参照
させるかを指示するための切換制御信号を生成する。
【０２００】
　Ｉ／Ｐ変換方法指定部１１２ｋは、上述した種々の方法で、Ｉ／Ｐ変換部１１１へ指示
すべきＩ／Ｐ変換方法を決定し、決定されたＩ／Ｐ変換方法を示す信号を出力する。
【０２０１】
　演算式格納部１１２ｅには、入力画像データに対するＩ／Ｐ変換方法毎に決められた所
定値を、温度センサ１２０による温度検出データに対して加減算する等の演算式が格納さ
れている。演算部１１２ｆは、Ｉ／Ｐ変換方法指定部１１２ｋにより決定されたＩ／Ｐ変
換方法に応じ、演算式格納部１１２ｅから読み出された演算式を用いて、温度センサ１２
０による温度検出データに補正演算を施す。
【０２０２】
　このような構成では、たとえば図１２に示すように、入力画像データを動き適応Ｉ／Ｐ
変換処理する場合、温度センサ１２０で検出された装置内温度が切換温度Ｔｈ１（＝１５
℃）以下であれば、制御ＣＰＵ１１２Ｆは強調変換部１１４Ｆに対し、ＯＳテーブルメモ
リ（ＲＯＭ）１１３１を選択して参照するように指示する。これによって、強調変換部１
１４ＦはＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３１に格納されているＯＳパラメータを用い
て、入力画像データの強調変換処理を行う。
【０２０３】
　また、温度センサ１２０で検出された装置内温度が切換温度Ｔｈ１（＝１５℃）より大
きく且つ切換温度Ｔｈ２（＝２５℃）以下であれば、制御ＣＰＵ１１２Ｆは強調変換部１
１４Ｆに対し、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３２を選択して参照するように指示す
る。これによって、強調変換部１１４ＦはＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３２に格納
されているＯＳパラメータを用いて、入力画像データの強調変換処理を行う。
【０２０４】
　さらに、温度センサ１２０で検出された装置内温度が切換温度Ｔｈ２（＝２５℃）より
大きく且つ切換温度Ｔｈ３（＝３５℃）以下であれば、制御ＣＰＵ１１２Ｆは強調変換部
１１４Ｆに対し、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３３を選択して参照するように指示
する。これによって、強調変換部１１４ＦはＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３３に格
納されているＯＳパラメータを用いて、入力画像データの強調変換処理を行う。
【０２０５】
　そしてまた、温度センサ１２０で検出された装置内温度が切換温度Ｔｈ３（＝３５℃）
より大きければ、制御ＣＰＵ１１２Ｆは強調変換部１１４Ｆに対し、ＯＳテーブルメモリ
（ＲＯＭ）１１３４を選択して参照するように指示する。これによって、強調変換部１１
４ＦはＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３４に格納されているＯＳパラメータを用いて
、入力画像データの強調変換処理を行う。
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【０２０６】
　一方、入力画像データがフィールド内内挿処理のみによる変換処理される場合は、上述
したように、インターレース信号を当該Ｉ／Ｐ変換方法でＩ／Ｐ変換処理する際に画像輪
郭部等で生じるちらつきノイズやジャギー等の偽信号が過強調されないように、入力画像
データをフィールド内内挿処理のみにより変換処理する場合における画像データの強調変
換度合いを、入力画像データを動き適応Ｉ／Ｐ変換処理する場合より小さくする必要があ
る。そのため、その強調変換の度合いを補正するために、演算部１１２ｆでは演算式格納
部１１２ｅより読み出された演算式を用いて、温度センサ１２０による温度検出データに
対し所定の演算（ここでは、たとえば５℃分を加算）を施した上で、閾値判別部１１２ａ
に出力する。なお、ここでの加算は、５℃に限らず、４℃以下又は６℃以上であってもよ
く、液晶表示パネル１１７の光学応答特性に応じて任意に設定すればよい。
【０２０７】
　これによって、入力画像データがフィールド内内挿処理のみにより変換処理される場合
、温度センサ１２０で検出された装置内温度が１０℃以下であれば、制御ＣＰＵ１１２Ｆ
は強調変換部１１４Ｆに対し、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３１を選択して参照す
るように指示する。これによって、強調変換部１１４ＦはＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）
１１３１に格納されているＯＳパラメータを用いて、入力画像データの強調変換処理を行
う。
【０２０８】
　また、温度センサ１２０で検出された装置内温度が１０℃より大きく且つ２０℃以下で
あれば、制御ＣＰＵ１１２Ｆは強調変換部１１４Ｆに対し、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ
）１１３２を選択して参照するように指示する。これによって、強調変換部１１４ＦはＯ
Ｓテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３２に格納されているＯＳパラメータを用いて、入力画
像データの強調変換処理を行う。
【０２０９】
　さらに、温度センサ１２０で検出された装置内温度が２０℃より大きく且つ３０℃以下
であれば、制御ＣＰＵ１１２Ｆは強調変換部１１４Ｆに対し、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯ
Ｍ）１１３３を選択して参照するように指示する。これによって、強調変換部１１４Ｆは
ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３３に格納されているＯＳパラメータを用いて、入力
画像データの強調変換処理を行う。
【０２１０】
　そしてまた、温度センサ１２０で検出された装置内温度が３０℃より大きければ、制御
ＣＰＵ１１２Ｆは強調変換部１１４Ｆに対し、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３４を
選択して参照するように指示する。これによって、強調変換部１１４ＦはＯＳテーブルメ
モリ（ＲＯＭ）１１３４に格納されているＯＳパラメータを用いて、入力画像データの強
調変換処理を行う。
【０２１１】
　このように、第６の実施形態では、温度センサ１２０による温度検出データに所定の演
算を施した上で、予め決められた所定の切換温度Ｔｈ１，Ｔｈ２，Ｔｈ３と比較し、ＯＳ
パラメータを切り換えるための切換制御信号を生成している。すなわち、入力画像データ
が動き適応Ｉ／Ｐ変換処理される場合と、入力画像データがフィールド内内挿処理のみに
より変換処理される場合とで、参照するＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３１～１１３
４を切り換え選択する切換温度（装置内温度）を適宜可変するようにしたので、いずれの
Ｉ／Ｐ変換方法でＩ／Ｐ変換された入力画像データに対しても、ＯＳテーブルメモリ（Ｒ
ＯＭ）１１３１～１１３４を共用して強調変換処理を施すことが可能であり、入力画像デ
ータに対するＩ／Ｐ変換方法毎にＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）を別個に設ける場合に比
べ、メモリの記憶容量を抑制することができる。
【０２１２】
　また、同一温度条件下において、入力画像データがフィールド内内挿処理のみによる変
換処理される場合には、入力画像データが動き適応Ｉ／Ｐ変換処理される場合に用いるＯ
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Ｓパラメータより小さい値のＯＳパラメータを用いて、画像データの強調変換を行うこと
が可能となるため、フィールド内内挿処理のみによりＩ／Ｐ変換処理する際に画像輪郭部
等で生じるちらつきノイズやジャギー等の偽信号が強調されて画質が劣化することを抑制
することができる。
【０２１３】
　なお、各温度範囲に対応した複数のＯＳパラメータを、それぞれ個別に設けられたＯＳ
テーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３１～１１３４に格納しているが、単一のＯＳテーブルメ
モリ（ＲＯＭ）の異なるテーブル領域に格納しておき、制御ＣＰＵ１１２Ｆからの切換制
御信号に応じて、参照するテーブル領域を適応的に切り換えることにより、ＯＳパラメー
タを切換選択して、強調変換データを求めるように構成してもよいことは言うまでもない
。
【０２１４】
　また、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３１～１１３４には、上述したように、表示
データ数が８ビットの２５６階調である場合、２５６の全ての階調に対するＯＳパラメー
タ（実測値）を持っていてもよいが、たとえば図２１に示したように、３２階調毎の９つ
の代表階調についての９×９のＯＳパラメータ（実測値）のみを記憶しておき、その他の
階調に対する強調変換データは、上記実測値から線形補完等の演算で求めるように構成す
ることで、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３１～１１３４の記憶容量を抑制すること
ができる。
【０２１５】
　〔第７の実施形態〕
　図１３は図１０の制御ＣＰＵとして別の構成を備えた場合の第７の実施形態を示す図で
ある。
【０２１６】
　第７の実施形態における制御ＣＰＵ１１２Ｇは、図１３に示すように、入力画像データ
に対するＩ／Ｐ変換方法毎に決められた所定の切換温度（閾値温度）のデータが格納され
ている閾値温度データ格納部１１２ｉと、上述した種々の方法で、Ｉ／Ｐ変換部１１１へ
指示すべきＩ／Ｐ変換方法を決定し、決定されたＩ／Ｐ変換方法を示す信号を出力するＩ
／Ｐ変換方法指定部１１２ｋと、Ｉ／Ｐ変換方法指定部１１２ｋの決定したＩ／Ｐ変換方
法に応じて、閾値温度データ格納部１１２ｉから読み出された切換温度Ｔｈ１，Ｔｈ２，
Ｔｈ３と、温度センサ１２０による温度検出データとを比較する閾値判別部１１２ｊと、
この閾値判別部１１２ｊによる比較結果に応じ、強調変換部１１４Ｆに対してＯＳテーブ
ルメモリ（ＲＯＭ）１１３１～１１３４のいずれかを選択して参照させるための切換制御
信号を生成する制御信号出力部１１２ｂとを有している。
【０２１７】
　このような構成では、入力画像データが動き適応Ｉ／Ｐ変換処理される場合は、温度セ
ンサ１２０で検出された装置内温度が切換温度Ｔｈ１（＝１５℃）以下であれば、制御Ｃ
ＰＵ１１２Ｇは強調変換部１１４Ｆに対し、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３１を選
択して参照するように指示する。これによって、強調変換部１１４ＦはＯＳテーブルメモ
リ（ＲＯＭ）１１３１に格納されているＯＳパラメータを用いて、入力画像データの強調
変換処理を行う。
【０２１８】
　また、温度センサ１２０で検出された装置内温度が切換温度Ｔｈ１（＝１５℃）より大
きく且つ切換温度Ｔｈ２（＝２５℃）以下であれば、制御ＣＰＵ１１２Ｇは強調変換部１
１４Ｆに対し、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３２を選択して参照するように指示す
る。これによって、強調変換部１１４ＦはＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３２に格納
されているＯＳパラメータを用いて、入力画像データの強調変換処理を行う。
【０２１９】
　さらに、温度センサ１２０で検出された装置内温度が切換温度Ｔｈ２（＝２５℃）より
大きく且つ切換温度Ｔｈ３（＝３５℃）以下であれば、制御ＣＰＵ１１２Ｇは強調変換部
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１１４Ｆに対し、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３３を選択して参照するように指示
する。これによって、強調変換部１１４ＦはＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３３に格
納されているＯＳパラメータを用いて、入力画像データの強調変換処理を行う。
【０２２０】
　そしてまた、温度センサ１２０で検出された装置内温度が切換温度Ｔｈ３（＝３５℃）
より大きければ、制御ＣＰＵ１１２Ｇは強調変換部１１４Ｆに対し、ＯＳテーブルメモリ
（ＲＯＭ）１１３４を選択して参照するように指示する。これによって、強調変換部１１
４ＦはＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３４に格納されているＯＳパラメータを用いて
、入力画像データの強調変換処理を行う。
【０２２１】
　一方、入力画像データがフィールド内内挿処理のみにより変換処理される場合は、上述
したように、インターレース信号をフィールド内内挿処理のみによりＩ／Ｐ変換処理する
際に画像輪郭部等で生じるちらつきノイズやジャギー等の偽信号が過強調されないように
、同一条件下における画像データの強調変換度合いを、入力画像データが動き適応Ｉ／Ｐ
変換処理される場合より小さくする必要がある。そのため、その強調変換の度合いを補正
するために、入力画像データがフィールド内内挿処理のみにより変換処理される場合は、
閾値判別部１１２ｊでは閾値温度データ格納部１１２ｉより読み出された切換温度Ｔｈ’
１（＜Ｔｈ１），Ｔｈ’２（＜Ｔｈ２），Ｔｈ’３（＜Ｔｈ３）を用いて、温度センサ１
２０による温度検出データの比較判別を行い、その結果を制御信号出力部１１２ｂに出力
する。
【０２２２】
　これによって、入力画像データがインターレース信号である場合は、温度センサ１２０
で検出された装置内温度がＴｈ’１（＝１０℃）以下であれば、制御ＣＰＵ１１２Ｇは強
調変換部１１４Ｆに対し、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３１を選択して参照するよ
うに指示する。これによって、強調変換部１１４ＦはＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１
３１に格納されているＯＳパラメータを用いて、入力画像データの強調変換処理を行う。
【０２２３】
　また、温度センサ１２０で検出された装置内温度がＴｈ’１（＝１０℃）より大きく且
つ切換温度Ｔｈ’２（＝２０℃）以下であれば、制御ＣＰＵ１１２Ｇは強調変換部１１４
Ｆに対し、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３２を選択して参照するように指示する。
これによって、強調変換部１１４ＦはＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３２に格納され
ているＯＳパラメータを用いて、入力画像データの強調変換処理を行う。
【０２２４】
　さらに、温度センサ１２０で検出された装置内温度がＴｈ’２（＝２０℃）より大きく
且つ切換温度Ｔｈ’３（＝３０℃）以下であれば、制御ＣＰＵ１１２Ｇは強調変換部１１
４Ｆに対し、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３３を選択して参照するように指示する
。これによって、強調変換部１１４ＦはＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３３に格納さ
れているＯＳパラメータを用いて、入力画像データの強調変換処理を行う。
【０２２５】
　そしてまた、温度センサ１２０で検出された装置内温度がＴｈ’３（＝３０℃）より大
きければ、制御ＣＰＵ１１２Ｇは強調変換部１１４Ｆに対し、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯ
Ｍ）１１３４を選択して参照するように指示する。これによって、強調変換部１１４Ｆは
ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３４に格納されているＯＳパラメータを用いて、入力
画像データの強調変換処理を行う。
【０２２６】
　このように、第７の実施形態では、入力画像データに対するＩ／Ｐ変換方法毎に定めら
れた切換温度（閾値温度）を用いて温度センサ１２０による温度検出データの比較判別を
行うことにより、参照すべきＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３４を選択させるための
切換制御信号を生成している。すなわち、入力画像データを動き適応Ｉ／Ｐ変換処理する
場合と、入力画像データをフィールド内内挿処理のみにより変換処理する場合とで、参照
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するＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３１～１１３４を切り換え選択する切換温度（装
置内温度）を適宜可変するようにしたので、いずれのＩ／Ｐ変換方法によってＩ／Ｐ変換
された入力画像データに対しても、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３１～１１３４を
共用して強調変換処理を施すことが可能であり、入力画像データの信号種別毎にＯＳテー
ブルメモリ（ＲＯＭ）を別個に設ける場合に比べ、メモリの記憶容量を抑制することがで
きる。
【０２２７】
　また、同一温度条件下において、入力画像データがフィールド内内挿処理のみにより変
換処理される場合には、入力画像データが動き適応Ｉ／Ｐ変換処理される場合に用いるＯ
Ｓパラメータより小さい値のＯＳパラメータを用いて、画像データの強調変換を行うこと
が可能となるため、インターレース信号をフィールド内内挿処理のみによりＩ／Ｐ変換処
理する際に画像輪郭部等で生じるちらつきノイズやジャギー等の偽信号が強調されて画質
が劣化することを抑制することができる。
【０２２８】
　〔第８の実施形態〕
　図１４は入力画像データが動き適応Ｉ／Ｐ変換処理される場合とフィールド内内挿処理
のみにより変換処理される場合とで、一部のＯＳパラメータのみを共用した場合の第８の
実施形態を示す図である。
【０２２９】
　図１４に示すように、第８の実施形態では、入力画像データが動き適応Ｉ／Ｐ変換処理
される場合及びフィールド内内挿処理のみにより変換処理される場合のいずれにおいても
共用して参照されるＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ｃ～１１３ｅに加えて、入力画
像データが動き適応Ｉ／Ｐ変換処理される場合に参照するＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）
１１３ａと、入力画像データがフィールド内内挿処理のみにより変換処理される場合に参
照するＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ｂとを設け、これらＯＳテーブルメモリ（Ｒ
ＯＭ）１１３ａ～１１３ｅを、Ｉ／Ｐ変換方法毎に定められる切換温度に従って切り換え
参照し、画像データに強調変換を施す構成としている。
【０２３０】
　ここで、それぞれの専用のＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ａ，１１３ｂには、た
とえば常温より大きい場合において、画像データの強調変換に用いるＯＳパラメータが格
納されている。また、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ａ～１１３ｅを、Ｉ／Ｐ変換
方法毎に定められる切換温度に従って切り換え参照させる場合、図１１（又は図１３）で
説明した制御ＣＰＵ１１２Ｆ（又は１１２Ｇ）からの切換制御信号によって行わせること
ができる。
【０２３１】
　このような構成では、入力画像データが動き適応Ｉ／Ｐ変換処理される場合、温度セン
サ１２０で検出された装置内温度が１５℃以下であれば、制御ＣＰＵ１１２Ｆは強調変換
部１１４Ｆに対し、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ｃを選択して参照するように指
示する。これによって、強調変換部１１４ＦはＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ｃに
格納されているＯＳパラメータを用いて、入力画像データの強調変換処理を行う。
【０２３２】
　また、温度センサ１２０で検出された装置内温度が１５℃より大きく且つ２５℃以下で
あれば、制御ＣＰＵ１１２Ｆは強調変換部１１４Ｆに対し、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ
）１１３ｄを選択して参照するように指示する。これによって、強調変換部１１４ＦはＯ
Ｓテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ｄに格納されているＯＳパラメータを用いて、入力画
像データの強調変換処理を行う。
【０２３３】
　さらに、温度センサ１２０で検出された装置内温度が２５℃より大きく且つ３５℃以下
であれば、制御ＣＰＵ１１２Ｆは強調変換部１１４Ｆに対し、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯ
Ｍ）１１３ｅを選択して参照するように指示する。これによって、強調変換部１１４Ｆは
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ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ｅに格納されているＯＳパラメータを用いて、入力
画像データの強調変換処理を行う。
【０２３４】
　そしてまた、温度センサ１２０で検出された装置内温度が３５℃より大きければ、制御
ＣＰＵ１１２Ｆは強調変換部１１４Ｆに対し、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ａを
選択して参照するように指示する。これによって、強調変換部１１４ＦはＯＳテーブルメ
モリ（ＲＯＭ）１１３ａに格納されているＯＳパラメータを用いて、入力画像データの強
調変換処理を行う。
【０２３５】
　一方、入力画像データがフィールド内内挿処理のみにより変換処理される場合は、温度
センサ１２０で検出された装置内温度が１０℃以下であれば、制御ＣＰＵ１１２Ｆは強調
変換部１１４Ｆに対し、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ｃを選択して参照するよう
に指示する。これによって、強調変換部１１４ＦはＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３
ｃに格納されているＯＳパラメータを用いて、入力画像データの強調変換処理を行う。
【０２３６】
　また、温度センサ１２０で検出された装置内温度が１０℃より大きく且つ２０℃以下で
あれば、制御ＣＰＵ１１２Ｆは強調変換部１１４Ｆに対し、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ
）１１３ｄを選択して参照するように指示する。これによって、強調変換部１１４ＦはＯ
Ｓテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ｄに格納されているＯＳパラメータを用いて、入力画
像データの強調変換処理を行う。
【０２３７】
　さらに、温度センサ１２０で検出された装置内温度が２０℃より大きく且つ３０℃以下
であれば、制御ＣＰＵ１１２Ｆは強調変換部１１４Ｆに対し、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯ
Ｍ）１１３ｅを選択して参照するように指示する。これによって、強調変換部１１４Ｆは
ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ｅに格納されているＯＳパラメータを用いて、入力
画像データの強調変換処理を行う。
【０２３８】
　そしてまた、温度センサ１２０で検出された装置内温度が３０℃より大きければ、制御
ＣＰＵ１１２Ｆは強調変換部１１４Ｆに対し、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ｂを
選択して参照するように指示する。これによって、強調変換部１１４ＦはＯＳテーブルメ
モリ（ＲＯＭ）１１３ｂに格納されているＯＳパラメータを用いて、入力画像データの強
調変換処理を行う。
【０２３９】
　このように、第８の実施形態では、入力画像データが動き適応Ｉ／Ｐ変換処理される場
合及びフィールド内内挿処理のみにより変換処理される場合のそれぞれに対して共用する
ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ｃ～１１３ｅに加えて、入力画像データが動き適応
Ｉ／Ｐ変換処理される場合に参照する専用のＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ａと、
入力画像データがフィールド内内挿処理のみにより変換処理される場合に参照する専用の
ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ｂとを設け、これらＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）
１１３ａ～１１３ｅを、Ｉ／Ｐ変換方法毎に定められる切換温度（装置内温度）に応じて
切り換え参照し、画像データに対する強調変換を行う構成としたので、ＯＳテーブルメモ
リ（ＲＯＭ）１１３ｃ～１１３ｅを共用して適切な強調変換処理を施すことが可能となる
。
【０２４０】
　なお、各信号種別及び各温度範囲に対応した複数のＯＳパラメータを、それぞれ個別に
設けられたＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ａ～１１３ｅに格納しているが、単一の
ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）の異なるテーブル領域に格納しておき、制御ＣＰＵ１１２
Ｆ（又は１１２Ｇ）からの切換制御信号に応じて、参照するテーブル領域を適応的に切り
換えることにより、強調変換パラメータを切換選択して、強調変換データを求めるように
構成してもよい。
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【０２４１】
　また、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ａ～１１３ｅには、上述したように、表示
データ数が８ビットの２５６階調である場合、２５６の全ての階調に対するＯＳパラメー
タ（実測値）を持っていてもよいが、たとえば図２１に示したように、３２階調毎の９つ
の代表階調についての９×９のＯＳパラメータ（実測値）のみを記憶しておき、その他の
階調に対する強調変換データは、上記実測値から線形補完等の演算で求めるように構成す
ることで、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１３ａ～１１３ｅの記憶容量を抑制すること
ができる。
【０２４２】
　〔第９の実施形態〕
　本発明の他の実施形態について図１５乃至図２２に基づいて説明すると以下の通りであ
る。すなわち、本実施形態に係る画像表示装置（表示装置）は、複数の変換方法でインタ
レース／プログレッシブ変換（順次走査変換）できるにも拘わらず、何れの方法で変換し
ている場合であっても、常時、適切な程度に、画素への映像信号の階調遷移を強調でき、
画素の応答速度向上と映像の品質の向上との双方を実現可能な画像表示装置である。
【０２４３】
　図１６に示すように、上記画像表示装置１のパネル１１は、マトリクス状に配された画
素ＰＩＸ (1,1) ～ＰＩＸ (n,m) を有する画素アレイ２と、画素アレイ２のデータ信号線Ｓ
Ｌ１～ＳＬｎを駆動するデータ信号線駆動回路３と、画素アレイ２の走査信号線ＧＬ１～
ＧＬｍを駆動する走査信号線駆動回路４とを備えている。また、画像表示装置１には、両
駆動回路３・４へ制御信号を供給する制御回路１２と、上記各画素ＰＩＸ (1,1) ～ＰＩＸ
(n,m) における階調遷移を強調するように、上記制御回路１２へ与える映像信号を変調す
ると共に、インタレース信号を表示する場合は、インタレース信号をプログレッシブ信号
に変換する信号処理部２１とが設けられている。尚、これらの回路は、電源回路１３から
の電力供給によって動作している。
【０２４４】
　以下では、信号処理部２１の詳細構成について説明する前に、画像表示装置１全体の概
略構成および動作を説明する。また、説明の便宜上、例えば、ｉ番目のデータ信号線ＳＬ
ｉのように、位置を特定する必要がある場合にのみ、位置を示す数字または英字を付して
参照し、位置を特定する必要がない場合や総称する場合には、位置を示す文字を省略して
参照する。
【０２４５】
　上記画素アレイ２は、複数（この場合は、ｎ本）のデータ信号線ＳＬ１～ＳＬｎと、各
データ信号線ＳＬ１～ＳＬｎに、それぞれ交差する複数（この場合は、ｍ本）の走査信号
線ＧＬ１～ＧＬｍとを備えており、１からｎまでの任意の整数をｉ、１からｍまでの任意
の整数をｊとすると、データ信号線ＳＬｉおよび走査信号線ＧＬｊの組み合わせ毎に、画
素ＰＩＸ (i,j) が設けられている。尚、本実施形態の場合、各画素ＰＩＸ (i,j) は、隣接
する２本のデータ信号線ＳＬ (i-1) ・ＳＬｉと、隣接する２本の走査信号線ＧＬ (j-1) ・
ＧＬｊとで囲まれた部分に配されている。
【０２４６】
　一例として、画像表示装置１がＴＦＴ（ Thin Film Transistor）の液晶表示装置の場合
について説明すると、上記画素ＰＩＸ (i,j) は、例えば、図１７に示すように、スイッチ
ング素子として、ゲートが走査信号線ＧＬｊへ、ドレインがデータ信号線ＳＬｉに接続さ
れた電界効果トランジスタＳＷ (i,j) と、当該電界効果トランジスタＳＷ (i,j) のソース
に、一方電極が接続された画素容量Ｃｐ (i,j) とを備えている。また、画素容量Ｃｐ (i,j
) の他端は、全画素ＰＩＸ…に共通の共通電極線に接続されている。上記画素容量Ｃｐ (i
,j) は、液晶容量ＣＬ (i,j) と、必要に応じて付加される補助容量Ｃｓ (i,j) とから構成
されている。
【０２４７】
　上記画素ＰＩＸ (i,j) において、走査信号線ＧＬｊが選択されると、電界効果トランジ
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スタＳＷ (i,j) が導通し、データ信号線ＳＬｉに印加された電圧が画素容量Ｃｐ (i,j) へ
印加される。一方、当該走査信号線ＧＬｊの選択期間が終了して、電界効果トランジスタ
ＳＷ (i,j) が遮断されている間、画素容量Ｃｐ (i,j) は、遮断時の電圧を保持し続ける。
ここで、液晶の透過率あるいは反射率は、液晶容量ＣＬ (i,j) に印加される電圧によって
変化する。したがって、走査信号線ＧＬｊを選択すると共に、当該画素ＰＩＸ (i,j) への
映像データに応じた電圧をデータ信号線ＳＬｉへ印加すれば、当該画素ＰＩＸ (i,j) の表
示状態を、映像データに合わせて変化させることができる。
【０２４８】
　本実施形態に係る上記液晶表示装置は、液晶セルとして、垂直配向モードの液晶セル、
すなわち、電圧無印加時には、液晶分子が基板に対して略垂直に配向し、画素ＰＩＸ (i,x
) の液晶容量ＣＬ (i,j) への印加電圧に応じて、液晶分子が垂直配向状態から傾斜する液
晶セルを採用しており、当該液晶セルをノーマリブラックモード（電圧無印加時には、黒
表示となるモード）で使用している。
【０２４９】
　また、上記画素ＰＩＸが液晶表示素子か否かに拘わらず、図１６に示す走査信号線駆動
回路４は、各走査信号線ＧＬ１～ＧＬｍへ、例えば、電圧信号など、選択期間か否かを示
す信号を出力している。また、走査信号線駆動回路４は、選択期間を示す信号を出力する
走査信号線ＧＬｊを、例えば、制御回路１２から与えられるクロック信号ＧＣＫやスター
トパルス信号ＧＳＰなどのタイミング信号に基づいて変更している。これにより、走査信
号線駆動回路４は、各走査信号線ＧＬ１～ＧＬｍを、予め定められたタイミングで順次選
択できる。
【０２５０】
　さらに、データ信号線駆動回路３は、映像信号として、時分割で入力される各画素ＰＩ
Ｘ…への映像データを、所定のタイミングでサンプリングすることで、それぞれ抽出する
。さらに、データ信号線駆動回路３は、走査信号線駆動回路４が選択中の走査信号線ＧＬ
ｊに対応する各画素ＰＩＸ (1,j) ～ＰＩＸ (n,j) へ、各データ信号線ＳＬ１～ＳＬｎを介
して、それぞれへの映像データに応じた出力信号を出力する。
【０２５１】
　尚、データ信号線駆動回路３は、制御回路１２から入力される、クロック信号ＳＣＫお
よびスタートパルス信号ＳＳＰなどのタイミング信号に基づいて、上記サンプリングタイ
ミングや出力信号の出力タイミングを決定している。
【０２５２】
　一方、各画素ＰＩＸ (1,j) ～ＰＩＸ (n,j) は、自らに対応する走査信号線ＧＬｊが選択
されている間に、自らに対応するデータ信号線ＳＬ１～ＳＬｎに与えられた出力信号に応
じて、発光する際の輝度や透過率などを調整して、自らの明るさを決定する。
【０２５３】
　ここで、走査信号線駆動回路４は、走査信号線ＧＬ１～ＧＬｍを順次選択している。し
たがって、画素アレイ２の全画素ＰＩＸ (1,1) ～ＰＩＸ (n,m) を、それぞれへの映像デー
タが示す明るさに設定でき、画素アレイ２へ表示される画像を更新できる。
【０２５４】
　本実施形態に係る画像表示装置１は、映像信号源Ｓ０がインタレースの映像信号ＤＡＴ
Ｉを出力する場合、プログレッシブ信号に変換した後で表示できるように構成されており
、この場合、映像信号源Ｓ０から信号処理部２１へ与えられる映像信号ＤＡＴＩは、１フ
レームを複数のフィールド（例えば、２フィールド）に分割すると共に、当該フィールド
単位で伝送される。
【０２５５】
　より詳細には、映像信号源Ｓ０は、映像信号線ＶＬを介して、画像表示装置１の信号処
理部２１に映像信号ＤＡＴＩを伝送する際、あるフィールドＦ (k) 用の映像データを全て
伝送した後に、次のフィールドＦ (k+1) 用の映像データを伝送するなどして、各フィール
ド用の映像データを時分割伝送できる。
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【０２５６】
　また、上記フィールドは、複数の水平ラインから構成されており、映像信号源Ｓ０は、
上記映像信号線ＶＬを介して、例えば、あるフィールドＦ (k) において、ある水平ライン
Ｌ (j) 用の映像データＤＩ (1,j,k) ～ＤＩ (n,j,k) 全てを伝送した後に、次に伝送する水
平ライン（例えば、Ｌ (j+2) ）用の映像データＤＩ (1,j+2,k) ～ＤＩ (n,j+2,k) を伝送す
るなどして、各水平ライン用の映像データを時分割伝送できる。尚、以下では、例えば、
あるフィールドＦ (k) における、ある水平ラインＬ (j) 用の映像データＤＩの全てを、Ｄ
Ｉ (*,j,k) として参照するように、全て示す場合は、”＊”によって参照する。
【０２５７】
　本実施形態では、２フィールドから１フレームを構成しており、偶数フィールドでは、
１フレームを構成する各水平ラインのうち、偶数行目の水平ラインの映像データが伝送さ
れる。また、奇数フィールドでは、各フレームにおける奇数行目の水平ラインの映像デー
タが伝送される。
【０２５８】
　さらに、上記映像信号源Ｓ０は、１水平ライン分の映像データＤＩ (*,j,k) を伝送する
際も上記映像信号線ＶＬを時分割駆動しており、予め定められた順番で、各映像データを
順次伝送できる。
【０２５９】
　一方、本実施形態に係る信号処理部２１は、図１５に示すように、入力端子Ｔ１から入
力されるインタレースの映像信号ＤＡＴＩを、プログレッシブの映像信号ＤＡＴへ変換す
るインタレース／プログレッシブ変換処理部（Ｉ／Ｐ変換処理部）３１、当該Ｉ／Ｐ変換
処理部３１から出力される映像信号ＤＡＴのうち、１フレーム分の映像データＤ (*,*,k) 
を１フレーム期間保持するフレームメモリ３２、並びに、上記映像信号ＤＡＴＰのうち、
現フレームＦＲ (k) の映像データＤ (i,j,k) と、当該映像データＤ (i,j,k) と同じ画素Ｐ
ＩＸ (i,j) へ供給すべき映像データであって、しかも、上記フレームメモリ３２から読み
出した前フレームＦＲ (k-1) の映像データＤ (i,j,k-1) とに基づいて、両者間の階調遷移
を強調するように、現フレームＦＲ (k) の映像データＤ (i,j,k) を変調し、変調後の補正
映像データＤ２ (i,j,k) を出力する変調処理部３３を備えている。各画素ＰＩＸ (i,j) へ
の補正映像データＤ２ (i,j,k) は、補正映像信号ＤＡＴ２として、図１６に示す制御回路
１２へ与えられ、制御回路１２およびデータ信号線駆動回路３は、当該補正映像信号ＤＡ
Ｔ２に基づいて、各画素ＰＩＸ (i,j) を駆動する。
【０２６０】
　上記構成において、変調処理部３３は、前フレームＦＲ (k-1) から現フレームＦＲ (k) 
への階調遷移を強調するように、現フレームＦＲ (k) の映像データＤ (i,j,k) を変調して
いる。
【０２６１】
　例えば、前フレームＦＲ (k-1) から現フレームＦＲ (k) への階調遷移がライズ駆動の場
合、前回から今回への階調遷移を強調するように、すなわち、現フレームＦＲ (k) の映像
データＤ (i,j,k) よりも高い階調を示すように、現フレームＦＲ (k) の映像データＤ (i,j
,k) を変調し、制御回路１２およびデータ信号線駆動回路３は、変調後の補正映像データ
Ｄ２ (i,j,k) に基づいて、画素ＰＩＸ (i,j) を駆動する。例えば、画素ＰＩＸ (i,j) が電
圧信号によって駆動される場合、データ信号線駆動回路３は、図１８に示すように、現フ
レームＦＲ (k) の映像データＤ (i,j,k) が示す電圧レベルＶ (i,j,k) よりも高いレベルの
電圧Ｖ２ (i,j,k) を画素ＰＩＸ (i,j) へ印加する。
【０２６２】
　したがって、画素ＰＩＸ (i,j) の輝度レベルＴ２は、階調遷移を強調せず、電圧Ｖ (i,j
,k) を印加した場合の輝度レベルＴと比較して、より急峻に増大し、より短い期間で、上
記現フレームＦＲ (k) の映像データＤ (i,j,k) に応じた輝度レベル近傍に到達する。
【０２６３】
　これとは逆に、階調遷移がディケイ駆動の場合、変調処理部３３は、現フレームＦＲ (k
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) の映像データＤ (i,j,k) よりも低い階調を示すように、現フレームＦＲ (k) の映像デー
タＤ (i,j,k) を変調し、制御回路１２およびデータ信号線駆動回路３は、変調後の補正映
像データＤ２ (i,j,k) に基づいて、画素ＰＩＸ (i,j) を駆動する。これにより、画素ＰＩ
Ｘ (i,j) の輝度レベルは、より急峻に低下し、より短い期間で、上記現フレームＦＲ (k) 
の映像データＤ (i,j,k) に応じた輝度レベル近傍に到達する。
【０２６４】
　例えば、図１８の例では、階調遷移を強調していない場合、画素ＰＩＸ (i,j) の輝度レ
ベルは、前フレームＦＲ (k-1) において指示された輝度レベル（Ｄ (i,j,k-1) に対応する
輝度レベルＴ０ (i,j,k) ）から、現フレームＦＲ (k) において指示された輝度レベル（Ｄ
(i,j,k) に対応する輝度レベルＴ０ (i,j,k) ）へと、１フレーム期間以内には変化できて
いないのに対して、階調遷移の強調によって、輝度レベルが１フレーム期間以内に指示さ
れた輝度レベルへと変化している。
【０２６５】
　これらの結果、階調が遷移するとき、現フレームＦＲ (k) の映像データＤ (i,j,k) に基
づいて、画素ＰＩＸ (i,j) を駆動する構成と比較して、画像表示装置１の応答速度を向上
できる。これにより、当該画像表示装置１の光学応答特性を補償でき、残像や尾引きのな
い高品質な映像を画素アレイ２に表示できる。
【０２６６】
　さらに、本実施形態に係る信号処理部２１では、Ｉ／Ｐ変換処理部３１が複数種類の変
換方法でＩ／Ｐ変換できるように構成されており、信号処理部２１は、当該Ｉ／Ｐ変換処
理部３１が現在選択されている変換方法に連動して、上記変調処理部３３による階調遷移
強調の程度を変更する制御部３４を備えている。
【０２６７】
　したがって、画像表示装置１は、例えば、映像信号源Ｓ０からの映像信号の種類やＳ／
Ｎ比、ユーザの好み、あるいは、要求される画質などに応じて、自動或いはユーザ手動に
より適切な変換方法を選択できる。ユーザ手動により適切な変換方法を選択することは、
Ｓ／Ｎ比が悪い映像信号に対する映像処理によって、表示映像にノイズが目立つとユーザ
が目視により判断して、ユーザが後述の、両Ｉ／Ｐ変換処理部４１・４２の一方から他方
への切替選択可能に構成することを含む。Ｉ／Ｐ変換処理部４１は、動き適応Ｉ／Ｐ変換
方法を具現化するものである。Ｉ／Ｐ変換処理部４２は、フィールド内内挿処理のみによ
る変換を具現化するものである。
【０２６８】
　さらに、上記構成では、制御部３４がＩ／Ｐ変換処理部３１の変換方法に連動させて、
上記変調処理部３３による階調遷移強調の程度を変更するので、変調処理部３３は、Ｉ／
Ｐ変換処理部３１によるＩ／Ｐ変換方法が、何れの変換方法であっても、常時、適切な程
度で階調遷移を強調できる。この結果、画素の応答速度向上と、画素アレイ２に表示され
る映像の品質の向上との双方を実現できる。
【０２６９】
　より詳細に説明すると、上記制御部３４は、例えば、ユーザの指示に応じて決定したり
、現在入力されているインタレースの映像信号に基づいて予め定められた方法で決定した
りして、Ｉ／Ｐ変換方法を決定し、Ｉ／Ｐ変換処理部３１へ指示すると共に、当該Ｉ／Ｐ
変換方法に応じた階調遷移強調の程度を、変調処理部３３へ指示する。
【０２７０】
　尚、制御部３４は、ユーザの指示として、例えば、Ｉ／Ｐ変換方法自体の設定指示を受
け付けてもよいし、例えば、入力映像ソースの選択指示、映像表示モードの設定指示など
、上記Ｉ／Ｐ変換方法との関連が予め設定された各設定指示を受け付け、当該設定指示に
応じてＩ／Ｐ変換方法を設定することもできる。
【０２７１】
　また、制御部３４は、例えば、インタレースの入力映像信号のＳ／Ｎ比の評価方法を予
め定め、各評価結果に対応するＩ／Ｐ変換方法を記憶したり、インタレースの入力映像信
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号のＳ／Ｎ比と、それぞれに対応するＩ／Ｐ変換方法とを対応つけて記憶しておくなどし
て、現在入力されているインタレースの映像信号のＳ／Ｎ比の高低に応じて、何れかのＩ
／Ｐ変換方法を選択してもよい。Ｉ／Ｐ変換方法の決定方法および上記評価方法としては
、例えば、映像信号から、公知のノイズ検出方法に基づいてノイズ量を検出してＳ／Ｎ比
を検出し、そのＳ／Ｎ比を予め設定したしきい値と比較して評価し、比較結果に応じて、
Ｉ／Ｐ変換方法を自動決定する方法などが挙げられる。
【０２７２】
　また、現在入力されているインタレースの映像信号に含まれる動き量の大小に応じて、
何れかのＩ／Ｐ変換方法を選択してもよい。上記動き量の大小の判定は、実際に映像が動
いているのか静止しているのかを１画面内で画素ごとに検出して判定するものである。そ
の検出方法にはさまざまな手法が存在するが、最も基本的には、時間的に互いに隣り合う
少なくとも２つの各フィールドの同一画素に対応する映像データを用いて、それらの間の
各輝度間における差分を動きの大きさと考え、差分がある一定のしきい値よりも大きけれ
ば動画つまり動き量が大と判定する。
【０２７３】
　一方、Ｉ／Ｐ変換処理部３１は、例えば、図１５に示す構成では、互いに異なる変換方
法で、Ｉ／Ｐ変換する第１および第２のＩ／Ｐ変換処理部４１・４２と、上記制御部３４
の指示に基づいて、当該両Ｉ／Ｐ変換処理部４１・４２の一方を選択して出力するセレク
タ４３とを備えており、Ｉ／Ｐ変換処理部３１は、制御部３４の指示した変換方法でＩ／
Ｐ変換できる。
【０２７４】
　例えば、インタレースの映像信号として、ＮＴＳＣ（ National Television System Com
mittee）放送方式の映像信号が入力される場合、Ｉ／Ｐ変換処理部３１は、６０フィール
ド／秒（３０フレーム／秒）の映像信号ＤＡＴＩから、６０フレーム／秒のプログレッシ
ブの映像信号ＤＡＴを生成する。
【０２７５】
　本実施形態に係る第１のＩ／Ｐ変換処理部４１は、フィールド間補間などと称される変
換方法で、Ｉ／Ｐ変換するもの（動き適応Ｉ／Ｐ変換）であって、入力端子Ｔ１から入力
されるインタレースの映像信号ＤＡＴＩから、各フィールドの映像データを抽出し、各フ
ィールド間の相関を判定すると共に、相関の程度が予め定められた範囲の場合に、各フィ
ールドの映像の間の動きを補償するようにして、プログレッシブの映像信号を生成できる
ものである。
【０２７６】
　当該変換方法では、複数フィールドの映像データに基づいて、プログレッシブの映像信
号を生成するので、相関の判定および動き補償を正しく行うことができた場合は、映像信
号の実質的な解像度を向上させることができ、相関の判定および動き補償を行わない場合
よりも、高品質な映像、特に自然な動きの再現可能な動画を画素アレイ２へ表示させるこ
とができる。
【０２７７】
　一方、第２のＩ／Ｐ変換処理部４２は、例えば、擬似Ｉ／Ｐ変換あるいはラインダブリ
ングなどと称される変換方法で、Ｉ／Ｐ変換するものである。擬似Ｉ／Ｐ変換あるいはラ
インダブリングなどと称される変換方法は、入力端子Ｔ１から入力されるインタレースの
映像信号ＤＡＴＩから、各フィールドの映像データを抽出し、例えば、現在のフィールド
に含まれる、ある水平ラインＬ (j) の映像データＤＩ (*,j,k) を、フレームにおける次の
水平ラインＬ (j+1) の映像データＤＩ (*,j+1,k) として出力したり、現在のフィールドに
含まれる、２つの水平ラインＬ (j) ・Ｌ (j+2) の映像データ（例えば、ＤＩ (i,j,k) およ
びＤＩ (i,j+2,k) ）を平均して、フレームにおける、上記両水平ラインの間の水平ライン
Ｌ (j+1) の映像データ（例えば、ＤＩ (i,j+1,k) ＝ {ＤＩ (i,j,k) －ＤＩ (i,j+2,k) }／２
＋ＤＩ (i,j+2,k) ）を生成したり、フィールド内データに重みを付けて平均したりして、
Ｉ／Ｐ変換するものである。上記Ｉ／Ｐ変換は、フィールド内内挿処理のみによる変換（
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１画面を構成する全ての画素（ピクセル）をフィールド内内挿処理）と呼ばれ、静止画の
場合には垂直解像度を向上できる。
【０２７８】
　ここで、上記第１のＩ／Ｐ変換処理部４１は、上述したように、相関の判定および動き
補償を用いた走査線補間を行っており、これらを正しく行うことができれば、高品質な映
像を表示できる一方で、相関の判定を誤ったり、動きを誤ったりして補償してしまうと、
高周波ノイズなどが目立つ虞れがある。
【０２７９】
　これに対して、第２のＩ／Ｐ変換処理部４２は、フィールド間の相関の判定および動き
の補償を行わず、フィールド内データの複写、平均あるいは重みを付けた平均によってプ
ログレッシブの映像信号ＤＡＴを生成するので、その結果、空間解像度が低下し、上述の
高周波ノイズが目立たない映像を表示することが可能となるが、静止画像の輪郭部などで
元の映像信号ＤＡＴＩには存在しない不所望な階調（輝度）変化（遷移）が１フレーム毎
に発生し、これがちらつき（フリッカ）として表示品位を低下させることとなる。
【０２８０】
　したがって、第１のＩ／Ｐ変換処理部４１によりＩ／Ｐ変換すると、高周波ノイズが目
立つような場合には、第２のＩ／Ｐ変換処理部４２によりＩ／Ｐ変換することによって、
第１のＩ／Ｐ変換処理部４１よりも高周波ノイズが目立たない映像を画素アレイ２へ表示
させることができる。
【０２８１】
　ただし、第２のＩ／Ｐ変換処理部４２は、現在のフィールドの映像データＤＩ (*,*,k) 
のみに基づいて、１フレーム分の映像データＤ (*,*,k)を生成しているため、第１のＩ／
Ｐ変換処理部４１によってプログレッシブの映像信号を生成する構成と比較して、現フィ
ールドに含まれない、画素ＰＩＸへの映像信号を正しく生成することが難しく、画像輪郭
部でのちらつき（フリッカ）が発生する可能性が高い。また、例えば、静止画を表示する
場合のように、インタレースの映像信号ＤＡＴＩにおいて、前フレームと現フレームとの
間で、互いに同一の画素ＰＩＸに対応する映像データ同士を比較したときに殆ど差がない
場合であっても、当該画素ＰＩＸへ指示する階調において、不所望な階調遷移の往復変動
が発生し、当該階調遷移が画像表示装置１のユーザにフリッカとして視認される虞れがあ
る。
【０２８２】
　以下では、一例として、単に複写する構成について説明する。すなわち、図１９に示す
例では、ある階調（例えば、１９６）の背景に、他の階調（例えば、６４）の箱が表示さ
れている。この場合は、箱の上端付近における領域Ａのように、水平ラインに沿ったエッ
ジ付近の領域では、奇数フィールドと偶数フィールドから構成される１フレーム全体でみ
ると、図中、Ａ０に示すように、ある水平ライン（例えば、ｊ行目）を境に、それより上
の水平ラインの階調（１９６）は、１９６階調、当該水平ライン、および、それより下の
水平ラインの階調（６４）と異なっている。
【０２８３】
　ただし、映像信号ＤＡＴＩは、インタレース信号なので、上記１フレームの映像データ
は、偶数フィールドと奇数フィールドとに分けて伝送されている。ここで、上記ｊ行目が
奇数行目とすると、奇数フィールドＦ (k) では、上記Ａ０に示す各水平ラインのうち、ｊ
－２行目、ｊ行目、ｊ＋２行目…が伝送され、第２のＩ／Ｐ変換処理部４２は、これらの
水平ラインの映像データに基づいて、水平ライン間を補間し、図中Ａ１に示すように、ｊ
－１行目、ｊ＋１行目を生成する。
【０２８４】
　尚、図では、補間によって、基準となる水平ライン（ｊ－２行目など）と同じ階調の水
平ライン（ｊ－１行目など）を生成する場合を示している。一方、偶数フィールドＦ (k+1
) では、上記Ａ０に示す各水平ラインのうち、ｊ－１行目、ｊ＋１行目…が伝送され、第
２のＩ／Ｐ変換処理部４２は、図中Ａ２に示すように、これらの水平ライン間の補間によ
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って、ｊ行目、ｊ＋２行目…を生成する。
【０２８５】
　上述したように、ｊ行目は、境界線なので、インタレースの映像信号ＤＡＴＩのフレー
ム単位で見ると、一定の階調（６４）であるにも拘わらず、各フィールド間における補間
の基準となる水平ラインの変化によって、フィールド単位で見ると、本来の階調（６４）
と、他の階調（１９６）との間の往復応答が発生して、この水平ラインＬ (j) の画素ＰＩ
Ｘ (i,j) への映像データＤ (i,j,*) の示す階調は、プログレッシブの映像信号ＤＡＴのフ
レーム毎に、増加（ライズ）および減少（ディケイ）を繰り返す。
【０２８６】
　尚、上記では、フィールド内データを複写して１フレーム分の画像を生成する構成で、
しかも、箱が表示される場合を例にして説明したが、これに限るものではなく、第２のＩ
／Ｐ変換処理部４２のように、フィールド内の映像データのみで補間を行った場合は、本
来は静止している輪郭位置がフィールド毎に変化してしまうことになり、ちらつきノイズ
（偽信号）が発生したり、斜め線がギザギザのジャギー（明暗段差）となったりして現れ
る。
【０２８７】
　この本来は静止している輪郭位置でのちらつきを、動画像による階調遷移と見なして階
調遷移を強調すると、このちらつきがユーザの目に目立つこととなり、画像表示装置の表
示品質を大幅に低下させる。
【０２８８】
　このように、第２のＩ／Ｐ変換処理部４２によるＩ／Ｐ変換の結果、プログレッシブの
映像信号ＤＡＴにおいて、フレーム毎の階調の増加（ライズ）および減少（ディケイ）の
繰り返しが、第１のＩ／Ｐ変換処理部４１によるＩ／Ｐ変換の場合よりも発生しやすくな
っているにも拘わらず、上記変調処理部３３が、第１のＩ／Ｐ変換処理部４１の場合と同
程度に階調遷移を強調すると、階調遷移の強調し過ぎに起因する表示品質の低下を招きや
すい。
【０２８９】
　これに対して、本実施形態に係る制御部３４は、第２のＩ／Ｐ変換処理部４２がプログ
レッシブの映像信号ＤＡＴを生成する場合は、第１のＩ／Ｐ変換処理部４１の場合よりも
階調遷移強調の程度が弱くなるように、変調処理部３３を制御する。すなわち、本実施形
態に係る変調処理部３３は、第２のＩ／Ｐ変換処理部４２がプログレッシブの映像信号Ｄ
ＡＴを生成している場合、第１のＩ／Ｐ変換処理部４１の場合よりも弱い程度に階調遷移
を強調する。したがって、静止画像の輪郭部において発生するちらつきの強調し過ぎに起
因する表示品質の低下の発生を抑制し、より高品質な映像を画素アレイ２へ表示させるこ
とができる。
【０２９０】
　特に、第１のＩ／Ｐ変換処理部４１が充分に高いＳ／Ｎ比の映像信号を動き適応Ｉ／Ｐ
変換処理によってＩ／Ｐ変換する場合には、液晶画素が所定期間内において入力画像デー
タの定める透過率となるように、画像データの強調変換を行うことによって、残像や尾引
きが発生しない高画質の画像表示を行うことができる。一方、第２のＩ／Ｐ変換処理部４
２がフィールド内内挿処理のみによる変換処理によりＩ／Ｐ変換する場合には、強調変換
度合いをより小さくすることによって、当該Ｉ／Ｐ変換処理によって表示画像の輪郭部等
に発生する不所望なちらつきノイズやジャギー等の過強調による画質劣化を防止しつつ、
画素の光学応答特性（温度依存特性を含む）を補償して、残像や尾引きのない高品位な画
像表示を行うことができる。
【０２９１】
　以下では、図２０を参照しながら、変調処理部３３の構成例について説明する。すなわ
ち、図２０に示す変調処理部３３は、Ｉ／Ｐ変換処理部３１から出力される現フレームＦ
Ｒ (k) の映像データＤ (i,j,k) と、フレームメモリ３２から出力される前フレームＦＲ (k
-1) の映像データＤ (i,j,k-1) とに基づいて、階調遷移強調の程度が予め定められた程度
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の場合に、適切と定められた階調遷移の補正量Ｑ (i,j,k) を決定する補正量演算部５１、
並びに、制御部３４から指示された階調遷移強調の程度に応じて調整された補正量Ｑ２ (i
,j,k) を、上記現フレームＦＲ (k) の映像データＤ (i,j,k) へ加算した結果を算出し、算
出結果を、補正映像データＤ２ (i,j,k) として出力する補正映像データ演算部５２を備え
ている。
【０２９２】
　本実施形態に係る補正量演算部５１は、例えば、第１のＩ／Ｐ変換処理部４１がプログ
レッシブの映像信号ＤＡＴを出力する場合に適切と定められた階調遷移強調の程度を、上
記予め定められた階調遷移強調の程度としており、前フレームＦＲ (k-1) の映像データＤ
(i,j,k) と、現フレームＦＲ (k) の映像データＤ (i,j,k) との組み合わせ、それぞれにつ
いて、当該組み合わせが変調処理部３３へ入力され、しかも、第１のＩ／Ｐ変換処理部４
１がプログレッシブの映像信号ＤＡＴを出力する場合に、変調処理部３３が出力すべき補
正映像データＤ２ (i,j,k) が格納されたルックアップテーブル（ＬＵＴ： Look Up Table 
）６１を備えている。
【０２９３】
　尚、上記補正映像データＤ２（ i,j,k) としては、好ましくは、画素アレイ２が予め定
められた期間内に、現フレームＦＲ (k) の映像データＤ (i,j,k) によって定められる階調
輝度（透過率）となるような値に設定され、例えば、画像表示装置１（画素アレイ２）の
光学応答特性を実測することにより求められる。なお、上記予め定められた期間としては
、例えば、１フレーム画像の表示期間（画素書き換え周期）が挙げられる。より詳細には
、通常のホールド型表示の場合、１フレーム期間（たとえば６０Ｈｚのプログレッシブス
キャンの場合は１６．７ｍｓｅｃ）であり、たとえば１フレーム期間の５０％の期間に黒
表示を行う擬似インパルス型表示とした場合には、画像表示期間は１／２フレーム期間（
たとえば６０Ｈｚのプログレッシブスキャンの場合は８．３ｍｓｅｃ）となる。
【０２９４】
　ここで、上記ＬＵＴ６１は、上記両映像データＤ (i,j,k) ・Ｄ (i,j,k-1) として取り得
る全ての階調同士の組み合わせに対応する補正映像データＤ２ (i,j,k) を記憶してもよい
が、本実施形態では、ＬＵＴ６１に必要な記憶容量を削減するために、上記ＬＵＴ６１が
記憶している補正映像データＤ２に対応する上記組み合わせは、全ての階調同士の組み合
わせではなく、予め定められた組み合わせに制限されており、補正量演算部５１には、Ｌ
ＵＴ６１に記憶された各組み合わせに対応する補正映像データＤ２ (i,j,k) を補間して、
上記両映像データＤ (i,j,k) およびＤ (i,j,k-1) の組み合わせに対応する補正映像データ
Ｄ２ (i,j,k) を算出して出力する演算回路６２が設けられている。
【０２９５】
　例えば、映像データＤのビット幅が８ビットであり、映像データＤとして２５６階調が
入力される可能性がある場合、図２１に示すように、ＬＵＴ６１が、３２階調毎の９つの
代表階調同士の組み合わせに対応する補正映像データＤ２ (i,j,k) を記憶しておき、その
他の階調に対応する補正映像データＤ２ (i,j,k) については、演算回路６２が、ＬＵＴ６
１に格納された補正映像データＤ２ (i,j,k) から、例えば、線形補間などの補間演算を行
うことによって求めることができる。
【０２９６】
　さらに、補正量演算部５１は、上記両映像データＤ (i,j,k) およびＤ (i,j,k-1) の組み
合わせに対応する補正映像データＤ２ (i,j,k) から、現フレームＦＲ (k) の映像データＤ
(i,j,k) を減算して、補正量Ｑ (i,j,k) を算出する減算器６３を備えている。
【０２９７】
　一方、本実施形態では、制御部３４は、階調遷移強調の程度として、補正量Ｑ (i,j,k) 
へ乗算すべき乗算係数αを指示しており、補正映像データ演算部５２は、補正量Ｑ (i,j,k
) に乗算係数αを乗算して、上記補正量Ｑ２ (i,j,k) を算出する乗算器７１と、現フレー
ムＦＲ (k) の映像データＤ (i,j,k) に乗算結果を加算して、補正映像データＤ２ (i,j,k) 
を算出する加算器７２とを備えている。ここで、乗算係数αとしては、画素アレイ２の光
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学応答特性の実測値から予め求めた値が使用される。
【０２９８】
　尚、上述したように、ＬＵＴ６１には、第１のＩ／Ｐ変換処理部４１がプログレッシブ
の映像信号ＤＡＴを出力する場合に適切な補正映像データＤ２ (i,j,k) が格納されている
ので、制御部３４は、第１のＩ／Ｐ変換処理部４１が選択されている場合は、乗算係数α
＝１を指示し、第２のＩ／Ｐ変換処理部４２が選択されている場合は、乗算係数αとして
、１より小さい値を指示する。
【０２９９】
　上記構成では、第１のＩ／Ｐ変換処理部４１が選択されている場合と、第２のＩ／Ｐ変
換処理部４２が選択されている場合との双方で、補正量Ｑを求めるためのＬＵＴ６１が共
用されており、補正映像データ演算部５２が制御部３４の指示に応じて補正量Ｑを調整す
ることによって、階調遷移強調の程度を変更している。したがって、それぞれ別個にＬＵ
Ｔ６１を設ける構成よりも、ＬＵＴ６１を実現するための回路規模を縮小できる。
【０３００】
　尚、一般に、少ない演算量で算出可能な式では、前フレームＦＲ (k-1) の映像データＤ
(i,j,k-1) と現フレームＦＲ (k) の映像データＤ (i,j,k) とから、それらに補正映像デー
タＤ２ (i,j,k) を高精度に近似できない場合が多いが、本実施形態では、ＬＵＴ６１を参
照して、補正映像データＤ２ (i,j,k) を求めているので、この場合でも、比較的小規模の
回路で、補正映像データＤ２を求めることができる。さらに、この場合であっても、第１
のＩ／Ｐ変換処理部４１が選択された場合に適切な補正映像データＤ２と、第２のＩ／Ｐ
変換処理部４２が選択された場合に適切な補正映像データＤ２とは、互いにある程度相関
していることが多いので、制御部３４の指示に応じて補正量Ｑを調整することによって、
比較的小規模な回路で、比較的高精度に補正映像データＤ２を求めることができる。
【０３０１】
　尚、図２０に示す補正量演算部５１では、階調遷移強調の程度が予め定められた程度の
場合に適切と定められた補正映像データＤ２ (i,j,k) が、ＬＵＴ６１に格納されており、
減算器６３が、上記両映像データＤ (i,j,k) およびＤ (i,j,k-1) の組み合わせに対応する
補正映像データＤ２ (i,j,k) から、現フレームＦＲ (k) の映像データＤ (i,j,k) を減算す
ることによって、補正量Ｑ (i,j,k) を算出しているが、これに限るものではなく、例えば
、減算器６３を省略し、代わりに、上記両映像データＤ (i,j,k) およびＤ (i,j,k-1) の組
み合わせに対応する補正量Ｑ (i,j,k) をＬＵＴ６１に格納してもよい。何れの場合であっ
ても、補正量Ｑ (i,j,k) を出力できれば、同様の効果が得られる。
【０３０２】
　また、図２０に示す構成では、予め決められた乗算係数αの乗算によって補正量Ｑを調
整しているが、これに限るものではなく、他の演算によって、補正量Ｑを調整してもよい
。ただし、乗算によって補正量Ｑを調整することによって、比較的小規模な回路で、比較
的高精度に補正量Ｑを調整できる。
【０３０３】
　さらに、乗算以外の演算として、補正量Ｑを用いず補正映像データＤ２を変更すること
によって補正量を変更可能な演算（例えば、加算など）を用いて補正量Ｑを調整する場合
は、例えば、減算器６３および加算器７２を削除するなどして、ＬＵＴ６１に格納された
補正映像データＤ２を変更して、補正量を調整してもよい。ただし、適切な調整量は、補
正量Ｑに応じて変換することが多いので、図２０に示すように補正量Ｑを求め、当該補正
量Ｑを調整した方が、比較的小規模な回路で、比較的高精度に補正量Ｑを調整できる。
【０３０４】
　一方、図２２に示すように、他の構成例に係る変調処理部３３ａは、第１および第２の
Ｉ／Ｐ変換処理部４１・４２の何れが選択されるかに応じて、補正映像データＤ２ (i,j,k
) を算出する際に参照するＬＵＴを切り換える構成である。
【０３０５】
　より詳細には、当該変調処理部３３ａは、第１および第２のＩ／Ｐ変換処理部４１・４
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２のそれぞれに対応して、上記両映像データＤ (i,j,k-1) ・Ｄ (i,j,k) の各組み合わせが
変調処理部３３へ入力された場合に変調処理部３３ａが出力すべき補正映像データＤ２ (i
,j,k) が格納されたＬＵＴ８１・８２と、当該ＬＵＴ８１・８２のうち、図１５に示す制
御部３４によって指示された方を参照して、補正映像データＤ２（ i,j,k) を求める演算
回路８３とを備えている。
【０３０６】
　上記ＬＵＴ６１と同様に、本構成例に係るＬＵＴ８１・８２の記憶している補正映像デ
ータＤ２に対応する上記組み合わせも、予め定められた組み合わせに制限されており、演
算回路８３は、ＬＵＴ８１または８２に記憶された各組み合わせに対応する補正映像デー
タＤ２ (i,j,k) を補間して、上記両映像データＤ (i,j,k) およびＤ (i,j,k-1) の組み合わ
せに対応する補正映像データＤ２ (i,j,k) を算出して出力している。
【０３０７】
　また、この構成では、制御部３４は、ＬＵＴ８１・８２の何れを選択するかを指示する
ことによって、変調処理部３３ａへ階調遷移強調の程度を指示しており、Ｉ／Ｐ変換処理
部３１において、第１のＩ／Ｐ変換処理部４１が選択される場合、制御部３４は、ＬＵＴ
８１の選択を指示する。一方、第２のＩ／Ｐ変換処理部４２の場合は、制御部３４は、Ｌ
ＵＴ８２の選択を指示する。ここで、ＬＵＴ８２には、ＬＵＴ８１よりも弱い程度に階調
遷移の強調された補正映像データＤ２が記憶されている。したがって、変調処理部３３ａ
は、第１のＩ／Ｐ変換処理部４１の場合よりも弱い程度に階調遷移を強調できる。
【０３０８】
　当該構成でも、図２０に示す構成と同様に、Ｉ／Ｐ変換処理部３１におけるＩ／Ｐ変換
方法に応じて、変調処理部３３ａにおける階調遷移強調の程度が変更されるので、画素の
応答速度向上と、画素アレイ２に表示される映像の品質の向上との双方を実現できる。
【０３０９】
　また、図２０に示す構成とは異なり、Ｉ／Ｐ変換処理部３１におけるＩ／Ｐ変換方法に
応じて、演算回路８３の参照するＬＵＴ（８１、８２）が切り換えられるので、各Ｉ／Ｐ
変換方法の場合に適切な補正映像データＤ２同士の相関が低く、図２０の構成、すなわち
、あるＩ／Ｐ変換方法に適した補正量Ｑを調整して、他のＩ／Ｐ変換方法に適した補正映
像データＤ２を算出する構成では、算出した値と、最適な補正映像データＤ２との間の誤
差が大きくなる場合であっても、高精度に、補正映像データＤ２を求めることができる。
【０３１０】
　尚、上記では、信号処理部２１へインタレースの映像信号が入力された場合を例にして
説明したが、本実施形態に係る信号処理部２１は、プログレッシブの映像信号の入力も受
け付け可能に構成されており、信号処理部２１は、プログレッシブの映像信号が入力され
た場合、当該映像信号を、上述の映像信号ＤＡＴとして、フレームメモリ３２および変調
処理部３３へ入力する。
【０３１１】
　この場合、制御部３４は、第１のＩ／Ｐ変換処理部４１が選択された場合と同様の階調
遷移強調の程度を変調処理部（３３・３３ａ）へ指示してもよいが、より高品質な映像の
表示が求められる場合には、Ｉ／Ｐ変換処理部３１がＩ／Ｐ変換するときとは異なる階調
遷移強調の程度を変調処理部へ指示する方が望ましい。
【０３１２】
　具体的には、プログレッシブの映像信号が入力される場合も、Ｉ／Ｐ変換処理部３１に
おいて、あるＩ／Ｐ変換方法が選択された場合と同様に扱い、例えば、変調処理部にプロ
グレッシブ用のＬＵＴを設けて、制御部３４が当該ＬＵＴの選択を指示したり、制御部３
４がプログレッシブ用の乗算係数を指示したりして、階調遷移強調の程度を変更する。
【０３１３】
　ここで、一般には、プログレッシブの映像信号が入力された場合、インタレースの映像
信号が入力された場合よりも、Ｉ／Ｐ変換に起因する不所望な階調遷移が発生しない。し
たがって、インタレースの映像信号が入力された場合は、プログレッシブの映像信号が入
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力された場合よりも、階調遷移強調の程度を弱く設定することによって、画素アレイ２に
表示される映像の品質を落とすことなく、光学応答速度を向上できる。
【０３１４】
　これにより、Ｉ／Ｐ変換の有無およびＩ／Ｐ変換方法に応じて階調遷移強調の程度を変
更でき、プログレッシブの映像信号が入力された場合であっても、Ｉ／Ｐ変換方法の何れ
が選択された場合であっても、常に、高品質な映像を画素アレイ２へ表示させることがで
きる。
【０３１５】
　〔第１０の実施形態〕
　ところで、第１の実施形態では、Ｉ／Ｐ変換処理部３１におけるＩ／Ｐ変換方法によっ
てのみ、階調遷移強調の程度が変更される構成を例にして説明したが、本実施形態では、
Ｉ／Ｐ変換方法と他のトリガとの組み合わせによって、階調遷移強調の程度を変更する構
成について説明する。尚、以下では、他のトリガとして、温度を例にして説明する。
【０３１６】
　すなわち、図２３に示すように、本実施形態に係る信号処理部２１ｂは、図１５に示す
信号処理部２１と略同様の構成であるが、温度センサ３５ｂが追加されており、制御部３
４ｂは、Ｉ／Ｐ変換処理部３１におけるＩ／Ｐ変換方法と、温度センサ３５ｂによって検
出された温度との組み合わせに応じて、変調処理部３３へ階調遷移強調の程度を指示する
。
【０３１７】
　尚、温度センサ３５ｂは、画素アレイ２内に設けることが望ましいが、これが構造上困
難な場合は、画素アレイ２にできるだけ近い場所に配置してもよい。また、温度センサ３
５ｂを構成するセンサの数は、１つに限るものではなく、複数個を、画素アレイ２の各部
位に対応して設けてもよい。尚、複数個設ける場合、温度センサ３５ｂは、それぞれから
の検出結果を平均した結果を検出値として出力してもよいし、各センサのうち、何れか変
化の大きいものからの値を検出値として出力してもよい。何れの場合であっても、画素ア
レイ２の温度を測定できれば、同様の効果が得られる。
【０３１８】
　ここで、例えば、液晶素子は、応答速度が温度によって変化するので、液晶素子によっ
て画素ＰＩＸが実現されている画像表示装置１では、適切な階調遷移強調の程度が、温度
によっても変化する。このように、画素ＰＩＸの応答速度が温度によって変化する場合は
、温度に拘わらず階調遷移強調の程度を固定してしまうと、適切に階調遷移を強調するこ
とができない。したがって、階調遷移強調のし過ぎや不足によって、画素アレイ２に表示
される映像に、不所望な白光りや黒尾引きが発生して、映像の品質を低下させる虞れがあ
る。
【０３１９】
　ところが、上記構成では、Ｉ／Ｐ変換方法だけではなく、装置内温度によっても階調遷
移強調の程度が変更されるので、Ｉ／Ｐ変換方法のみによって階調遷移強調の程度を変更
する構成よりも適切に階調遷移を強調でき、より高品質な映像を画素アレイ２へ表示させ
ることができる。
【０３２０】
　一例として、変調処理部３３が図２０に示す構成の場合、制御部３４ｂは、階調遷移強
調の程度として、Ｉ／Ｐ変換方法と、温度センサ３５ｂによって検出された温度との組み
合わせに応じた乗算係数αを、変調処理部３３へ指示する。
【０３２１】
　本実施形態に係る制御部３４ｂは、階調遷移強調の程度を決定する際、温度範囲を、例
えば、１５℃以下の温度範囲Ｒ１と、１５℃よりも大きく２５℃以下の温度範囲Ｒ２と、
２５℃より大きく３５℃以下の温度範囲Ｒ３と、３５℃より大きい温度範囲Ｒ４とに区別
して制御しており、第１のＩ／Ｐ変換処理部４１が選択された場合における各温度範囲Ｒ
１～Ｒ４に対応する乗算係数を、それぞれ、α１１～α１４とすると、α１１＞α１２＞
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α１３＞α１４となるように予め設定された乗算係数のうち、現在の温度範囲に対応する
乗算係数を、変調処理部３３へ指示する。同様に、第２のＩ／Ｐ変換処理部４２が選択さ
れた場合における上記各温度範囲Ｒ１～Ｒ４に対応する乗算係数を、それぞれ、α２１～
α２４とすると、α２１＞α２２＞α２３＞α２４となるように予め設定された乗算係数
のうち、現在の温度範囲に対応する乗算係数が、変調処理部３３へ指示される。
【０３２２】
　尚、第９の実施形態と同様に、各乗算係数は、同じ温度範囲同士で比較すると、第２の
Ｉ／Ｐ変換処理部４２の乗算係数の方が小さくなるように（α２１＜α１１、α２２＜α
１２、α２３＜α１３、α２４＜α１４）設定されている。また、第１のＩ／Ｐ変換処理
部４１が選択され、しかも、３５℃より大きい温度範囲Ｒ４の場合に適切と定められた階
調遷移の補正量Ｑを算出するための値（例えば、補正映像データＤ２など）が、ＬＵＴ６
１に格納されているときは、α１４が１に設定される。
【０３２３】
　上記構成では、上記各温度範囲Ｒ１～Ｒ４において、第１のＩ／Ｐ変換処理部４１が選
択されている場合と、上記各温度範囲Ｒ１～Ｒ４において、第２のＩ／Ｐ変換処理部４２
が選択されている場合との全てで、補正量Ｑを求めるためのＬＵＴ６１が共用されており
、補正映像データ演算部５２が制御部３４の指示に応じて補正量Ｑを調整することによっ
て、階調遷移強調の程度を変更している。したがって、図２２に示すように、それぞれ別
個にＬＵＴを設ける構成よりも回路規模を縮小できる。
【０３２４】
　尚、上記Ｉ／Ｐ変換方法および温度の組み合わせに適した補正映像データＤ２は、ある
程度、互いに相関していることが多いので、制御部３４ｂの指示に応じて補正量Ｑを調整
することによって、比較的小規模な回路で、比較的高精度に補正映像データＤ２を求める
ことができる。また、上記では、予め定められた複数の温度範囲（この例では、４つ）に
区分する構成を例にして説明したが、装置内温度に応じて、階調遷移強調の程度を変更で
きれば、例えば、装置内温度に対応する乗算係数を演算で求めてもよい。
【０３２５】
　一方、他の構成例として、変調処理部が図２２に示す変調処理部３３ａの場合、ＬＵＴ
として、第１のＩ／Ｐ変換処理部４１が選択されている場合の各温度範囲に対応するＬＵ
Ｔ８１１…と、第２のＩ／Ｐ変換処理部４２が選択されている場合の各温度範囲に対応す
るＬＵＴ８２１…とが設けられ、制御部３４ｂは、階調遷移強調の程度として、Ｉ／Ｐ変
換方法と、温度センサ３５ｂによって検出された温度との組み合わせに応じたＬＵＴを、
変調処理部３３ａへ指示する。
【０３２６】
　例えば、上述したように、４つの温度範囲Ｒ１～Ｒ４に区分している構成では、図２４
に示すように、第１のＩ／Ｐ変換処理部４１が選択されている場合に参照されるＬＵＴと
して、上記各温度範囲Ｒ１～Ｒ４に対応するＬＵＴ８１１～８１４が設けられており、第
２のＩ／Ｐ変換処理部４２が選択されている場合に参照されるＬＵＴとして、上記各温度
範囲Ｒ１～Ｒ４に対応するＬＵＴ８２１～８２４が設けられている。
【０３２７】
　例えば、第１のＩ／Ｐ変換処理部４１が選択されており、しかも、１５℃以下の温度範
囲Ｒ１の場合、制御部３４ｂは、両者に対応するＬＵＴとして、ＬＵＴ８１１の選択を指
示する。これにより、変調処理部３３ａは、ＬＵＴ８１１を参照して、階調遷移を強調し
、最も強く階調遷移を強調できる。一方、第２のＩ／Ｐ変換処理部４２が選択されており
、しかも、３５℃より大きい温度範囲Ｒ４の場合、制御部３４ｂは、両者に対応するＬＵ
Ｔとして、ＬＵＴ８２４の選択を指示する。これにより、変調処理部３３ａは、ＬＵＴ８
２１を参照して、階調遷移を強調し、最も弱く階調遷移を強調できる。
【０３２８】
　上記構成では、図２０に示す構成とは異なり、Ｉ／Ｐ変換処理部３１におけるＩ／Ｐ変
換方法に応じて、演算回路８３の参照するＬＵＴ（８１１～８２４）が切り換えられるの
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で、各Ｉ／Ｐ変換方法の場合に適切な補正映像データＤ２同士の相関が低く、図２０の構
成、すなわち、あるＩ／Ｐ変換方法に適した補正量Ｑを調整して、他のＩ／Ｐ変換方法に
適した補正映像データＤ２を算出する構成では、算出した値と、最適な補正映像データＤ
２との間の誤差が大きくなる場合であっても、高精度に、補正映像データＤ２を求めるこ
とができる。
【０３２９】
　以下では、さらに、他の構成例について、図２５および図２６を参照しながら説明する
。すなわち、当該構成例に係る信号処理部２１ｃでは、各温度範囲に対応したＬＵＴが設
けられている一方で、Ｉ／Ｐ変換処理部３１における各Ｉ／Ｐ変換方法の間で、補正映像
データＤ２を参照するために参照されるＬＵＴが共用されている。
【０３３０】
　より詳細には、図２５に示すように、変調処理部３３ｃにおいては、図２０に示す変調
処理部３３と略同様に、補正量演算部５１ｃおよび補正映像データ演算部５２が設けられ
ている。ただし、本構成例において、図２０に示す補正量演算部５１に代えて設けられた
補正量演算部５１ｃでは、演算回路６２ｃの参照するＬＵＴとして、各Ｉ／Ｐ変換方法に
対応した各ＬＵＴ８１・８２がそれぞれ設けられている。上記演算回路６２ｃは、制御部
３４ｃの指示されたＬＵＴを参照して、現フレームＦＲ (k) の映像データＤ (i,j,k) およ
び前フレームＦＲ (k-1) の映像データＤ (i,j,k-1) に対応する補正映像データＤ２（ i,j,
k) を求めている。
【０３３１】
　また、本構成例の場合は、図２３に示す制御部３４ｃは、階調遷移強調の程度として、
上記各ＬＵＴ８１・８２のうち、Ｉ／Ｐ変換方法に応じたＬＵＴと、温度センサ３５ｂに
よって検出された温度に応じた乗算係数αとの組み合わせを変調処理部３３ｃへ指示する
。
【０３３２】
　当該構成では、図２６に示すように、各Ｉ／Ｐ変換方法に対応するＬＵＴ８１・８２が
、各温度範囲Ｒ１～Ｒ４の間で共用されており、図２０の構成と同様に、補正映像データ
演算部５２が制御部３４ｃの指示に応じて補正量Ｑを調整することによって、階調遷移強
調の程度を変更している。したがって、図２２に示すように、温度範囲およびＩ／Ｐ変換
方法の組み合わせ毎に、別々のＬＵＴ８１１～８２４を設ける構成よりも、回路規模を縮
小できる。
【０３３３】
　また、本構成例では、各Ｉ／Ｐ変換方法に対応するＬＵＴ８１・８２が別々に設けられ
ており、何れのＩ／Ｐ変換方法が選択されているかに応じて、演算回路６２ｃの参照する
ＬＵＴを切り換えることによって、階調遷移強調の程度を変更している。したがって、各
Ｉ／Ｐ変換方法に適切な補正映像データＤ２同士の相関が低く、図２０の構成、すなわち
、あるＩ／Ｐ変換方法に適した補正量Ｑを調整して、他のＩ／Ｐ変換方法に適した補正映
像データＤ２を算出する構成では、算出した値と、最適な補正映像データＤ２との間の誤
差が大きくなる場合であっても、高精度に、補正映像データＤ２を求めることができる。
【０３３４】
　したがって、回路規模の縮小と、画素アレイ２へ表示する映像の品質向上とのバランス
の取れた画像表示装置１を実現できる。
【０３３５】
　尚、上記では、Ｉ／Ｐ変換方法に応じて補正映像データ演算部５２が補正量Ｑを調整し
、演算回路６２ｃが温度に応じて、参照するＬＵＴを切り換える構成を例にして説明した
が、現在の温度が何れの温度範囲に属しているかに応じて、演算回路６２ｃの参照するＬ
ＵＴを切り換えると共に、Ｉ／Ｐ変換方法に応じて、補正映像データ演算部５２が補正量
Ｑを調整してもよい。この場合は、図２６に示すように、各温度範囲Ｒ１～Ｒ４に対応す
るＬＵＴ８１１～８１４が、各Ｉ／Ｐ変換方法の間で共用されているので、別々のＬＵＴ
８１１～８２４を設ける構成よりも、回路規模を縮小できると共に、各温度範囲Ｒ１～Ｒ
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４に対応するＬＵＴ８１１～８１４が別々に設けられているので、各温度範囲Ｒ１～Ｒ４
に適切な補正映像データＤ２同士の相関が低い場合であっても、高精度に、補正映像デー
タＤ２を求めることができる。
【０３３６】
　ただし、各Ｉ／Ｐ変換方法に適切な補正映像データＤ２同士の相関よりも、各温度範囲
に適切な補正映像データＤ２同士の相関の方が高い場合、あるいは、Ｉ／Ｐ変換方法の種
類の方が温度範囲の数よりも少なく、しかも、回路規模の縮小が特に求められている場合
には、図２５に示すように、温度に応じて補正量Ｑを調整する方が望ましい。
【０３３７】
　また、上記では、Ｉ／Ｐ変換方法および温度の一方の間でＬＵＴを共用すると共に、一
方に基づいて、補正量を調整し、他方に基づいてＬＵＴを切り換える構成について説明し
たが、Ｉ／Ｐ変換方法および温度の組み合わせ同士の間でＬＵＴを共有すると共に、何れ
の組み合わせかに応じて補正量を調整してもよい。ただし、上記のように、Ｉ／Ｐ変換方
法および温度の一方の間でＬＵＴを共用すれば、一方のみに基づいて補正量を調整し、他
方のみに基づいてＬＵＴを切り換えることができるので、回路規模を縮小できる。
【０３３８】
　さらに、上記では、ＬＵＴの回路規模を削減するために、演算回路６２ｃが補間演算す
る構成を例にして説明したが、上述したように、補間演算せず、全ての階調同士の組み合
わせ（例えば、２５６×２５６通り）に対応する補正映像データＤ２を記憶して用いても
よい。この場合、演算回路６２ｃは、制御部３４ｃの指示に応じて、参照するＬＵＴを切
り換えると共に、現フレームＦＲ (k) の映像データＤ (i,j,k) および前フレームＦＲ (k-1
) の映像データＤ (i,j,k-1) に対応してＬＵＴに格納された補正映像データＤ２（ i,j,k)
 を出力する。さらに、上記では、ＬＵＴに補正映像データＤ２が格納され、制御部３４
ｃが補正映像データ演算部５２へ乗算係数を指示することによって補正量Ｑを調整する構
成を例にして説明したが、上述したように、補正量をＬＵＴに格納してもよいし、他の演
算によって補正量Ｑを調整してもよい。
【０３３９】
　以下では、図２７～図３０を参照して、Ｉ／Ｐ変換方法間でＬＵＴを共用しているにも
拘わらず、補正映像データ演算部５２を設けずに、Ｉ／Ｐ変換方法に応じて階調遷移強調
の程度を変更可能な構成について説明する。
【０３４０】
　すなわち、図２７に示すように、本構成例に係る信号処理部２１ｄでは、図２６と同様
に、各Ｉ／Ｐ変換方法間でＬＵＴが共用されており、変調処理部として、図２２に示す変
調処理部３３ｃが設けられている。
【０３４１】
　ただし、本構成例では、図２７に示すように、各ＬＵＴを切り換える温度が各Ｉ／Ｐ変
換方法毎に異なって設定されており、制御部３４ｄは、階調遷移強調の程度を弱く設定す
べきＩ／Ｐ変換方法である程、より低い温度の時点で、より高い温度範囲に対応するＬＵ
Ｔへの切り換えが出されるように、ＬＵＴの切り換えを指示している。
【０３４２】
　例えば、４つの温度範囲Ｒ１～Ｒ４に対応するＬＵＴ８１１～８１４が設けられている
場合を例にして説明する。階調遷移強調の程度をより強く設定すべきＩ／Ｐ変換方法が選
択されている場合、すなわち、第１のＩ／Ｐ変換処理部４１が選択されている場合、制御
部３４ｃは、装置内温度が１５℃を超えた時点で、より高い温度範囲に対応するＬＵＴ８
１２への切り換えを指示する。
【０３４３】
　一方、階調遷移強調の程度をより弱く設定すべきＩ／Ｐ変換方法が選択されている場合
、すなわち、第２のＩ／Ｐ変換処理部４２が選択されている場合、制御部３４ｃは、第１
のＩ／Ｐ変換処理部４１の場合よりも低い温度の時点（図の例では、装置内温度が１０℃
を超えた時点）で、ＬＵＴ８１２への切り換えを指示する。
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【０３４４】
　ここで、上述したように、各ＬＵＴ８１１～８１４は、高い温度範囲に対応するＬＵＴ
程、階調遷移強調の程度が弱くなるように設定されている。したがって、制御部３４ｃが
階調遷移強調の程度の指示として、上述したように、ＬＵＴの切り換えを指示することに
よって、同じ温度の場合で比較すると、第２のＩ／Ｐ変換処理部４２の階調遷移強調の程
度を、第１のＩ／Ｐ変換処理部４１と同じか、弱くなるように設定できる。この結果、補
正映像データ演算部５２が設けられていないにも拘わらず、Ｉ／Ｐ変換方法に応じて階調
遷移強調の程度を変更でき、図２５に示すように、補正映像データ演算部５２を設ける構
成よりも、回路規模を縮小できる。
【０３４５】
　上記制御部３４ｄは、例えば、図２８または図２９に示すように構成できる。すなわち
、図２８に示す制御部３４ｄは、温度センサ３５ｂによって検出された温度を示す検出値
と、指示された閾値とを比較して、温度センサ３５ｂによって検出された温度が、温度範
囲の何れに属しているかを判定し、判定結果に応じたＬＵＴの選択を変調処理部３３ｃへ
指示する判定処理部９１と、Ｉ／Ｐ変換処理部３１におけるＩ／Ｐ変換方法に応じて、上
記判定処理部９１へ指示する閾値を変更する閾値変更処理部９２とを備えている。
【０３４６】
　例えば、切り換え温度が図２７に示す温度の場合を例にして説明すると、閾値変更処理
部９２は、第１のＩ／Ｐ変換処理部４１が選択されている場合、閾値として、１５℃、２
５℃および３５℃を指示する。これより、判定処理部９１は、１５℃以下の温度範囲の場
合は、ＬＵＴ８１１の選択を指示し、１５℃より大きく２５℃以下の温度範囲、２５℃よ
り大きく３５℃以下の温度範囲、および、３５℃より大きい温度範囲の場合に、それぞれ
、ＬＵＴ８１２、ＬＵＴ８１３またはＬＵＴ８１４の選択を指示する。
【０３４７】
　一方、第２のＩ／Ｐ変換処理部４２が選択されている場合は、閾値として、１０℃、２
０℃および３０℃が指示される。これにより、判定処理部９１は、１０℃以下の温度範囲
、１０℃より大きく２０℃以下の温度範囲、２０℃より大きく３０℃以下の温度範囲、お
よび、３０℃より大きい温度範囲の場合に、それぞれ、ＬＵＴ８１１、ＬＵＴ８１２、Ｌ
ＵＴ８１３またはＬＵＴ８１４の選択を指示する。
【０３４８】
　これにより、図２８に示す制御部３４ｄは、階調遷移強調の程度を弱く設定すべきＩ／
Ｐ変換方法である程、より低い温度の時点で、より高い温度範囲に対応するＬＵＴへの切
り換えが出されるように、ＬＵＴの切り換えを指示できる。
【０３４９】
　ところで、上記では、Ｉ／Ｐ変換方法に応じて、温度センサ３５ｂの検出値と比較する
閾値を変更することによって、切り換える温度を変更したが、Ｉ／Ｐ変換方法に拘わらず
、各閾値を固定しておき、判定処理部９１の判定前に、温度センサ３５ｂの検出値を変更
してもよい。
【０３５０】
　具体的には、図２９に示す制御部３４ｄには、閾値変更処理部９２に代えて、Ｉ／Ｐ変
換方法に拘わらず、一定の閾値を判定処理部９１へ指示する閾値設定部９３が設けられて
いる。さらに、温度センサ３５ｂと判定処理部９１との間には、Ｉ／Ｐ変換方法に応じて
、温度センサ３５ｂの検出値を変更する演算部９４が設けられている。
【０３５１】
　例えば、切り換え温度が図２７に示す温度の場合を例にして説明すると、演算部９４は
、第２のＩ／Ｐ変換処理部４２が選択されている場合は、第１のＩ／Ｐ変換処理部４１の
場合よりも５℃だけ温度センサ３５ｂの検出値が高くなるように、検出値を制御する。一
例として、閾値設定部９３が、一定の閾値として、１５℃、２５℃および３５℃を判定処
理部９１へ指示している構成の場合、演算部９４は、第１のＩ／Ｐ変換処理部４１が選択
されている場合は、検出値を変更せず、第２のＩ／Ｐ変換処理部４２が選択されている場
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合は、温度検出値へ５℃を加算する。
【０３５２】
　このように、温度検出値をＩ／Ｐ変換方法に応じて変更する構成でも、制御部３４ｄは
、階調遷移強調の程度を弱く設定すべきＩ／Ｐ変換方法である程、より低い温度の時点で
、より高い温度範囲に対応するＬＵＴへの切り換えを指示できる。
【０３５３】
　ここで、上記では、図２５～図２９を参照しながら、Ｉ／Ｐ変換方法の間で、全てのＬ
ＵＴが共用されている場合を例にして説明したが、これに限るものではなく、一部のＬＵ
Ｔのみを共用してもよい。尚、一部のＬＵＴを共用する構成は、図２５および図２６に示
すように、補正映像データ演算部５２を設けた構成にも適用できるが、以下では、図３０
を参照しながら、図２７のように、補正映像データ演算部５２を設けず、ＬＵＴの切り換
え温度を変更する構成を例にして説明する。
【０３５４】
　すなわち、本構成例に係る信号処理部２１ｅでは、図２７と同様に、Ｉ／Ｐ変換方法の
間で、各ＬＵＴ８１１～８１３が共用されているが、階調遷移強調の程度が最も弱い温度
範囲については、図２２に示す変調処理部３３ｅのように、Ｉ／Ｐ変換方法毎に相異なる
各ＬＵＴ８１４・８２４が設けられている。尚、ＬＵＴ８１４が第１のＩ／Ｐ変換処理部
４１に対応し、ＬＵＴ８２４が第２のＩ／Ｐ変換処理部４２に対応している。
【０３５５】
　これに伴なって、制御部３４ｅは、図２２に示す制御部３４ｄと同様に、階調遷移強調
の程度を弱く設定すべきＩ／Ｐ変換方法である程、より低い温度の時点で、より高い温度
範囲に対応するＬＵＴへの切り換えが出されるように、ＬＵＴの切り換えを指示している
が、各Ｉ／Ｐ変換方法において、温度センサ３５ｂによって検出された温度が、最も高い
温度範囲に属している場合、各Ｉ／Ｐ変換方法毎に設けられた各ＬＵＴ８１４・８２４の
うち、現在選択中のＩ／Ｐ変換方法に応じたＬＵＴを選択するように、変調処理部３３ｅ
へ指示する。
【０３５６】
　当該構成では、Ｉ／Ｐ変換方法の間で、各温度範囲に対応するＬＵＴの一部が共用され
ているので、各Ｉ／Ｐ変換方法間で、互いに異なるＬＵＴを設ける構成よりも、ＬＵＴに
必要な回路規模を縮小できる。一方、残余の温度範囲では、Ｉ／Ｐ変換方法毎に、ＬＵＴ
が設けられているので、Ｉ／Ｐ変換方法間で、ＬＵＴを共用すると、階調遷移を適切に強
調できない温度範囲が存在する場合でも、各Ｉ／Ｐ変換方法に適した程度で階調遷移強調
を強調できる。この結果、回路規模の縮小と、画素アレイ２へ表示する映像の品質向上と
のバランスの取れた画像表示装置１を実現できる。
【０３５７】
　尚、本実施形態でも、第９の実施形態と同様に、プログレッシブの映像信号が入力され
る場合も、Ｉ／Ｐ変換処理部３１において、あるＩ／Ｐ変換方法が選択された場合と同様
に扱い、例えば、変調処理部にプログレッシブ用のＬＵＴを設けて、制御部３４が当該Ｌ
ＵＴの選択を指示したり、制御部３４がプログレッシブ用の乗算係数を指示したり、プロ
グレッシブ用の切り換え温度でＬＵＴの切り換えを指示したりして、階調遷移強調の程度
を変更してもよい。
【０３５８】
　ここで、一般には、プログレッシブの映像信号が入力された場合、インタレースの映像
信号が入力された場合よりも、Ｉ／Ｐ変換に起因する不所望な階調遷移が発生しない。し
たがって、インタレースの映像信号が入力された場合は、プログレッシブの映像信号が入
力された場合よりも、階調遷移強調の程度を弱く設定することによって、画素アレイ２に
表示される映像の品質を落とすことなく、応答速度を向上できる。
【０３５９】
　これにより、Ｉ／Ｐ変換の有無およびＩ／Ｐ変換方法と温度との組み合わせに応じて階
調遷移強調の程度を変更でき、プログレッシブの映像信号が入力された場合であっても、
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Ｉ／Ｐ変換方法の何れが選択された場合であっても、常に、高品質な映像を画素アレイ２
へ表示させることができる。
【０３６０】
　ところで、上記第９および第１０の実施形態では、変調処理部（３３～３３ｅ）が１フ
レーム前の映像データＤ (i,j,k-1) と現フレームの映像データＤ (i,j,k) とに基づいて、
前フレームから現フレームへの階調遷移を強調するように、映像データＤ (i,j,k) を補正
しているが、これに限るものではない。上記両映像データＤ (i,j,k-1) ・Ｄ (i,j,k) に加
えて、前々フレームの映像データＤ (i,j,k-2) などを参照して、階調遷移を強調してもよ
い。少なくとも、１フレーム前の映像データＤ (i,j,k-1) と現フレームの映像データＤ (i
,j,k) とに基づいて、前フレームから現フレームへの階調遷移を強調できれば、同様の効
果が得られる。ただし、上記各実施形態のように、１フレーム前および現フレームの映像
データＤ (i,j,k-1) ・Ｄ (i,j,k) に基づいて階調遷移を強調すれば、それよりも前の映像
データにも基づいて階調遷移を強調する場合よりも、記憶しておく必要のあるデータ量を
削減でき、回路規模を縮小できる。
【０３６１】
　また、上記各実施形態では、信号処理部を構成する各部材のうち、制御部（３４～３４
ｅ）が「ＣＰＵなどの演算手段がＲＯＭやＲＡＭなどの記録媒体に格納されたプログラム
コードを実行することで実現される機能ブロック」であり、残余の部材が、ハードウェア
によって実現されている場合を例にして説明したが、制御部を同様の処理を行うハードウ
ェアで実現してもよいし、上記残余の部材を制御部と同様な機能ブロックにより実現して
もよい。また、信号処理部２１を構成する各部材は、処理の一部を行うハードウェアと、
当該ハードウェアの制御や残余の処理を行うプログラムコードを実行する上記演算手段と
を組み合わせても実現することもできる。
【０３６２】
　さらに、上記各部材のうち、ハードウェアとして説明した部材であっても、処理の一部
を行うハードウェアと、当該ハードウェアの制御や残余の処理を行うプログラムコードを
実行する上記演算手段とを組み合わせても実現することもできる。尚、上記演算手段は、
単体であってもよいし、装置内部のバスや種々の通信路を介して接続された複数の演算手
段が共同してプログラムコードを実行してもよい。また、上記各部材のうちの記憶部（フ
レームメモリやＬＵＴなど）は、メモリなどの記憶装置自体であってもよい。また、セレ
クタ４３はハードウェアのスイッチング素子に限らず、一方のＩ／Ｐ変換方法のみを選択
的に機能させるものであればよいことは言うまでもない。
【０３６３】
　上記演算手段によって直接実行可能なプログラムコード自体、または、後述する解凍な
どの処理によってプログラムコードを生成可能なデータとしてのプログラムは、当該プロ
グラム（プログラムコードまたは上記データ）を記録媒体に格納し、当該記録媒体を配付
したり、あるいは、上記プログラムを、有線または無線の通信路を介して伝送するための
通信手段で送信したりして配付され、上記演算手段で実行される。
【０３６４】
　尚、通信路を介して伝送する場合、通信路を構成する各伝送媒体が、プログラムを示す
信号列を伝搬し合うことによって、当該通信路を介して、上記プログラムが伝送される。
また、信号列を伝送する際、送信装置が、プログラムを示す信号列により搬送波を変調す
ることによって、上記信号列を搬送波に重畳してもよい。この場合、受信装置が搬送波を
復調することによって信号列が復元される。
【０３６５】
　一方、上記信号列を伝送する際、送信装置が、デジタルデータ列としての信号列をパケ
ット分割して伝送してもよい。この場合、受信装置は、受信したパケット群を連結して、
上記信号列を復元する。また、送信装置が、信号列を送信する際、時分割／周波数分割／
符号分割などの方法で、信号列を他の信号列と多重化して伝送してもよい。この場合、受
信装置は、多重化された信号列から、個々の信号列を抽出して復元する。何れの場合であ
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っても、通信路を介してプログラムを伝送できれば、同様の効果が得られる。
【０３６６】
　ここで、プログラムを配付する際の記録媒体は、取外し可能である方が好ましいが、プ
ログラムを配付した後の記録媒体は、取外し可能か否かを問わない。また、上記記録媒体
は、プログラムが記憶されていれば、書換え（書き込み）可能か否か、揮発性か否か、記
録方法および形状を問わない。記録媒体の一例として、磁気テープやカセットテープなど
のテープ、あるいは、フロッピー（登録商標）ディスクやハードディスクなどの磁気ディ
スク、または、ＣＤ－ＲＯＭや光磁気ディスク（ＭＯ）、ミニディスク（ＭＤ）やデジタ
ルビデオディスク（ＤＶＤ）などのディスクが挙げられる。また、記録媒体は、ＩＣカー
ドや光カードのようなカード、あるいは、マスクＲＯＭやＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭまた
はフラッシュＲＯＭなどのような半導体メモリであってもよい。あるいは、ＣＰＵなどの
演算手段内に形成されたメモリであってもよい。
【０３６７】
　尚、上記プログラムコードは、上記各処理の全手順を上記演算手段へ指示するコードで
あってもよいし、所定の手順で呼び出すことで、上記各処理の一部または全部を実行可能
な基本プログラム（例えば、オペレーティングシステムやライブラリなど）が既に存在し
ていれば、当該基本プログラムの呼び出しを上記演算手段へ指示するコードやポインタな
どで、上記全手順の一部または全部を置き換えてもよい。
【０３６８】
　また、上記記録媒体にプログラムを格納する際の形式は、例えば、実メモリに配置した
状態のように、演算手段がアクセスして実行可能な格納形式であってもよいし、実メモリ
に配置する前で、演算手段が常時アクセス可能なローカルな記録媒体（例えば、実メモリ
やハードディスクなど）にインストールした後の格納形式、あるいは、ネットワークや搬
送可能な記録媒体などから上記ローカルな記録媒体にインストールする前の格納形式など
であってもよい。
【０３６９】
　また、プログラムは、コンパイル後のオブジェクトコードに限るものではなく、ソース
コードや、インタプリトまたはコンパイルの途中で生成される中間コードとして格納され
ていてもよい。何れの場合であっても、圧縮された情報の解凍、符号化された情報の復号
、インタプリト、コンパイル、リンク、または、実メモリへの配置などの処理、あるいは
、各処理の組み合わせによって、上記演算手段が実行可能な形式に変換可能であれば、プ
ログラムを記録媒体に格納する際の形式に拘わらず、同様の効果を得ることができる。
【０３７０】
　尚、上記各実施形態においては、少なくとも１フレーム前の映像データと現フレームの
映像データとの比較を行い、該比較結果に基づいて、液晶表示パネルへ供給する映像デー
タを強調変換することにより、前記液晶表示パネルの光学応答特性を補償する液晶表示制
御方法であって、入力映像データがインタレース信号である場合、複数の変換方法の何れ
かに従って、該インタレース信号をプログレッシブ信 変換する工程と、前記液晶表示
パネルが所定期間内において前記映像データの定める透過率となるように、前記変換され
た映像データの強調変換を行う工程とを有し、前記複数の変換方法の何れに従って変換す
るかに応じて、前記映像データに対する強調変換度合いを可変制御することを特徴として
いる。
【０３７１】
　また、上記工程に加えて、現フレームの映像データと少なくとも１フレーム前の映像デ
ータとから指定される強調変換パラメータが格納されたテーブルメモリを参照する工程と
、前記強調変換パラメータを用いて、前記映像データに強調演算を施す工程と、前記強調
演算による出力データに対し、前記複数の変換方法の何れに従って変換するかに応じて、
異なる係数を乗算する工程とを有していてもよい。
【０３７２】
　また、上記工程に加えて、入力映像データが第１の変換方法で変換される場合に参照す
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る、現フレームの映像データと少なくとも１フレーム前の映像データとから指定される強
調変換パラメータが格納されたテーブルメモリを参照する工程と、入力映像データが第２
の変換方法で変換される場合に参照する、現フレームの映像データと少なくとも１フレー
ム前の映像データとから指定される強調変換パラメータが格納されたテーブルメモリを参
照する工程と、前記複数の変換方法の何れに従って変換するかに応じて前記テーブルメモ
リから読み出される前記強調変換パラメータを用いて、前記変換された映像データに強調
演算を施す工程とを有していてもよい。
【０３７３】
　さらに、上記工程に加えて、装置内温度を検出する工程と、前記装置内温度の検出結果
に基づき、前記映像データに対する強調変換度合いを可変する工程と有していてもよい。
【０３７４】
　また、上記工程に加えて、現フレームの映像データと少なくとも１フレーム前の映像デ
ータとから指定される強調変換パラメータが格納されたテーブルメモリを参照する工程と
、前記強調変換パラメータを用いて、前記変換された映像データに強調演算を施す工程と
、前記強調演算の出力データに対し、前記複数の変換方法の何れに従って変換するかと前
記装置内温度の検出結果とに応じて、異なる係数を乗算する工程とを有していてもよい。
【０３７５】
　さらに、上記工程に加えて、入力映像データが第１の変換方法で変換される場合に参照
する、現フレームの映像データと少なくとも１フレーム前の映像データとから指定される
強調変換パラメータが格納されたテーブルメモリを参照する工程と、入力映像データが第
２の変換方法で変換される場合に参照する、現フレームの映像データと１フレーム前の映
像データとから指定される強調変換パラメータが格納されたテーブルメモリを参照する工
程と、前記複数の変換方法の何れに従って変換するかに応じて、前記テーブルメモリから
読み出される前記強調変換パラメータを用いて、前記変換された映像データに強調演算を
施す工程と、前記強調演算の出力データに対し、前記装置内温度の検出結果に応じて異な
る係数を乗算する工程とを有していてもよい。
【０３７６】
　また、上記工程に加えて、入力映像データが第１の変換方法で変換される場合に参照す
る、複数の装置内温度毎に対応した、現フレームの映像データと少なくとも１フレーム前
の映像データとから指定される強調変換パラメータが格納されたテーブルメモリを参照す
る工程と、入力映像データが第２の変換方法で変換される場合に参照する、複数の装置内
温度毎に対応した、現フレームの映像データと少なくとも１フレーム前の映像データとか
ら指定される強調変換パラメータが格納されたテーブルメモリを参照する工程と、前記複
数の変換方法の何れに従って変換するかと前記装置内温度の検出結果とに応じて、前記テ
ーブルメモリから読み出される前記強調変換パラメータを用いて、前記変換された映像デ
ータに強調演算を施す工程とを有していてもよい。
【０３７７】
　さらに、上記工程に加えて、複数の装置内温度毎に対応した、現フレームの映像データ
と少なくとも１フレーム前の映像データとから指定される強調変換パラメータが格納され
たテーブルメモリを参照する工程と、前記複数の変換方法の何れに従って変換するかによ
って定められた切換温度と前記装置内温度の検出結果との比較結果に応じて、前記テーブ
ルメモリから読み出される前記強調変換パラメータを用いて、前記変換された映像データ
に強調演算を施す工程とを有していてもよい。
【０３７８】
　また、上記工程に加えて、前記装置内温度の検出結果である温度データに対して、前記
複数の変換方法毎に定められた所定の演算を施す工程と、前記演算が施された温度データ
と、予め決められた所定の閾値温度データとを比較する工程と、前記比較の結果に応じて
、前記強調変換パラメータを切り換え制御する切換制御信号を生成する工程とを有してい
てもよい。
【０３７９】
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　さらに、前記装置内温度の検出結果である温度データと、前記複数の変換方法毎に決め
られた所定の閾値温度データとを比較する工程と、前記比較の結果に応じて、前記強調変
換パラメータを切り換え制御する切換制御信号を生成する工程とを有していてもよい。
【０３８０】
　なお、上記実施の各形態では、一例として、例えば、映像データの１フレーム（１コマ
）の映像全体を、映像データの１フレーム期間（例えば、１６．７ｍｓｅｃ）に渡って書
き込み走査する駆動方法、すなわち、１垂直期間（１フレームの期間）が１垂直表示期間
と一致する駆動方法を画像表示装置に採用した場合を例にして説明したが、これに限るも
のではない。例えば、１フレーム期間内に対し、映像を表示する期間（映像表示期間）と
暗表示（例えば、黒表示）する期間（暗表示期間）とを分割して設ける駆動方法（擬似イ
ンパルス駆動方法）を液晶表示装置などの画像表示装置に採用してもよい。
【０３８１】
　また、上記実施の各形態では、１フレーム前の入力映像データと現フレームの入力映像
データとの組み合わせに応じた強調変換データを制御回路１２に出力する場合を例にして
説明したが、これに限るものではない。例えば、１フレーム前の入力映像データだけでは
なく、１フレームよりも前の入力映像データ（例えば、２フレーム前の入力映像データな
ど）をも参照して、強調変換データを決定してもよい。いずれの場合であっても、少なく
とも１フレーム前の入力映像データを参照して強調変換データを決定すれば、同様の効果
が得られる。ただし、より以前の入力映像データを参照して強調変換データを決定するた
めには、より大きな記憶容量のフレームメモリが必要になる。したがって、記憶容量の削
減が求められる場合には、上記実施の各形態のように、各フレームの入力映像データのう
ち、１フレーム前の入力映像データと現フレームの入力映像データとのみを参照して、強
調変換データを決定することが望ましい。
【０３８２】
　さらに、上記実施の各形態では、１フレーム前の入力映像データを参照して強調変換デ
ータを制御回路１２に出力しているが、実際に入力された、１フレーム前の入力映像デー
タに代えて、１フレーム前の入力映像データの書き込みによって、液晶パネルの画素が実
際に到達している階調レベルを予測し、当該予測値を、上記１フレーム前の映像データ（
Previous Data ）として参照してもよい。なお、この場合であっても、到達階調予測のた
めに、１フレーム前の入力映像データが参照される。いずれの場合であっても、少なくと
も１フレーム前の入力映像データと現フレームの入力映像データとに基づいて、強調変換
データを決定すれば、同様の効果が得られる。
【０３８３】
　なお、上記実施の各形態においては、変調処理部３３（３３ａ）が、ＯＳテーブルメモ
リであるＬＵＴ６１、８１～８２に格納されたパラメータ（強調変換パラメータ）である
補正映像データＤ２ (i,j,k) を参照して強調変換する場合を例にして説明したが、これに
限るものではない。例えば、変調処理部は、Ｍ番目のフレームの入力映像データ（ Curren
t Data）と、フレームメモリ３２に格納されたＭ－１番目のフレームの入力映像データ (P
revious Data )とを変数とする２次元関数ｆ（ Current Data, Previous Data）などの関
数によって、液晶表示のパネル１１の光学応答特性を補償する補正（強調）変換データを
算出してもよい。
【産業上の利用可能性】
【０３８４】
　本発明によれば、インタレース／プログレッシブ変換の変換方法に応じて、階調遷移強
調の程度または強調変換度合いを変更するので、何れの変換方法でプログレッシブの映像
信号が生成される場合であっても、常時、適切な程度（度合い）で階調遷移強調（強調変
換）が可能になる。したがって、上記液晶表示装置の応答速度向上と、上記液晶表示装置
に表示される映像の品質の向上との双方を実現でき、液晶テレビジョン受像機や液晶モニ
タをはじめとして、種々の液晶表示装置の実現に好適に使用できる。
【図面の簡単な説明】
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【０３８５】
【図１】本発明の液晶表示装置の第１の実施形態を説明するための図である。
【図２】図１のＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）を参照して得られるＯＳパラメータと入力
信号種別に応じて与えられる乗算係数とを用いて液晶表示パネルに供給する強調変換デー
タを求める場合を説明するための図である。
【図３】入力画像データがプログレッシブ信号である場合に参照するＯＳテーブルメモリ
（ＲＯＭ）と、入力画像データがインターレース信号である場合に参照するＯＳテーブル
メモリ（ＲＯＭ）とを個別に設けた場合の第２の実施形態を示す図である。
【図４】図１の構成に温度センサを追加し、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）を参照して得
られるＯＳパラメータと、入力画像データの信号種別及び装置内温度に応じた乗算係数を
用いて、画像データに対する強調変換処理を行わせる場合の第３の実施形態を示す図であ
る。
【図５】図４のＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）を入力画像データがプログレッシブ信号で
ある場合に参照するＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）と、入力画像データがインターレース
信号である場合に参照するＯＳパラメータが格納されたＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）と
を個別に設けた構成とし、装置内温度に応じた乗算係数を用いて画像データに対する強調
変換度合いを可変する場合の第４の実施形態を示す図である。
【図６】図５のＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）を参照して得られるＯＳパラメータと温度
センサによる温度検出データに応じた乗算係数とを用いて強調変換データを求める場合を
説明するための図である。
【図７】入力画像データがプログレッシブ信号である場合に参照する、複数の温度範囲の
それぞれに対応したＯＳパラメータが格納されたＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）と、入力
画像データがインターレース信号である場合に参照する、複数の温度範囲のそれぞれに対
応したＯＳパラメータが格納されたＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）とを個別に設けた構成
とした場合の第５の実施形態を示す図である。
【図８】図７の制御ＣＰＵの詳細を説明するための図である。
【図９】図７のＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）を入力画像データの信号種別及び装置内温
度に応じて切り換え選択する動作を説明するための図である。
【図１０】入力画像データがプログレッシブ信号である場合とインターレース信号である
場合とでＯＳパラメータを共用した場合の第６の実施形態を示す図である。
【図１１】図１０の制御ＣＰＵの詳細を示す図である。
【図１２】図１０のＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）を入力画像データの信号種別及び装置
内温度に応じて切り換え選択する動作を説明するための図である。
【図１３】図１０の制御ＣＰＵとして別の構成を備えた場合の第７の実施形態を示す図で
ある。
【図１４】入力画像データがプログレッシブ信号の場合とインターレース信号の場合とで
、一部のＯＳパラメータのみを共用した場合の第８の実施形態を示す図である。
【図１５】本発明のさらに他の実施形態を示すものであり、信号処理部の要部構成を示す
ブロック図である。
【図１６】上記信号処理部を含む画像表示装置の要部構成を示すブロック図である。
【図１７】上記画像表示装置に設けられた画素の構成例を示す回路図である。
【図１８】上記画像表示装置の駆動方法を示す図面である。
【図１９】フィールドの映像信号を複写してプログレッシブの映像信号を生成する場合に
フリッカが発生する原因を示す図面である。
【図２０】上記信号処理部に設けられた変調処理部の構成例を示すものであり、変調処理
部の要部構成を示すブロック図である。
【図２１】上記変調処理部に設けられたルックアップテーブルに格納されたデータを示す
図面である。
【図２２】他の構成例を示すものであり、変調処理部の要部構成を示すブロック図である
。
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【図２３】本発明の他の実施形態を示すものであり、信号処理部の要部構成を示すブロッ
ク図である。
【図２４】上記信号処理部に設けられたルックアップテーブル同士の関係を示す図面であ
る。
【図２５】上記信号処理部に設けられた変調処理部の構成例を示すものであり、変調処理
部の要部構成を示すブロック図である。
【図２６】上記信号処理部に設けられたルックアップテーブル同士の関係を示す図面であ
る。
【図２７】他の構成例を示すものであり、信号処理部に設けられたルックアップテーブル
同士の関係を示す図面である。
【図２８】上記信号処理部に設けられた制御部の構成例を示すものであり、制御部の要部
構成を示すブロック図である。
【図２９】他の構成例を示すものであり、制御部の要部構成を示すブロック図である。
【図３０】他の構成例を示すものであり、信号処理部に設けられたルックアップテーブル
同士の関係を示す図面である。
【図３１】従来の液晶表示装置の一構成例を示す図である。
【図３２】図３１の制御ＣＰＵの一構成例を示す図である。
【図３３】図３１のＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）を装置内温度に応じて切り換え選択す
る動作を説明するための図である。
【図３４】図３１の液晶表示装置におけるオーバーシュート駆動を説明するための図であ
る。
【図３５】従来のＩ／Ｐ変換処理を説明するための図である。
【図３６】図３５のＩ／Ｐ変換処理によって表示画像の輪郭位置がフレーム毎に変化して
しまうことを説明するための図である。
【符号の説明】
【０３８６】
　　　１　　　　　　　画像表示装置（液晶表示装置）
　　２１～２１ｅ　　　信号処理部（液晶表示装置の信号処理装置）
　　３１　　　　　　　Ｉ／Ｐ変換処理部（変換手段；Ｉ／Ｐ変換手段）
　　３３～３３ｅ　　　変調処理部（補正手段；強調変換手段）
　　３４～３４ｅ　　　制御部
　　５１・５１ｃ　　　補正量演算部（演算部）
　　５２　　　　　　　補正映像データ演算部（調整手段）
　　６１・８１・８２・８１１～８２４　ルックアップテーブル（テーブルメモリ）
　　７１・１１４ｂ　　乗算器（乗算部）
　　９１　　　　　　　判定処理部（比較部；制御信号出力部）
　　９２　　　　　　　閾値変更処理部（演算式格納部；演算部）
　　９３　　　　　　　閾値設定部（閾値温度データ格納部）
　　９４・１１２ｆ　　演算部
　１１１　　　　　　　Ｉ／Ｐ変換部（変換手段；Ｉ／Ｐ変換手段）
　１１２Ａ～１１２Ｇ　制御ＣＰＵ（制御手段）
　１１２ａ　　　　　　閾値判別部（比較部）
　１１２ｂ，１１２ｃ　制御信号出力部
　１１２ｅ　　　　　　演算式格納部
　１１２ｉ　　　　　　閾値温度データ格納部
　１１２ｊ　　　　　　閾値判別部（比較部）
　１１３，１１３ａ～１１３ｅ　ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ；テーブルメモリ）
　１１４Ａ～１１４Ｆ　強調変換部（強調変換手段；補正手段）
　１１５　　　　　　　フレームメモリ
　１１６　　　　　　　液晶コントローラ
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　１１７　　　　　　　液晶表示パネル
　１２０　　　　　　　温度センサ（温度検出手段）
１１３１～１１３８　　ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ；テーブルメモリ）
ＰＩＸ (1,1) …　　　　画素

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

(64) JP 3717917 B2 2005.11.16



【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】
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【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】
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【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】

【 図 ３ ０ 】 【 図 ３ １ 】
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【 図 ３ ２ 】 【 図 ３ ３ 】

【 図 ３ ４ 】 【 図 ３ ５ 】
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【 図 ３ ６ 】
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